guto sport 2022 年 3/10 号 (隔週 金曜 日 発売 ) 2022 年 2 月 10 日 発売 第 59 巻 第 4 号 通巻 1570 号 ン / 


リル 


デー 
N 


N 
SN 


ーー 
NN 


ー で ーー 
さ ミ - 二 


ーー 


ーー 


ー~* 


ーー ゴ 
ーー 
FT 


ーー 
ち デー 
ーー 


2 
」 国内 主要 6 コー ス 


プ 。。 ょ 。 ) ツ と ぶ 


及 2022 年 ラリ ー 1 車両 テク ニカ ル チ ェ ッ ク 


7 ア 


GR や 見 スン ノ フ ォ ー ド ・ プ ブー マ ノ ヒ ュ ンダ イ i20 N 
砂漠 で 示さ れ た 電動 マシ ン の ポテ ン シ ャ ル フウ ディ RS Q e-tron 


山 本 推 史 ホン ダ F1 で 世界 を 獲 っ た 男 の 次 な る 野望 


ーーー 
= 一 


3 月 29 日 ( 火 ) よ り 


auto SDOrt は 


da FETE23 


N ド AEyA 5 月 号 (3 月 29 日 ( 火 ) 発売 ) 


2022 ス ー パ ーGT 

《 非 公式 》 カ イド フッ ク 
スー パーGT 公 式 テ スト 参加 の 全 チ ー ム 全車 を 紹介 
CT500 プ CT300 の いま を オモ テ と ウラ か ら 分 析 


No.1572 6 月 号 (4 月 28 日 ( 木 ) 発 売 ) 


特集 U 大 人 が 愉し む 新 VWRC 


新規 定 車両 RALLY1 導 入 に よっ て 大 きく 変わ っ た WRC 
待望 の 日 本 開催 を 前 に その 魅力 を 再 確 認 


No.1573 / 月 号 (5 月 27 日 ( 金 ) 発売 ) 
2022 「 
世界 の ツー リン グ カ ー 特 集 


新 時 代 、 世 界 の "ハコ "トレ ンド を 概観 する 


No.1574 8 月 号 (6 月 29 日 ( 水 ) 発売 ) 
ル ・ マ ン 24 時 間 
新 時 代 へ の 胎動 


ハイ バー カー と LMDh に よる 多 メー カー 対決 を 前 に 
※ ビ ジュ アル は イメ ー ジ で 実際 の 表紙 と は 異な かり ま す 。 ーー 
※ 特 集 内 容 は 変更 する 場合 も ご ざい ます 。 2022 ル ・ マ ン 24h 速 報 を 掲載 


3 クル マ が 主役 。 新 コン セプト は | RACE CAR マ ガ ジ ン | 
弓 情報 の スピ ー ド より 深度 を 追求 する 特集 主義 
53 大 人 が 楽し め る モー ター スポ ボ ポーツ ・ エ ンタ ー テ イメ ント を 提供 し ます 


A4 変 形 / 平 綴じ プ 全 108 ペ ー ジ (オー ルカ ラー) 表紙 PP 加工 定価 1200 円 (本 体 1091 円 ) 
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毎月 29 日 が auto Sport の 発売 日 で す 。2 月 は 半年 以外 29 日 2022 年 
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今回 は ニス モ 主 催 の メー カー テス ト だ っ た こと も あり 、 
Z は 4 チー ム 十 開発 車両 の 230 号 車 が 走行 。 対 し て GR ス 
ー プ ラ は 開発 車両 の 90 号 車 と 昨季 仕様 の 19 号 車 、NSX は 
17 号車 が 参加 し た 。 な お 、 ヨ コ ハ マ タイ ヤ ユ ー ザ ー の 24 
号車 と 19 号 車 は 
鈴鹿 と いえ ば 、2020 年 規定 の 車両 で は 23 号車 の GT-R 
が 3 連勝 し 、 


それ ほど に 得意 と し て いた わけ だ が 、GT-R は ハイ ダウ ン 


、 2 日 間 と も 午前 中 の 走行 を 見 送っ て いる 。 


昨季 の 第 3 戦 で は GT-R が 表彰 台 を 独占 し た 。 
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フォ ー ス の 車両 特価 だ っ た か ら で 、 そ れ が ドラ ッ グ と な り 
富士 を 苦手 と し て いた 。 新型 ノ の 開発 コン セプト は ウイ ー 
ク ポ イン ト の 改善 、 つ まり ドラ ッ ク グ 低 江 の は ず 。 な の に 、 
釣 鹿 で Z が 上 位 を 占め る 結果 と な っ た 。 

も ちろ ん 、 参 加 台 数 が 違い 、 テ スト は タイ ム を 競う 場 で 
は な く 、 今 シー ズン を 戦い 抜く た め に それ ぞ れ の プロ グラ 
ム を こなす の が 目的 な の で 、 こ の タイ ム は 参考 値 で し か な 
い 。 だ が 、Z が 好調 な の は 間違い な い 。 
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走行 風 を 最初 に 受け る フロ ント は 、 そ の “顔つき "が 空力 に 大 きく 関与 する 。 空 力 開発 の 
領域 は フリ ッ ク ボ ックス と 呼ば れる フロ ント バン パー コー ナー 部 で あり 、 ベ ー ス 車両 の デ 
ザイ ン と スケ ー リ ング の 影響 に より 、GT-R は ライ バル 車 に 対し て 開発 領域 の 面積 が 小さ 
か っ た 。 し か し “ 小 顔 に な っ た Z は 、 そ の 面積 が 大 きく な っ て いる 。 ま た 、 真 上 か ら 見 
た 車体 前 面 は 、 極 端 な 例え だ が GT-R は 凸 形 状 だ っ た が 、 有 Z は ノー ズ か ら フ ェ ン ダー に か 
け て 後退 する へ 形状 に な り 、 空 力 開発 領域 を より 効率 良く 使え る よう に な っ た と 思わ れる 。 
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GT-R で は バン パー 部 の 開口 と フロ ント グリ 
ル が 別れ て いた が 、Z で は 一 体 化 。 そ の た 
め ノ ー ズ が 空気 を すく い 上 げ る よう に 前 方 


へ と 突き 出す と と も に 低い 位置 まで 下がり 、 


ボン ネッ ト 上 に は 広い 面 が 確保 され 効率 良 
く ダ ウン フォ ー ス を 生み 出し そう だ 。 ア ウ 
トレ ッ ト は 中 央 に フィ ン を 備え 、GT-R と 
ほぼ 変 わら な いよ うに 見 える 。 
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Z の フリ ッ ク ボ ックス は GT-R と 異な リグ 
リル 前 面 へ 回 り 込 ん を で カナ ー ド と と も に 立 
ち 上 が り 、 空 気 を 前 面 か の ら フ ェ ン ダー 上 面 
へ 跳ね 上 げ る 形状 と な っ て いる 。 カ ナー ド 


は GT-R と 同様 に 2 枚 の メイ ンカ ナー ド 、 


その 下 に 2 枚 の 小型 フィ ン を 設置 する 。 
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GT-R で は 笹 の 葉状 の フィ ン を 何 枚 も 重ね た うえ 、 そ の 後方 に も さま ざま な フ 
ィ ン を 組み 合わ せ た 複 雑 な 形状 だ っ た が 、Z で は メイ ン の フィ ン は 1 枚 で 、 そ 
の 他 の フィ ン も 少な い 。 一 方 、 ス カー ト 部 分 は 立体 的 に 盛り 上 が っ て 空気 の 
流れ を コン トロ ー ル し て いる よう だ 。 全体 と し て 、 形 状 を 単純 に し て ドラ ッ 
グ を 低減 し よう と し て いる の だ ろう 。 鈴鹿 テス ト 時 は 迷彩 柄 で 断言 は で き な 
い が 、 昨 年 12 月 5 日 の 発表 時 と 同形 状 と 思わ れる 。 
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エー スカ ー の 23 号 車 は 不動 だ が 、 高 星 と 平手 が 入れ 
替わり 、 ホ ンダ に 移籍 し た 松下 信治 と 入れ 替わる か 
た ち で バゲット が イン パル に 加入 。 バ ゲッ ト は も ち 
ろ ん 、 高 星 は ミシュ ラン 、 平 手 は ヨコ ハマ と いう 初 
め て の タイ ヤ で 適応 力 が 試さ れる 。 な お 、 3 号車 は 
B-Max が 離れ た の も トピ ッ ク 。 鈴 講 テス ト で の 3 号 


車 は ヘッ ドラ イト が 青かっ た 。 か つて 、 2 台 体制 時 
代 の ニス モ は 同 カ ラー で 1 台 が や は り 青 い ラ イト だ 
っ た 。 3 号車 の カラ ー リ ング に も 注目 し た い 。 
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市 販 モ デル の 全長 は GT-R が 4710mm で 
新型 Z (日 本 仕様 ) が 4380mm、 ホ イ 
ー ル ベー ス は GT-R が 2780mm で Z が 
2550mm。 た だ し 、GT500 で は 全長 
4725mm、 ホイ ー ル ベー ス 2750mm と い 
う 規 定 が ある 。 ス ケー リン グ に より 、Z 
は 市 販 モ デル と 比較 する と 、 ル ー フ か 
ら リ ヤ ハ ッ チ に か け て 伸び て いる よう 
に 見 える 。 下がっ た ノー ズ な ど 、 フ ロ 
ント 側 の 空力 効率 は 確実 に 上 が っ た と 
思わ れる が 、 ル ー フ か ら リ ヤ に か け て 
の 空力 は どの よう に 作用 する の か …… 
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ノー ズ の 延長 に より ボン ネッ ト 上 面 の 面積 
が 拡大 。 前 端 も や 下がっ て 空気 を うま くす く 
い 上 げ ら れる よう に な り 、 ダ ウン フォ ー ス 
が 効率 良く 増え て いる も の と 思わ れる 。 三 
次 元 形状 の フィ ン を 備え た アウ トレ ッ ト に 
変更 は な さそ うだ が 、 昨 年 まで は グリ ル 内 
に あっ た コク ピッ ト 導 風 ダ クト が NACA ダ 
クト と し て ボン ネッ ト に 設置 され て いる 。 
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タイ プ S は ボン ネッ ト 前 の バン パ 
ー が 前 方 に 延長 され 、 そ の ノー ズ 
周り の デザ イン 変更 を 受け て ど 顔 
つき ” が 変わ っ た 。 昨年 まで は ス 
ムー ズ な 局面 だ っ た 部 分 が 、 ベ ー 
ス 車 両 の イメ ー ジ を 残し な が ら 冷 
却 用 の 開口 部 と し て 切り 開か れ て 
複雑 な 面 で 構成 され て いる 。 先端 
で の 風 の 切 り 方 、 エ ンジ ン ル ー ム 
へ の 空気 の 導入 口 の 違い に より 、 
空力 特性 は 変化 し た は ず だ 。 
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昨年 は 丸み を 帯び た フリ ッ ク ボ ックス が 少し 突き 出す よう に な っ て 
いた が 、 今 季 仕 様 は 先端 が や や 削ら れ て 面 で 受け る よう に な っ て い 
る 。 ま た 、 カ ナー ド の 位置 を 変更 で きる ネジ 穴 も 確認 で きる 。 写真 
で は 判別 で き な か っ た が 、 入 手 し た 情報 に よる と 、 鈴 鹿 テ スト で 3 
種類 の フリ ッ ク ボ ックス を テス ト し て いた よう だ 。 
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昨年 は リヤ フェ ンダ ー 前 に 湾曲 し た 
フィ ン が 取り 付け られ て いた の に 対 
し 、 今 年 は 垂直 の フィ ン と カナ ー ド 
の 組み 合わ せ と な っ て いる 。 今回 の 
鈴鹿 テス ト で は 、 リ ヤ フ ェ ンダ ー 前 
の フィ ン の 枚数 が 異な る 仕様 が 確認 
UNDATVPES で きた 。 2 日 間 の テス ト で 最初 の セ 
ッ シ ョ ン (1/25AM) の み 小 型 フィ 
ン を 取り 外し て お り 、 こ れ が スタ ン 
ダー ド 仕 様 だ っ た の か も し れ な い 。 そ 
れ 以 降 の 3 セッ ショ ン は 小型 フィ ン 
を 装着 し て いた 。 た だ 、 こ この 部 分 
で は フィ ン の 位置 を 変更 する た め の 
取り 付け 穴 が 何 通 りか 視認 で き 、 い 
くつ か の バリ エー ショ ン が 試さ れ て 
いた 可能 性 は 高い 。 こ の 部 分 は 空力 
特性 に 対す る 感度 が 高い と いう こと 
な の だ ろう 。 


0 が 272 


Team Driver 


本 松下 が 出 戻 る か た ち で ホン ダ ( 昨年 まで の ベー ス 車 と な る 市 販 の NSX は 全長 
8 ARTA 野尻 因 紀 福住 仁 領 凍 全 0e モ コ コ リ ン 4490mm だ っ た が 、 タ イプ S は 4535mm。 シ ャ シー 
グ を 据 る こと に な っ た 。 そ れ 以 や ホイ ー ル ベー ス は 変わ ら な い の で 、 前 後 バ ン パ 
16 TEAM Red Bull MUGEN 笹原 右京 大 湯 都 史 樹 外 は ドラ イ バ ー ラ イン アッ プ に ー に よっ て 45m 延 長 さ れ た こと に な る 。GT500 
変更 な し 。 タ イヤ は まだ 公式 発 の 車両 規定 に より 、 全 長 や オー バー ハン グ の 寸法 
17 Astemo REAL RACING 塚越 広大 松下 信治 表 さ れ て いな い が 、 昨 年 同様 8、 に は 決ま り が ある が 、 タイ プ S の スト ロン グ ボ ポイ 
64 Modulo Nakajima Racing 伊沢 拓也 大 津 弘樹 車 が DL だ ろう 。 変 わら な い 環 境 は すず で 、 そ の 帳 尻 合わ せ の た め に 全体 的 な 見 直し 
と 松下 と いう カン フル 剤 の 注入 0 わす が 45mm、 され ど 45mm。 

100 TEAM KUNIMITSU 山本 商 貴 牧野 任 祐 で 王座 春 本 に 挑む 。 それ ほど に 影響 力 が ある と いう こと だ 。 


Y 2021 NSX SIE UEW 


7//772/ 


ーー で Pe FEh の 


ヤーーーー = 


ー つ ee ee ーー 
ms 


ど 。 だ 8 SA 
つ 〇 / 「 
一 王室 ヽ 


を / グ ARTA mp と 
“ 4 cvsn NN 区 明 Y 


ーー 


| 『 gg Mobili 


上 ん 1 
ゅ で れい 引 の NIC 
M ボ は と ーー ミコ IT 生ま ei Hos 
に 
で 
も 


7 の の 瑞 / DOES7O7 


の ず ごとう 
衣 
% 
osan0" 
と 


1 
「 
( 


ニ で > ニー で で 、 
ビッ 


ーーーー ーー- 
- ヽ _- ドコ ニー 

me ネー ei js IO と CPSY * 守 
ニコ ョ ーーーー ー に 


2272 


ヶ ー ド 司 居 会 - 下 公 /QND 以 
ぐ ご 抑 で で 昌 分 お ハ 和 殺 ′” 下 わ 
の <S 公 QHMEG 可 SN@ ぶ て の 
ぐー に K 局 昼 つつ 刀 共 へ 私 吉 箇 けり 表 つ ? 
て 町 ふ 呈 殺せ 苦 革 JH で SS ン 区 つの 
KーhIh マ 一 に K 司 居 ロ 臣 っ hG6" 

QOQNO 革 "の FOO の の いぬ KK ト 
JJ ロー つ 刀 OKーh 心 8 量 Q 会 各 
ロ へ ふ や ペ ーK ハ 一 人 ト 公 葉 融 殿中 で 
斑 い マー ド 司 居 G 普 幸 束 虹 公 つつ 刀 人 
Rih 下 て ロバ で て SNK ロ ー ン 6 
せる し いて くさ 賜 田 責 5 jp 0 
JP ローK リ 4 で レポー ド に 
沸い @ 志 の - の FGM 区 庫 和 取 お 人 す 條 
ロー 尽 味 李 ユ ー ド K 下 そ へ 民 へ 
* 表 M 蛇 NGTJ ュ り 会 レ 0 穫 会 京 ? 

Ii トリ ローQJ 叶 mm@ 苦 周 や 下 凍 て か 
ThK コ ロー を 宜 四 つ 豆 宮 っ 多 さ し グー 
の ぶっ J 下 そり UK ハ 呈 っ 暫 吐 誌 つ 。 ハ 
ユー 人 Km 紀 客 し その XG ト iA 
や 専 お Q で に 掴 峰 "や 心 を ン ハ ユー 
KK 中 そっ )S 0 刀 1 

I ト JH ロー の ハー に K 和 へ 皿 へ )SN6< ト 帽 7 
性 SQ3SRHRIi ト 反 そ へ 臣 つ し レポ 弁 
部 砲 場 し 押 也 し 紅 っ 1JFJNQ 和 8 0 9 
つ 公 つつ 人 ト 自 唱 切 つじ し 中 お へ 明 
公 坂 民 N 選 科 く 本 KN6 ト JJS 也 互 じ | で 
ー ド 同居 会 李 QS っ の ベー トト 心 
貴 つ し ap や 7 上 ト 反 そそ へ 必 へ 二 RRIFRG 
モト YS し 回 刀 S 財 R 家 蘭 区 油 
会 寺 や で 妹 " 

4 ト hH^ ベー ミー の ヒ ハ ユーK4Hoo 衣 
GS” Q 話 全く て 尼 む いい ドー に 一 
G 念 舞 ポー キト イド し 鯉 型 で Ke” て 町 


必 如 抑 せ NG 上 理 くむ ハリ ロー ミ 訴 押 隈 
つ ^ 時 諾 つ エ ベーhIG 周 Ri 中 や 
へ ES で QJ う っ Q” O 苦 結 諾 や 
さや 以 心 へ い ド ー ド 中 柚 密 民 下 く 則 RR 
地 志 xul 攻 で QpGS 昭 . で で to? 
JJ) っ C し jp。 pp ユリ 巧 職 某 敵 公 Q 
則 R 品 頭 で 記 ホー を 擬人 て 史子 
ー ド 司 居 せ 臣 つじ し" K ホ ー つ へ 心 虫 盆 


2022 SUPER GT 1 In む 入 二 河 や の ヒ - 公 2QN ぐ の“ 
Be ーー IN て こさ 公則 映 装 和 So 人 WNWPaiMGe62 


へ へ で や 


〇 ベー[Ih や GOQNO 肝 Gi ト :UH 一 


Text : 閑 華 幅 (Makoto Ogushi) 


Photo : 肝 田 問 (Masaru Hirata) ヽ 尼 ヨ 位 | (Toshikazu Moriyama) 
中 量 日 楓 (Noriaki Mitsuhashi) ヽ そ 其 上 廿 (Takashi Ogasawara) 


へ 必 二 殺 や 用 の 京 そ い の く 


つ 公 つや G 選 ホー 
て IN 会 る SS っ 区 固 ” 他所 帳 ホ ー ヤ トイ 会 反 中 一 一 
雪 で QOS っ が JJG 思 に K 心 約 引 け 7 古 究 也 剛 人 は ロ う っ ン 


S2JG 足 中 せ NG SG し 詩人 豆 
の - ビーN 針 有志 の ふ m の パ で る 
SS っ? 8 会 NRN つ 私 穫 選 KINI ト 
In さて 38 恵 守 会 咽 個人 や で し 宙 
さ ^ と IhA 軸 察 や で さや p 尺 心 へ い ド ー 
K 吉 喧 由 Mo 胴 っ ら 丸 龍 沿 人 に SS で で 
っ J 還 で で Ni ト ま そい へ SS ひし っ ht@7 

ぐ 一 民 冊 昼 へ くさ ド 庄 怠 刀 JO 
ベーhING ト 中 で へ 6 下 時 や キキ *U 
へ 公 避 羽 く 下 お し 嘆 控 稚 守 品 泡 で 史 6 
で し っ ぃ eSN6” 操 民 人 Q ぐ 6RHMK 豆 
ヤキ へ 約 回 計 対 6 も ロキ や マハ 


ヽ ぐ 古 記 に 志 で 届 p" トー ミホ ーー テイ 


区 時 は 全会 io トー トミ 守 @ 環 測 ヤ 
キャ や へ 公 Q 据 で レマン GRHMKW 包 計 
wmGH6 ス そい て へ や 吉 衝 人 Gp 


emnwoems 
NOBeAEGeG FPP 
1 
へ 心 人 @ 環 陣 O エ ベー 会 や で や 
帳 つる で の! は 中 て IN 多重 生 ょ J 
喝 ン 月 肌 パン へ トド ー ド に 史 責 ン 
う あ 璧 尼 し 人 管 失 還っ 8 
簡 陸 くし せ ミ ー ト | ロ 据 時 誠 
還 AJ2 で で he 昌 選 N 届 閉 し し 直史 聖 
呈 較 つ し で" スエ で へ 心 青 骨 伝 


PS 中 昌和 NX ロー し で 打 結 7? 


<hHMIG の ベーhIhG 国 8 尽 心 へ 
NN ドー ド KA 晶 喉 つる 全 Q 普 財 ま じ G マ 
iQ 中 中 っ て か NNK リ ロー と 電 地 つつ し ih 
こさ め 婦 問 せま JJ 会 し ゃ ON@ 会 2J 届 


レコ 


で 唱 S で NOnR" 


/ ル 277772 


2022 


ボン ネッ ト に 関し て は 、 ア ウト レッ ト や 室 
内 換気 用 NACA ダ クト の 形状 ・ 位 置 を 含め 、 
22 年 型 と 昨年 型 の 見 分 け は つか な い 。 当然 
な が ら エ ンジ ン ル ー ム 内 の コン ポー ネン ト 
配置 も 変わ っ て いな い は ず だ 。 
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3 車 の な か で 唯一 バー スモ デル も 
グレ ー ド も 変わ ら な い GR ス ー プ 
ラ 。 当然 、 パ ッ と 見 の 印象 は 変わ 
ら な い 。 だ が 、 細 部 を 見 て いく と 
細か な 技巧 が 凝ら され て いる 。GR 
スー プラ は 低 ド ラッ グ が 最大 の 武 
器 。22 年 仕様 は ダウ ン フ ォ ー ス 増 
が コン セプト と 思わ れる が 、 得 意 
と する 富士 も 2 戦 あ り 、 そ の バラ 
ンス の 取り 方 が 注目 され る 。 
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昨年 型 の フリ ッ ク ボ ックス は 弾頭 型 に 膨らん で いた が 、22 年 型 は 空 
気 を すく い 上 げ る よう に 反っ て いる 。 空力 開発 が ドラ ッ ク 低 減 か ら 
ダウ ン フ ォ ー ス 獲得 へ 重心 を 移し て 行なわ れ た 証 で ある 。 た だ し 、 カ 


ナー ド な どの 構成 は ほぼ 昨年 と 同じ だ 。 


ショ ー ト デッキ で 後方 に 絞り 込ま 
れ た C ピ ラー、GR ス ー プ ラ の リヤ 
デザ イン は 「3 車 の な か で も 飛び 
抜け て いる 。 ド ラッ グ が 少な く 、 そ 
れ で いて リヤ ウイ ング も 効率 良く 
使え る ] と する 見 立て が 多い 。 そ 
の た めか 、 写 真 か ら は 昨年 と の 違 
い を 見 つけ られ な い 。 完成 形 の 域 
に 達し て いる の だ ろう 。 だ が 、 | 空 
力 は 全体 で 見 る 必要 が ある | と い 
う の が メー カー 問わ ず 開 発 陣 の 考 
え で あり 、 気 づけ な い 変化 が ある 
の か も し れ な い 。 
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2 シー スズ スン の 経験 を エア ロ に 注力 で きる 、 変わ ら な いこ と の 強み 


Team グ Cgar Driver Tire 
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昨年 12 月 6 日 、 早 々 に 22 年 の 参戦 体制 を 発表 し た トヨ タ 陣 営 。 ド ライ バー ライ ン ア ッ プ で 変わ 
ら な い の は 14 号 車 と 38 号 車 の み 。 チ ャ ン ピ オ ン 関 口 の 移籍 は 父 き だ っ た が 、 最 終戦 前 、 タ イト 
ル を 決め る 前 に サー ド へ の 移籍 が 決ま っ て いた と いう 。 レ ギュ ラー シー ト を つか ん だ 晴 南 と アレ 
ジ 、 初 め て BS を 履く 宮田 、 す で に 速 さ に 定評 ある 若手 の 飛躍 に も 期待 が か か る 。 


| 
き 
写 
SS 
き 
st) 


- 甘 IAEALMUET 


402772 ー 9 や 
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MG72/7/ マ 2021 クト に 加え られ て いる 。 昨年 型 の 

EE 6 ラテ ラル ダク ト は 非常 に シン プル 

LT II ーー = の am 』| Na で Le ji な 構成 で 、 エ ンジ ン ル ー ム 下部 か 
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oc oc ーー し 0 TL “ [ ーー 8 縁 部 に バー チカ ルフ ィ ン が 1 枚 あ 
“ ーーーーーーーーーーー ーーーー つつ ーー ビニ ーー ニーー ニ 」 | POR55 昌 、| る だ け で ほぼ ば 筒 抜け に な っ て いた 


エニ ニニ ニー 一 ーー ーーー = * が 、22 年 型 で は スカ ー ト 中 央 部 に 
ーー ーーー くい RET ふと ー ーーーーーー 科 一 ーーーーーーーーーーー ア ーーーーー 長め の 1 枚 、 後 部 外側 に は 小ぶり 
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へ 反っ た フィ ン が 組み 合わ せら れ 
る な ど 非 常に 複雑 な 構成 と な っ た 。 
これ も また ダウ ン フ ォ ー ス 重視 型 
0 デザイ シ ジ だ ろう 。 
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空力 開発 が 認め られ た 22 年 、 変 わら な い ベ ー ス モデ ル で の 2 年間 
の 経験 が 新 エ アロ に 注入 され た こと に な る 。 
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GS や 届 ロ 8 いし っ うし” NTJD 箇 還 上 湯 
世 つ し レ つ で し うっ 7 リン リハ // 
ペー ふせ AOO っ J 還 ee36 中 下 還 し め 場 
ぶ Q て NG し | 陣 提 G 籠 机 や 0 マン 
NeG JAQ で 屋 | (山大 の 山 
中 ロ 6 醒 潮 公 宮 更 ・ 寺 覆し | 幅 つ 
し ES で し っ to 甘 宝 人 K 言 弄 ぐ そ ミニ 
ご 民 層 志 SE 補 味 ) 

Nun つ 地 四 明 畠 S 交 6 山 べ の 
員 コ ペー ハ へ ふく か て し ゼ や 軍 革 の 財 
ドー か ロリ ロ 還 いち tonS 衣 誠 つつ” 弁 
く @ 陣 団 諾 福 " 四 前 旬 つ で 人 人 Q 閉 
Jpp で に 公 公田 NRN 弓 や や ” ハ 


Text : 高橋 カズ キヨ (Kazukiyo Takahashi/ 本 誌 ) Photo : 田村 奈 (Sho Tamura) EXGEL 


G 太 


シー ト パ ッ ド は 、 前 後 の 厚 み を 
人 入れ 替え た り 、 ふ た つ折 りや L 
字 折 り に し た りな ど 、 シ ー ト の 
形状 や カラ ダ に 合わ せ て の 、 使 
い 方 の バリ エー ショ ン が 豊富 
( 下 の イ ラス ト 参 照 ) 。 


| 座る 」 を 変え る 
体 圧 ” 流 動 分 散 素材 


エク スジ ェ ル は 固体 で ある に 
も か か わら ず 、 お 餅 の よう な 
弾力 性 を 持ち 、 約 20 倍 まで 
伸び て 復元 する と いう 和 柔軟 性 
と 、( ヒ ッ プ な どの ) ズレ に 
対応 する 流動 性 を 持つ と いう 
素材 。 そ の 衝撃 吸収 力 は 一 般 
の ウレ タン フォ ー ム の 10 倍 
以上 だ (自社 テス ト )。 


EXGEL⑤ 以 レ クタ ンー 二 0 


GE 


ラン バー パッ ド は 、 カ ラダ の ライ 
ン に 沿っ た 緩やか な 曲線 が 腰 に フ 
ィ ッ ト 。 隙間 を 埋め 、 骨 盤 が 後ろ 
に 倒れ る 動き を 抑制 する 。 


シー トバ パッ ド 


表 材 : ポリ エステル 100% 
本 体 中 材 : エ クス ジェ ル ( 合 成 ゴ ム ) 、 


ウレ タン ジン プ ォ オー ム 
材質 
ヵ バ ー 表 材 : ポ リエ ステ ル 100% 
裏 材 : 滑 り 止 め 加工 付き ナイ ロン 
0 謗 ー 机 体 ! ノ ラッ タク カ パ バーツ レー 
希望 小売 価格 eo 
9 Io マン バー 
420 て 25 VTm) 本 体 カ パー 11.000 円 (税込 み も 、 カ バー に は 吸っ た 汗 を 束 乾 さ 
下 箇 約 0.6kg 替え カバ ー 3.300 円 (税込 み ) 能 な の も うれ し い 。 遇 
と 史 ンタ 術 で リン 春 リ イィ イ 20 素 の 5! 穫 
い 樹 今 ン と 用 と 支 エ リ ご モス 年 材 リ E 感 ュ 
ラン バー パッ ド う の 回 グ に ノ 持 イ | ろ | 用 以 で ク X な レ 
話 よ の パ 最 ウ が タ ズ か ト や 上 エエ G ど Il 
も う 製 ツ ッ 適 ハ 広 | が ら ワ 上 自 の 車 ス EE を タ 
表 材 : ポ リエ ステ ル 100% よ に 品 ド 化 ウ が か 温 は |!| 動 実 椅 ト L 組合 
本 体 中 材 : エ クス ジェ ル ( 合 成 ゴム )、 く ` の と し も っ ら 画 ' ク 車 績 子 に は 和 用 
和 2 聞 半 評 い た 盛 て の 家 目 が 用 を 用 合 も さ 時 
か 日 価 う の り い 発 や 宅 定 な 持 ク わ と せ ・ 
リー 表 材 : ポ リエ ステ ル 100% れ < く で わが 込 る 信 デ 用 着 ど つ ッ せ も る 使 
裏 材 : 滑 り 止め 加工 付き ナイ ロン る ら 協 け E み "に ザ の し に ?" シ て と こ 用 
ャ ーーーーーーーーーーーーーーーー… が い 力 だ X 培 よ イ 本 た も そ ヨ 開 医 と 後 
カラ ー 本 体 : ブ ラッ ク カバ ー: グ レー 希望 小売 価格 ゃ し で G シ っ うり リナ: 2 と 展 こ ご こ 且 発 疹 に の 
ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー 痛 た E ミ て イク | っ OO 開か と さ 現 成 痛 
サイ ズ W280 x D46 X H250 (mm) 本 体 オ カバ ー 8.800 円 (税込 み ) み 大 ト 。 弓 チチ な ウ 2 さら し れ 場 功 み 
ーーーーーーーーー ーー ーー ーー ーーー ーーーーーーーーーーーーー 人 ム 30 三 | ー 5 ー 
重量 約 0.3kg 替え カバ ー 3,300 円 (税込 み ) む ( 際 ミ ル 年 6 の だ る 
を 5 前 いき も と う 全 
W > 目 グ カド 0 ン 感 
う PE5577W jy 大 湯 都 史 樹 ラ 所 座 を EE いも も は ス の 
1 日 10 時 間 く らい シミ ュ レ ー タ を や る こと も ある の ボ に を 面 サ メメ う 同 も に 著 
で す が 、 そ れ く らい や る と 、 お し りや 腰 が 痛く な っ て き あぁ あ ラ の ポ G 方 パ じ ち 逐 柄 
8 きか が 和 ー、 で る イ 圧 | EE は フ は ろ 失 が 
だ り 、 疲労 感 カ 光 ま っ て きた 洲 ま すら IEXGEL レ レス ヽ い 1 
2 0 上 も コン カト L ぜ ォ オ す ん す レ 
ング シー ト パ ッ ド 」 を 使う と 、 そ れ ら が まっ た く な く な 試 二 ア を す レ ひ | ?5 いる | 
る と いう こと で は あり ませ ん が 、 か な り 軽 減 さ れる と 思 し クッ 分 る | トマ シア の ス 
いま す 。 それ に 、「 こ の ポジ ショ ン に 座り た い ] と いう 位 卒 スズ ス 敵 ラン ラン ミ マ は 本 
置 に カラ ダ を し っ か り セ ッ ト で きる と いう の も あり が た 43 Pe の | 
いで すね 。 位置 を 決め た 後 の 疲れ も 少な いと 思い ます 。 可 ル ーー パ て 質 | ア た の 
宇和 mmsw rr 能 シ と ン ・ ツ み を タ ド い パ 
エク スジ ェ ル シー ティ ング ラボ (株 式 会 社 加地 ) Email : support@exgel.jp 2 l も | ツ ド て に 0 で 2 
cx. 0120-540-455 URL :https:/exgeljp テア 全 下 に は ほけ も イイ ご オォ 
ィ 国 パー し た 本 バク |I 
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どり どど 


7 


14 


月 4C7WGg ロ 所 月 


が た 77 人 79 


CARBON series 


RS7 CARBON 
HP77 の 機能 性 を 最大 限 に 盛り 9 込ん だ カー ボン モデ ル 


ルイ ス ・ ハ ミル トン 、 フ ェ ル ナン ド ・ ア ロン ソ 、2021 年 
を も っ て 引退 し た キミ ・ ラ イコ ネン な ど 、F1 ワー ルド チャ 
ン ピ オ ン た ちか ら も 絶大 な 支持 を 受け て いる 、 ヘ へ ヘルメット の 
プレ ミア ム ブ ラン ド 〈BELL HELMETS)。 彼ら も 使用 し て 
いる 4 輪 レ ー ス 用 最高 峰 モ デル [HP77」 ( 左 ペ ー ジ 参照 ) 
の スパ ル タ ン な デザ イン と 、 軽 量 性 、 ク ー リ ング 性 、 フ ィ ッ 
ト 性 な ど を 最大 限 に 採り 入れ つつ 、 プ ライ ス を 可能 な 限り 抑 


Duokbill あ り 


SPECIFICATIONS 


242,000 円 (税込 ) 
※2022 年 3 月 か ら の 価格 


54/55/56/57/58/59/60/61/61+ 


SE07 
(DSAF : ダブ ルス クリ ー ン アン チ フ ォ グ ) 


FIA8859-2015 & SNELL SA2020 


Ultra-lightweight carbon 


Hans Post Clip 
(FIA8858-2010) 標 準 装備 


えた 軽量 カー ボン 製 ヘ ル メ ッ ト が 「RS7 CARBON」 だ 。 

と くに フィ ッ ト 性 に つい て は BELL の 解析 に より 、 欧 米 人 の 
頭 の か た ちと 比べ る と 四角 い タ イプ が 多い と され て いる 日 本 
人 に も 合う よう 、 材 質 と 形状 を 最適 化 。 こ うし た 改良 が 進ん 
だ こと に より 、 日 本 で も RS7 CARBON の 商品 の 動き が 早 
く な っ て いる と の こと な の で 、 お 問い 合わ せ は お 早め に 。 

Duckbill な し 、Duckbill あ り の 2 タイ プ の 設定 (値段 は 同じ )。 


シー ルド は BELL 独 自 の 「DSAF] (ダブ ルス クリ ー ン アン チ フ ォ グ ) を 採用 し た 
#SE07 タ イプ 。 DSAF は 、 空気 が 熱 を 伝え に くい と いう 特性 を 利用 し た 2 層 構 造 
と な っ て お り 、 雨 天 時 や ヘル メッ ト 内 外 で 温度 差 が ある と き に シー ルド が 曇る こ 
と を 抑制 する 。 #SE07 で は シー ルド の ピボット 位置 が 改良 され た こと で 、 より ス 
ムー ズ な 開閉 も 実現 し た 。 エ アイ ン テ ー ク と サイ ド エ ア イン テー ク ( 頭 ] 員 付 近 
の 透明 な パー ツ )、HANS デ バイ ス を 取り 付け る Hans Post Clip を 標準 装備 。 


Duokbill な し 


30 


Text : auto Sport Photo : YFC 


ADVANCED series 


HP7/ 


パフ ォ ー マ ンス を 最大 限 に 
発揮 し た い ド ライ バー に 


F1 ドラ イ バ ー や F1 チー ム と 緊密 に 連携 ・ 協 力 し て 
熟成 させ た 、BELL ヘ へ ヘルメット の フラ ッ グ シッ プ モ デル 。 
オー トク レー ブ カ ー ボ ン シ ェ ル を 採用 する こと で 、 世 
界 最高 の 安全 基準 と し て 設定 され た FIA8860 規 格 を 
クリ ア し つつ 、 超 軽量 性 も 実現 し た 。DSAF シ ー ル ド 
(#SE077 タ イプ ) 、 エ アイ ン テ ー ク & サ イド エア イ 
ン テ ー ク 、Hans Post Clip を 標準 装備 。 外装 は マッ 
ド 儲 眉 け と な っ て いる 。 


SPECIFICATIONS 
836,000 円 (税込 ) 


< で せ 月 ビ ヨ 

希望 小売 価格 っ Goo 年 2 月 か ら の 価格 

サイ ズ 54/55/56/57/58/59/59+ 

シー ルド SE077 (DSAF: ダ ブル スク リー ン ア ンチ フォ グ ) 
規格 FIA8860-2018 ABP 

有吉 High-strength, 


ultra-lightweight FIA8860 carbon shell 


Hans Post Clip (FIA8858-2010) 標 準 装着 
その 他 DSAF( ダ ブル スク リー ン ア ンチ フォ グ ) 標準 装備 
高 品質 ヘル メッ トバ ッ グ 付き 


SPORT series ク 


ア 。 
GP3 SPORT / う 0 


4 輪 レ ー ス 用 ヘル メッ ト の 
エン トリ ー モ デル 語 キ ーー 


新開 発 の 高 品質 ファ イ バ ー グ ラス シェ ル や フロ ント 
エア イン テー ク & エア スク ー プ ( 頭 ] 員 の イン テー ク 
パー ツ ) の 採用 に より 、 軽 量 性 と 通気 性 を 確保 。 そ の 
機能 性 を 、 ト レン ド を 捉え た デザ イン で 実現 し た 4 輪 
モー ター スポ ー ツ 用 エン トリ ー モ デル が GP3 SPORT 
だ 。BELL の 「7 シ リー ズ 」| 同様 に 空力 を 重視 し 、 フ 
ロン ト に チン バー を 採用 。BELL の 特徴 で も ある フロ 
ント チン スポ イラ ー も 採り 入れ て いる 。 


SPECIFICATIONS 


半 望 小 売価 格 93.500 円 (税込) 


※2022 年 3 月 か ら の 価格 
サイ ズ S/M/L/XL 
シー ルド SE03 
規格 FIA8859-2015 
シェ ル High quality composite 


Hans Post Clip (FIA8858-2010) の 


その 他 取り 付け が 可能 (別売 ) 


株 式 会 社 ワ イエ フシ ー www.bellracing.jp 


Matt Black 


J1 


Photo 


Text : auto Sport 
: 吸 肥 | (Shin-ichi Tsutsum) ヽ 、 SEV ヽ 、 auto sport 


山 > 愉 QINAH ペ ホー ハード] 
の ) G 喘 芝 四 トミ FI 人 AH ペー ロン 」 
会 凍 只 5 路 時 G の ロロ ゴー 中 ー 宅 聞 ) 
つじ | 導 引 曜 湯 叫 G 田 革 骨 | | 会 刺し 
m ぐ GG い ミドル ロロ 層 さや お し 半 っ 中 日 
^ 必 ht@3J” 世 つ ゴ N@ ょ JJ ローーー? 


ーー の 山 テ の めぐ く 公 | 代 選 を ン Q を mM 
SN@ 舞 呈 | GrJ い レセ" 
田 革 : NNJR し DOG 如 ぐっ) っ)O ト J 


っ JJ し 吾 p 福 つ し 6O4J7 PaQtQ で 7 


円 正 と ーK し っ や や (部)5 で へ 
へ 忘 固 8 上 時 m く 衣 中 人 羽 じ も 6 じじ” 状 
に つづ エロ ロー と 公 人 Q 記 し 蛋 人選 
つ し レン 8 も っ 
ーーNJpPNvp 田 革 *O く 会 の 山 光史 忌 S 
IE で Lu 9 まで だ で AO だ で に こん こざ こっこ 
田 甘 : 選 時 とい っ G^ 罰 世 G「xih 
ャ ト 表 忌 ロ ーー マ 並 還 置 くべ ユー 
K く | しゃ "NG 吐 せ 夫 恨 し じ い ミト ルド ゼ 
nH6f6 ヘ ペー ドミ "ww つ JJ2Q7 2J ト J 公 G 路 


競 諾 全 ハ ミー 旭 必 さ ー ヤ エエ ミー 
は の ロッ > | 寺 隊 人 @ け 朗 0 し っ ざし 
ps NG っ J0 や "| で に 惑 じ KS 
抽 択 つき っ %| 0 し 遇 0 し っ つ ふ 9 
の 山 > 提 : NG 葵 濁 紅 便器 いで 
ぐし 人 で 

田 革 : 人 識 し つつ ( 羽 ) 

環 : mn8CQ で し ゃ で ( 元 )? 

田 革 NG 和 腕 ペー へ へ へ in トー 
3p の ロン ロー 中 一色 っ NG っ ) 暴 で "「 
ぐ S け 幸 昧 会 玩 NeG 公 人 | 0 し? と 
こく こ ーGHー 反 ー ゼ 代 る SS 全 で 刀 う ) 
還っ W セ " 

聞 トー し お ゼ "^ 軸 約 所 衣 箇 
鹿田 貼 彰 細 ′ 言 換 棚 報 喘 由 全 | 邊 只 っ 
し じゃ S” 将 祥 4KWW 全 ペー くし 幸 ン 6 
公 更 引 つ Q ン レ 4 性 L の 形 G 二 
般 員 細 け は 販 会 記 やや し ゃ の で 8 J 
IQ 全 くく K ペ ーー し しゃ? HH 訟 町 章 暫 和 mp 
ドーz//THIN・ 昌 分 共 へ 世 記 会. ぐ Q の ロ > 
HG ッ ン で し レ っ? 


S,/507577/ 
meeww 一 
ド ここ 


ii 、。 


田所 : や つ 玉 2Q ぐ 駅 人 代 い へ KG 
「 の ロッ ミー ミー」 公 刺 7 下層 内 E ロ 
誠 で ぐう や 6 し 漏 つ 唱 掴む し 玲 丸 7 
1J ン INhN BS ご" 8 妃 苑 っ し ? で 
し ^ の ロッ ミー ミー 区 邊 の う J 舞 五 N0 バ 
nHS で QS し セ " 

環 : 田 革 や ぐ 公 ホー ヤキ トーG 皿 遇 人 vp 
交 む レン で し っ い GkJ ュ JJpS ひ し 全部 


waQap 8 衣 会 つ を セン で つ 上 ( 元 )? 


田 世 : トー ゼ 疲 06 で や RI 


ぷ G や ハネ ー 公 引 っ し ゃ つ ^ XR 日 
いせ むけ IN 必 会 環 性 " 細 和 を 日 ヘ 
2A1IK ゼ 抵 で 公 こ で ロン ン StG 革 
くい し っ ne9 ポー ヤジ の > 賜 手 


悩 つ を もっ 虹 桁 SG 人 SD つ で や で 


NN いつ し の ロッ ーッ ミー ミー や 章 ぐ 林 は セ 


n 全 震 球 ぐ し っ JIJNG [5 Nm 
FN ヘーK| し いふ ミル リロ の > 迷 亡 
ぶ St@hJ う ) 会 押 寺 や No) っ 心 J う ) 公 
回 如く し ゃ ? 


の みん / 


4 回 と も 大 


好評 を 博 し 、 本 誌 の 入手 が 困難 と な 


1419| (2015 年 11 月 13 日 発売 号 ) 
っ て し まっ た こと も あっ た 。 


で の 「SEV RACING CORE」| か ら 
スタ ー ト 。 以 降 、「SEV RACING 


ン 付録 シリ ー ズ は 、 Tauto sport No. 
CORE for Head & Neck」 が 『No. 
1443」 (2016 年 11 月 4 日 発売 号 ) 
で 、「SEV RACING CORE TUBE」 
が 「No. 1469」 (2017 年 11 月 17 
日 発売 号 ) で 、「SEV RACING 
CORE BELT LOOP」 が 「No. 
1505] (2019 年 4 月 26 日 発売 号 ) 


SEV と auto sport の コラ ボレー ン シ ョ 
で それ ぞ れ 展開 され た 。 


回 
呈 
広 
に 
(9 が 


「 還 叶 っ 壮 っ 凛 や teG 寂 佑 つ っ ] 


尊 : ハー ド 庫 吸 一 叶 加 台 拉 洛 貝 十 
に 選 区 玉 棚 Ko 公共 一 ミ 民 途 へ 上 
へ 民間 Q く し ちい で 7 

田 甘 : 腕 搬 と ぐせ mt ぐ G 則 け の > 
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フォ ー ド が IMSA で ワー クス プロ グラ ム を 展開 へ 


マス タン グ GT3 の 開発 が 正式 発表 ! 


6xt : spmisxsr 計 


ォ ー ド は 1 月 28 日 、 デ イト ナ 24 時 間 レ ー 
ス の 区 台 で ある デイ トナ ・ イ ンタ ー ナ ショ 
ナル ・ ス ピー ドウ ェ イ に お いて プレ スカ ン フ ァ レ 
ンス を 実施 。 新型 フォ ー ド ・ マ スタ ング GT3 の 


開発 を アナ ウン ス し た 。 デ ビュ ー 予 定 は 2024 年 だ 。 


フォ ー ド の まっ た く 新 し い GT3 カ ー は 、24 年 
に フォ ー ド ・ パ フォ ー マ ン ス の ワー クス プロ グラ 
ム の 一 環 と し て 、IMSA ウェザー テッ ク ・ ス ポー 
ツ カ ー 選 手 権 の GTD プロ クラ ス に 投入 され る 。 
この プロ グラ ム は 、 カ ナダ に 拠点 を 置く マル チマ 
チッ ク 社 と の 共同 プロ ジェ クト と な り 、2 台 の ワ 
ー ク スマ シン が 送り 込ま れる 見 通し 。 ま た 、 同 時 
に カス タマ ー チ ー ム へ の 供給 も 予定 され て いる 。 


今回 発表 され た プロ グラ ム は 、 16 年 か ら 4 年 間 、 


チッ プ ・ ガ ナッ シ ・ レ ー シ ン グ (CGR) と と も 
に WEC お よび IMSA で 行なわ れ た フォ ー ド GT で 
の ワー クス 活動 の 終了 以降 初め て 、 フ ォ ー ド が ト 
ッ プ レベ ル の スポ ー ツ カー レー ス に 復帰 する こ 
と を 意味 する 。 同社 は IMSA の トッ プ カ テ ゴリ ー 
で ある DPi へ の 移行 を 検討 し 、 そ の 流れ か ら 昨 今 
は LMDh を 評価 し て いた が 、 結 局 プ ロト タイ プレ 
ー ス で は な く 、GT3 プラットフォーム で 生産 車 
ベー ス の 競争 に と ど ま る こと を 選択 し た 。 
[マス タン グ は レー ス を する た め に 生ま れ た クル 
マ だ 。 そ の クル マ の GT3 バ ー ジ ョ ン を 開発 し 、 
世界 中 の 名 だ た る メー カー と 真っ向 勝負 が で きる 
こと を うれ し く 思 う ] と 、 フ ォ ー ド ・ パ フォ ー マ 
ンス ・ モ ー タ ー ス ポー ツ ・ グ ロー バル ディ レク タ 
ー の マー ク ・ ラ ッシュ ブル ッ ク は 語る 。 

[フォ ー ド は NASCAR や オー スト ラリ ア ・ ス ー 


マス タン グ GT3 が デビ ュー する 2024 年 に は 、 ル 

・ マ ン 24 時 間 で も GTE マ シン に 代わ り 、GTS 
ベー ス の マン シン が 競う 形 定 還 了 22 是 貞 朋 5 
は これ を ル ・ マ ン 復 帰 の 絶好 の 機会 で ある と 提 
えて いる 誤 還 語 胃 


パー カー な ども 含め 、58 年 に も わた っ て 耐久 レ 
ー ス 界 に 参戦 し て きた 。 我々 は グロ ー バ ル な パフ 
ォ ー マ ンス と いう 観点 に お いて 、 マ スタ ング を 次 
の レベ ル に 引き 上 げ る 準備 が で き て いる 」 

IMSA に お ける フォ ー ド の ファ クト リー プロ グ 
ラム の 運営 に 加え 、 マ スタ ング GT3 を 用 いて プ 
ロ ・ ア マカ テ ゴ リ ー で ある IMSA GTD ク ラス を 
戦う カス タマ ー チ ー ム の サポ ー ト は マル チマ チッ 
ク が 担当 する 。 
| マル チマ チッ ク ・ モ ー タ ー ス ポー ツ が 、 我 々 に 
と っ て この プロ ジェ クト に お ける 最適 な パー トナ 
ー で ある こと は 疑い よう の な いこ と だ | と ラッ シ 
ュ ブ ルッ ク 。 

[彼ら は 過去 に 多く の マス タン グ ・ カ スタ マー プ 
ログ ラム を 推進 する た め に 我々 と 協力 し て きた だ 
け な く 、 フ ォ ー ド GT プロ グラ ム や 新型 ブロ ンコ 
DR の カス タマ ー レ ー ス プロ グラ ム に よっ て 、 フ 
ォ ー ド と その カス タマ ー に チャ ン ピ オ ンシップ を 
争 え る レベ ル の レー スプ ログ ラム を 提供 で きる こ 
と を 示し て きた 」 

24 年 に 登場 予定 の マス タン グ GT3 は 、 フォー 
ド ・ パ フォ ー マ ン ス が 開発 し た 5.0 4 コヨーテ ベ 
ー ス ・ フ ォ ー ド V8 を 搭載 。 こ の エン ジン の チュ 
ー ニ ング は 、 フォ ー ド と 長年 に わた っ て パー トナ 
ー シ ッ プ を 組ん で いる イギリス の M ス ポー ツ が 担 


当 す る 。 駆動 系 は トラ ンス アク スル 化 さ れる ほか 、 


GT3 の ター ゲッ ト を 達成 すべ く 開 発 さ れる 独自 
の エア ロロ パッケージ を 装備 する 予定 だ 。 

フォ ー ド は 、 マ スタ ング GT3 を 用 いた ワー ニーク 
スプ ログ ラム に 参加 する ドラ イ バ ー は 現時 点 で 発 


表し て いな い 。 そ の 一 方 で 、 同 マシ ン の テス トド 
ライ バー の ひと り と し て 16 年 の ル ん ・ マ ン 24 時 間 
で フォ ー ド GT を 駆り 、LM GTE プ ロク ラス 優勝 
を 果たし た ジョ ー イ ・ ハ ンド を 起用 し て いる こと 
を 明らか に し て いる 。 

ハン ド は 「 フ ォ ー ド と 一 緒 に また 素晴らし い ス 
ポー ツ カ ー レ ー ス ・ プ ログ ラム の 第 一 線 に 立つ こ 
と が で き て 最高 の 気分 だ ] と コメ ント 。「 も ちろ ん 、 
サー キッ ト で レー ス を し て 勝利 する こと が 好き だ 
が 、 こ の マス タン グ の よう に まっ た く 新 し い レ ー 
スカ ー の 開発 に 参加 する こと も 楽し み だ 。 フ ォ ー 
ド GT の プロ グラ ム で は 多く の テス ト を 行なっ た 。 
この 新車 を レー ス に 向け て 準備 する た め に 、 フ ォ 
ー ド や マル チマ チッ ク の 仲間 と と も に 再び 仕事 が 
で きる の は 素晴らし いこ と だ 」。 

な お 、 フ ォ ー ド は GT3 仕 様 の マス タン グ に 先 
駆け て 、23 年 に は マス タン グ の 新た な GT4 モ デ 
ル を 展開 する 予定 と な っ て いる 。 17 年 に デビ ュ 
ー し た 現行 マス タン グ GT4 も マル チマ チッ ク に 
より 開発 され 、 こ れ ま で 複数 回 に わた っ て アッ プ 
デー ト さ れ て きた 。 

[マス タン グ GT4 の プロ グラ ム を サポ ー ト し 続 
ける こと は 、 我 々 に と っ て 重要 な 役目 の ひと つ だ ] 
と ラッ シュ ブル ッ ク は 述べ る 。 

[私 た ち は 現 行 の GT4 モデ ル で 、 こ こ 北 米 だ け 
で な く ヨ ー ロ ッ パ で も 多く の 成功 を 収め て いる 。 
23 年 に は 、 そ こ で 真新しい マス タン グ GT4 を カ 
スタ マー に 供給 で きる こと を 楽し み に し て いる 。 
この こと に つい て は 近い 将来 、 さ ら に 詳し く 伝 え 
600 きる よう (に な る | 


Photo : LAT XPB / Red Bull 


「 現 時点 で は 何 の 決定 も や 下さ れ て いな い 」 


マン 更 送 の 噂 に 
FIA が 声明 を 発表 


Text : autOSDOrt web 


F IA が 1 月 29 日 に 声明 を 発表 。F1 の レー ス 
ディ レク ター を 務め る マイ ケル ・ マ ン が 現 
職 か ら 外 れる 可能 性 が ある と 伝え られ た こと を 受 
け 、2021 年 F1 アブ ダビ GP で の 問題 に つい て 現 
在 調査 中 で あり 、 決 定 事項 は な いと 強調 し た 。 
昨季 最終 戦 ア ブダ ビ GP で は 、 マ シン が 規則 に 反 
する か た ち で セー フ テ ィ カー を 運用 し た こと が ル 
イス ・ ハ ミル トン と マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン 
の 首位 争い に 影響 。 ハ ミル トン は ライ バル に 対し 
不利 な 状況 に 立た され た こと で 、 タ イト ル を 逃す 
結果 と な っ た 。 こ れ を 間 題 視 す る 声 が 高まっ た こ 
と を 受け 、FIA は 今後 の 改善 の た め に 調査 を 行 な 
うこ と を 約束 し た 。 

その 後 、 オ ー ス トリ ア の 「Vorarlberger 
Nachrichten』 紙 は 、FIA モ ー タ ー ス ポー ツ 事 務 
総長 で あり シン グル シー ター 部 門 責 任 者 の ピー タ 
ー・ バ イヤ ー が 「 マ イケ ル は さま ざま な 面 で 最高 
の 仕事 を し た 。 彼 に も そう 伝え た 。 だ が 、 新 し い 


「 日 本 側 で ある 種 の 再考 が な され た 」 と マル コ 


ホン ダ が 2025 年 まで 
レッ ドブ ル に PU を 製造 
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Text : 11 


ッ ド ブル は 、F1 パワ ー ユ ニッ ト (PU) に 
関す る ホン ダ と の 関係 を 延長 する こと を 望 
ん で いる よう だ 。 モ ー タ ー ス ポー ツ コ ン サ ル タ ン 
ト を 務め る ヘル ムー ト ・ マ ルコ が 、2025 年 末 ま 
で レッ ドブ ル と 姉妹 チー ム の アル ファ タウ リ の た 
め に ホン ダ が PU を 製造 する と 話し た と 、 オ ー ス 
トリ アメ ディ ア が 伝え た 。 
ホン ダ は 21 年 限り で F1PU り サプライ ヤー と し 
て の 活動 を 終了 。 そ の 一 方 で 、 レ ッ ド ブル に 対し 
て 22 年 以降 も 同社 の PU に 関す る 知 的 財産 権 を 使 
用 する こと を 認め た 。25 年 まで は PU の 開発 が 凍 
結 さ れる た め 、 レ ッ ド ブル は ホン ダ PU を 引き 継 
ぐ こ と が 可 能 と な り 、PU 部 門 の 新 会 社 『 レ ッ ド 
ブル ・ パ ワー トレ ー ン ズ (RBPT)』」 を 設立 し た 。 
22 年 は ホン ダ ・ レ ー シ ン グ (HRC) が RBPT 
に 対し PU の 製造 や 組み 立て 支援 、 サ ー キ ッ ト お 
よび 日 本 に お いて レー ス 運 営 サ ポー ト を 行なう 。 
その 後 は 、RBPT が 自立 し て プロ ジェ クト を 率い 


レー ス デ ィ レ クタ ー が 登 
場 する 可能 性 も ある | と 
話し た と 報道 。 ま た 「BBC 
Sport] は 、 マ シ が 外さ 
れる 動き が 高まっ て き て 
いる と 報じ て いた 。 

この 状況 に FIA が 反応 。 1 月 13 日 に 発表 し た 調 
査 プ ロ セ ス に 変更 が な いこ と を 明らか に し た 。 
[F1 ア ブダ ビ GP で 起き た 出来 事 に つい て の 詳細 
な 分 析 が 現在 行なわ れ て お り 、 現 段階 では その 結 
果 に つい て 何 の 決 定 も 下さ れ て いな い 」 

[以前 発表 し た よう に 、 全 F1 ドラ イ バ ー と の 自 
由 な 議論 を し た あと に 、 こ の 詳細 な 分 析 の 結果 は 
2 月 14 日 に ロン ドン で 開催 され る F1 コミ ッ シ ョ 
ン 会 合 で 発表 され る 。 そ し て 最終 的 に 、FIA 会 長 
モハ メド ・ ビ ン ・ ス ライ エム の 権限 で 3 月 18 日 
に バー レー ン で 行なわ れる 世界 モー ター スポ ー ツ 
評議 会 会 合 に お いて 承認 され る 必要 が ある 」] 


が か が ? 


今後 、 レ ッ ド ブル と アル ファ タ 
ウリ が 使用 する PU を HRC が 引 
き 続 き 製造 する こと に な れ ば 、 
レッ ドブ ル 側 は 微 調整 や キャ リ 
ブレ ーション を 行なう だ け で 済 
む 見 通し で ある よう だ 。 
て いく も の と 考え られ て いた が 、 マ ルコ は オー ス 
トリ ア の Autorevue」 誌 に 対し て 、 こ の 方 針 が 
変更 され る 可能 性 を 示唆 し た 。 
| 当初 想定 し て いた も の と は まっ た く 異 な る ソリ 
ュー ンション ジン を 見 い だ し た 。 25 年 まで エン シン は 
日 本 で 製造 され る 。 我 々 は いっ さい タッ チ し な い 。 
つま り 、 権 利 や その 他 の あら ゆる も の が 日 本 側 に 
残る と いう こと だ 。 そ れ は 26 年 に 向け て 重要 な 
こと だ 。 我々 は ニュ ー カ マー に な る わけ だ か ら 」 
マル コ が ほのめかし た の は 、RBPT が 26 年 の 
F1 に 新規 参 和 する" と いう か た ち を 採る こと 
が で きれ ば 、 有 利 な 待遇 を 得 ら れる と いう こと だ 。 
次 世代 PU の 登場 と と も に フォ ルク スワ ー ゲ ン ・ 


マン は 2019 年 3 月 、 同年 の オー スト ラリ ア GP の 直前 に 急逝 し た チ 
ャ ー リ ー・ ホ ワイ ティ ング の 後任 と し て F1 の レー ス デ ィ レ クタ ー に 
就任 。 昨 李 の アブ ダビ GP で ハミ ルト ン と フェ ルス タッ ペン の 争い に 
水 を 差す か た ち に な っ た こと で 批判 され 、 解 任 も 嘱 か れる 事態 と な 
っ て いる が 、 マ ン シ の 後任 に つい て 具体 的 な 名 前 は 聞こ えて こない 。 


\ 
還 アー 


PETROhN。 


リー ニン 


グル ー プ の 参戦 も 期待 され て いる が 、FIA は こう 
いっ た 新 マ ニュ ファ クチ ャ ラー に 対し 予算 上 限 額 
を 引き 上 げ る こと を 検討 し て いる 。 

マル コ は 昨季 マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン が タ 
イト ル を 獲得 し た こと に より 、 ホ ンダ と の 提携 条 
件 が 変更 され る 可能 性 が 出 て きた と 主張 する 。 
[より 大 き な 成 功 を 収め て いく な か で 、 日 本 側 で 
ある 種 の 再考 が な され た 。 さ ら に 、 彼 ら は 電動 化 
の 動き に お いて 、 バ ッ テ リ ー の 知識 を 役立て る こ 
と が で きる 」] 

な お 、 今 回 マル コ が 語っ た レッ ドブ ル と ホン ダ 
の 提携 計画 変更 に つい て 、 本 稿 校 了 時 点 で は 両社 
か ら の 正式 な 発表 は な く 、 公 式 声明 も 出 て いな い 。 
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2021/22 年 シー ズン が サウ ジア ラビ ア で 開幕 


開幕 戦 を 昨季 王者 デ ・ フ リー ス が 制す 


PLLLLLLTPTTDTLUULUTPUTELULITELLLPLIEPLLLLIELLULLMMTLLLLETLLULPUUITULLULITUUITLLULULLLUIELLLMIILLLLULMILLLUITELLULL 


Text : auto sport / autosDort web 
Photo : LAT Formula E ノ NISSAN 


フ ー ミ ュ ラ E 世 界 選 手 権 の 2021/22 年 シ 
ー ズ ン が 1 月 28 日 、 サ ウジ アラ ビア の デ 
ィ ル イー ヤ で 開幕 。 同 日 に 開幕 戦 、 翌 29 日 に 第 
2 戦 が 行なわ れ た 。 

28 日 の 開幕 戦 で ポー ルポ ジン ショ ン を 獲得 し た 
の は メル セ デ ス の スト フェ ル ・ バ ンド ー ン 。 今季 
か ら フ ォ ー マ ッ ト が 変わ り 、 対 戦 形式 を 含む 予選 
を 制 し 、 幸 先 よ く 3 ポ イント を ゲッ ト し た 。 2 番 
手 に は アン ドレ ッ テ ィ の ジェ イク ・ デ ニス が 続き 、 
3 番手 に は バン ドー ン の チー ム メ イト で 昨季 王者 
の ニッ ク ・ デ ・ フ リー ス が つけ た 。 

決勝 の フォ ー マ ッ ト は 昨季 と 同様 45 分 +1 周 。 
スタ ー ト で は バン ドー ン が ホー ル シ ョ ッ ト を 奪っ 
た 一 方 、 そ の 後ろ で は デ ・ フ リー ス が デニ ス を パ 
ス し 、 メ ル セ デ ス が ワン ・ ツ ソー 態勢 を 築く 。 デ ・ 
フリ ー ス は レー ス 開 始 か ら 10 分 ほど が 経過 し た 
6 周 目 に は 、 デ ニス と ポル シェ の アン ドレ ・ ロ ッ 
テラ ー か ら ア タッ クモ ー ド を 使用 し な が ら の 追撃 
を 受け る も 順位 を キー プ 。 翌 周 に マヒ ンド ラ の オ 
リ パ ー・ ロ ー ラ ンド が クラ ッシュ し 、 セ ー フ ティ 
カー (SC) が 導入 され る が 、 こ の SC は 12 周 目 
に 解除 され る と 、 デ ・ フ リー ス は 14 周 目 に バン 
ドー ン を パス し て トッ プ に 浮上 。 メ ル セ デ ス の 2 
台 は この オー ダー を 維持 し た まま チェ ッ カ ー を 受 
け 、 開 幕 戦 を ワン ・ ツ ー・ フ ィ ニ ッシュ で 制 し た 。 
3 位 に は デニ ス が 入っ て いる 。 

29 日 に は 第 2 戦 が 開催 。 こ の レー ス の ポー ル 
シッ ター と な っ た の は 、 前 日 の ウイ ナー で ある デ 
・ フ リー ス 。 予選 2 番手 は ベン チュ リ の エド アル 
ド ・ モ ル タ ラ 、3 番 手 は エン ビジ ョ ン の ロビ ン ・ 
フラ イン ス と いう 結果 と な っ た 。 

決勝 の スタ ー ト で は マヒ ンド ラ の アレ クサ ンダ 
ー・ シ ムズ が 大 きく コー ス を 飛び 出し て ポジ ショ 
ン を 落と す 以 外 は 全車 クリ ー ン な 出だし を 見 せ 、 
首位 デ ・ フ リー ス に モル タラ 、 フ ライ ンス が 続い 
た 。 上 位 勢 の レー ス は 10 周 ほど は 静か な 展開 と 
な っ た が 、 2 度目 の アタ ッ ク モ ー ド を 使用 する ド 
ライ バー が 出 始め る と 、 ア クティ ベー ト ゾ ー ン 通 
過 に よる 順位 変動 で 2 番手 に 浮上 し て いた エン ビ 
ジョ ン の ルー カス ・ デ ィ ・ グ ラッ シ が 1 コー ナー 
で 接触 し な が がら も デ ・ フ リー ス を パス し て トッ プ 
に 浮上 。16 周 目 に は モル タラ も デ ・ フ リー ス を 
攻略 し 2 番手 に 浮上 し た 。 モ ル タ ラ は 勢い その ま 
ま に デ ィ ・ グ ラッ ン の 背後 に 迫り 、17 周 目 の 1 
コー ナー で イン を 差し 、 首 位 に 立っ た 。 その後 モ 
ル タ ラ は ペー ス が 上 が ら ず ライ バル に 人 迫 ら れる が 、 
ポジ ショ ン を キー プ 。 す る と 、 残 り 10 分 を 切っ 
た ころ に シム ズ ぞ の マシ ン が スト ッ プ し た こと で 
SC が 出動 。 結 局 、SC 先 導 の まま チェ ッ カ ー が 
振ら れ 、 モ ル タ ラ が 優勝 を 飾っ た 。 2 位 に フラ イ 
ンス 、3 位 に ディ ・ グ ラッ シ が 入っ た 。 


PTTTTTHTPUTTPUITUUUTEUULLLUIKLULLLILLLLPLIELULELLUULLUUITULPUITULLULILLUUIELLUULLUUILMILLLLUIELLLUIELUTLUTUELUILLLLULLLLLMLMLLLLLMIELUUUULLLLLLUILLULLEELLLLLLULLLLLILLLLLELUITULLLELLLMILLLLLILLLLLELULLELLTLLULILLLLLLTTL 
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廿 世界 選手 権化 され て か ら 初め て の シー ズン 
と な っ た 昨季 に タイ トル を 獲得 し た デ ・ フ リ 
ー ス が 開幕 戦 の ウイ ナー と な っ た 。 了 右 開 幕 戦 
で 6 位 入 賞 を 果たし て いた モル タラ は 第 2 戦 
で トッ プチ ェ ッ カー を 受け た 。 ド ライ バー ズ 
ラン キン グ で は デ ・ フ リー ス を 抑え て トッ プ 
に 立っ て いる 。 ま た 、 ベ ンチ ュ リ も 昨季 王者 
メル セ デ ス を 1 ポイ ント 上 回 り 、 チ ー ム ラン 
キン グ を リー ド し て いる 。 研 ニッ サン e.dams 
は 今季 も 23 号 車 を 引き 続き セバス チャ ン ・ ブ 
エミ に 託す 一 方 、22 号 車 の ドラ イ バ ー を マキ 
シミ リア ン ・ グ ンタ ー に スイ ッ チ 。 デ ィ ル イ 
ー ヤ で の 開幕 2 連戦 で は 両 ド ライ バー と も に 
ノー ポイ ント に 。 チ ー ム 監督 を 務め る グレ ゴ 
リー・ ド リオ は レー ス 後 「 と くに 初戦 は グリ 
ッ プ レベ ル を 把握 する の に 予想 以上 に 時 間 が 
か か り 、 パ フォ ー マ ン ス に 影響 が 出 て し まっ 
た 。 し か し 、 第 2 戦 で は ペー ス が 上 が っ た よ 
うに 、 マ シン の セッ ト ア ッ プ の 方 向 性 は 正 し 
か っ た と 感じ て いる 」 と コメ ント し た 。 
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長く 旧型 BRZ で スー パーGT GT300 クラ ス へ の 参戦 を 続け て きた 
R&D SPORT は 昨年 、 車 両 を 新型 BRZ に スイ ッ チ 。 昨季 の BRZ 
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Nationalify : Finland 


名 トレ ー ナ ー、 


友情 は 引退 し て も 変わ る こと は な い 


名 ドラ イ バ ー を 語 


Translation : 五十嵐 淳 (Jun lgarashi) 
Photo : Alfa Romeo Racing 


惜しま れ な が ら も 2021 年 限り で F1 か ら 引 退 し た キミ ・ ラ イコ ネン 
あま り 感 情 を 表 に 出さ な い 元 王者 に 代わ っ て 、 彼 を 支え た トレ ー ナ ー に 


マー ー ク ・ ア ー ナ ル は 20 年 も の 長き に わた 
り キ ミ ・ ・ ラ イコ ネン と 選 界 中 に 誠 0 

けた 。 彼 は 2002 年 の オー スト ラリ ア GP か ら 

ライ コネ ン の トレ ー ナ ー に 就き 、21 年 の アブ 


ダビ GP で ライ コネ ン が ヘル メッ ト を 脱ぐ まで 、 


フィ ン ラ ンド 人 スタ ー の 相棒 を 勤め 上 げた 。 


グラ ンプ リウ イー クエ ンド は 4 日 間 か ら な る 。 


グラ ンプ リ が 開催 され る 日 数 だ け で も アー ナル 
と ライ コネ ン は 、 記 録 的 な 時 間 を と も に 過ごし 
て きた 。 彼ら は どの よう な 心境 で 最後 の レー ス 
に 臨ん だ の だ ろう 。 ラ イコ ネン は 感情 を 表 に 出 
すこ と を 嫌う が 、 彼 が も っ と も 信頼 を 置く アー 
ナル が その 週末 に つい て 口 を 開い た 。 

[サー キッ ト に いる と 、 レ ー ス 以外 の こと は す 
で この 2 人 に な る 。 走る こと だ け に 集中 する 。 
正確 に いえ ば 、 ホ テル か ら サ ー キ ッ ト へ 向かう 
導 中 の 車内 で 頭 の スイ ッ チ が 切り 替わる ん だ 。 
アブ ダビ で は こう だ っ た 。 金曜 日 に コー ス 付 近 
に 来 た と き 、 練 習 走行 に 一 緒 に 行く の も これ が 
最後 だ と 私 は 考え た 。 土曜 日 も 同じ よう に 、 予 
選 に 一 緒 に 行く の も これ が 最後 だ と 思っ た よ 。 
そし て 日 曜日 に は 、 つ い に こ れ が 私 た ちの 最後 
の レー ス な ん だ と いう こと が 頭 を よぎっ た ]」 
[キミ だ っ て いつ も の よう に 宮 黙 で は いら れ な 
か っ た 。 サ ー キ ッ ト へ 向かう 道中 で 彼 は 「 ね ぇ 

ー ナ ル 、 こ れ が サー キッ ト で 一 緒 に 歩く 最後 
の レー ス だ っ て 信じ る こと が で きる か い 」 と 話 
し か け て きた 。 私 た ち は こ れ ま で 20 年 間 に あ 
っ た いろ ん な こと を 話し た 。 所 属し た チー ム の 
こと 、 一 緒 に 経験 し た 数 々 の こと 、 そ し て これ 
まで 仕事 に 関わ っ た 多く の 関係 者 の こと を 思い 
返し た 。 歩き な が らい ろ ん な こと を 話し た よ 。 
それ は 共通 の 思い 出 が ここ で 終わ る こと を 、 私 
た ち 双 方 に 言い 聞か せる こと に な っ た ] 

し か し 、 少 な く と も F1 を 通じ て 育ま れ た ふ 
た り の 友情 が 「『 千 夜 一 夜 物語 | の よう に アブ ダ 
ビ の 夜 に 終わ る こと は な い 。 それは お 互い 分 か 
っ て いる し 、 今 後 彼ら が 活動 を と も に する の か 
否 か を ここ で 触れ る 必要 は な い だ ろ う 。 

英国 上 人 フィジカル トレ ー ナ ー は 、 ラ イコ ネン 
と コン ビ を 組む 前 に 5 年 間 、 ミ カ ・ ハ ッ キ ネン 


最終 戦 で の 様子 や 今後 に つい て 聞い た 


の トレ ー ナ ー を 務め て いた 。 ア ー ナ ル は 21 年 
シー ズン 終了 時 点 で フィ ジ カ ル ト レー ナー と し 
て 通算 418 戦 も の グラ ンプ リ に 普 同 し た こと に 
な る 。 ふ た り の 世界 王者 は 彼 に 全幅 の 信頼 を 寄 
せる いる 。 そ れ ゆ え 、 ア ー ナ ル と 言え ば フィ ン 
ラン ド の スタ ー た ちと の 仕事 の 面 で 取り 上 げ ら 
れる こと が 多い が 、 彼 と ライ コネ ン と の 友情 関 
係 に つい て も 話題 に の ぼる 。 

[も し 、 キ ミ と 過ごし た 日 々 を 楽し め な か っ た 
な ら 、 こ ん な に 長く 彼 と は 仕事 を し て いな か っ 
た よ 。 私 た ち は 互 い に 励 まし 合え る 健全 な 関係 
を 築く こと が で きた 。 そ ん な 関係 に な れ な いと 
知っ て いた ら 、 こ ん な に 長い あい だ 関係 を 維持 
する と ば で きだ が の っ た よ | 

[キミ は 02 年 に コン ビ を 組ん だ と きか ら ま っ 
た く 変 わっ て いな い 。 い つも あり の まま の キミ 
だ 。 見 た まま の 奴 さ 。 勝 っ て も 負け て も 変わ る 
こと な く タ フ で 、 常 に ベス ト を 尽く す 。 そ れ が 
彼 の 最大 の 強み だ ]」 


引退 し て か ら も ライ コネ ン は 、 ア ー ナ ル が 新 


た に 組ん だ トレ ー ニ ング プ 25 日 常 的 に 
ご し で いる 。 
[トレ ー ニ ング は 、 キ ミ の 日 常 の 一 部 に な っ て 


いる 。 それ な し で は いら れ な いよ うに 根づい て 
し まっ た | と 、 ト レー ナー の 視点 で アー ナル は 
説明 する 。 
| キミ の た め に 新た に 組ん だ メニ ュー は 以前 と 
比べ れ ば 大 分 違う も の に な っ て いる 。 そ れ で も 
良い コン ディ ショ ン を 維持 し て いる し 、 い ろ ん 
な スポ ー ツ を し て いる 。NASCAR や ル ・ マ ン 
24 時 間 に 参戦 する の で あれ ば それ も 可能 だ と 
思う 。 だ か ら 今後 また キミ と 一 緒 に 仕事 を する 
こと に な っ て も 不思議 じゃ な いと 思っ て いる よ 」 
トッ プア スリ ー ト と 培っ た 確固 た る 経験 と 知 
識 を 携え て 、 ア ー ナ ル は まっ た く 新 た な チャ レ 
ンジ を 視野 に 入れ て いる 。 ホ テル 業界 だ 。 と い 
う の も 、 彼 の パー トナ ー で あり 、 幅 広く 高い 評 
価 を 受け て いる ヨー ロッ パ を 代表 する ホテ ルコ 
ン サ ル タ ン ト の ティ ー・ ロ ス と と も に 、 ホ テル 
の 宿泊 者 に 対し て 食事 療法 を 含め た 特別 な フィ 
ジ カ ル ト レー ニン グ を 行なう の だ 。 将来 的 に ア 
ー ナ ル は ホテ ル の 顧客 の 適性 に 合わ せ た 理 学 療 
法 、 長 距離 フラ イト で 疲労 し た 肉体 を 回 復 する 
た め の プ ログ ラム も 開発 する 予定 だ と いう 。 し 
か し 、 も ちろ ん 慣れ 親しん だ F1 の 世界 か ら 完 
全 に 頒 絹 | く こ と は な いよ うだ 。 
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" 吾 格 通知 を 出せ な い F1 は 信用 を 失い か ね な い 


F1 の 2022 年 シー プン エン トリ ー リ スト の な か に 、 21 年 の F2 王 者 オス カー 


・ ピ アス トリ の 名 前 は な い 


ロベルト ・ キ ン ケ ロ 


Roberto Chinchero 
FIA F2 や FIA F3 な ど 、 欧 州 の ミ ドル フォ ー ミ ュ ラ 
を メイ ン フ ィ ー ル ド と する イタ リア ン 。F1 も 取材 し 、 
R. ク ビ カ と の 親交 も 深い 。 


F2 と F3 を 1 年 で 卒業 し て きた 彼 が 浪人 状態 に な っ た こと は 、 ジュ ニア フォ ー ミ ュ ラ 関係 者 に 衝撃 を 与え て いる 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : XPB 


いわ ゆる “ジュ ニア フォ ー ミ ュ ラ ” の パ ド ッ 
ク 内 で 、 チ ー ム と ドラ イ バ ー が 密 に コミ ュ ニ ケ 
ーション を 取っ て いる と は 限ら な い 。 そ れ ぞ れ 
が 自分 の 仕事 に 勤しん で いる の だ 。 や る べき こ 
と は た くさ ん あっ て 、 ド ライ バー た ち に 自由 時 
間 は ほとん ど な い 。 そ の な か で 、 若 手 が 積極 的 
に や る こと が ある と し た ら 、 参 戦中 、 あ る い は 
今後 目指 す カ テ ゴ リ ー に 関連 し た 情報 を 集め る 
こと だ 。 ド ライ バー た ち に は 一 種 の 吊 覚 が 備 わ 
っ て いて 、 彼 ら は 誰が も っ と も 優れ た 才能 を 持 
っ て いる の か が 分 か る 。 そ し て 、 210068 
か ら 一 目 置か れ て いる の が 、 オ スカ ー・ ピ アス 
トリ だ 。 メル ボル ン 出 身 の 20 歳 に 対す る 評価 は 
年 を 追う ご と に 上 昇 し て いる 。 

若手 に ライ バル に 対す る 評価 を 尋ね る の は 賢 
明 な こと で は な い 。 ラ イ バ ル に つい て 、 好 意 的 
な コメ ント を 引き 出す の は か な り 難 し い 。 得 て 
し て ドラ イ バ ー と いう 人 種 は 、 自 分 と 同等 以上 
の 実力 を 持っ た 存在 が いる と いう こと を 認め た 
が ら な いた め 、| 自 分 より も 優れ た ヤツ が いる 」] 
と 言わ せる の は ほぼ ば 不可 能 だ 。 

こう し た 背景 を 考え る と 、 ピ アス トリ は まさ 
に 例外 だ 。 ラ イ バ ル た ちの 「 彼 ほど いま F1 に 
ぶ ふさわしい ドラ イ バ ー は ほか に いな い 」| と いう 
コメ ント を 聞い て 、 少 な か ら ず 驚い た 。2021 
年 シー ズン 中 に 、 こ うし た 発言 を 何 度 も 耳 に し 
た 。 ピ アス トリ は F1 デビ ュー を 果たす た め に 
すべ きこ と を 、 昨 年 まで に すべ て 成し遂げ た 。 
それ な の に 、 チ ャ ンス は 訪れ な か っ た 。 彼 は ア 
ルピー ヌ の 育成 ドラ イ バ ー だ が 、 チ ー ム は 彼 と 
レギ ュ ラ ー ド ライ バー 契約 を 結ば な か っ た 。 

ピア スト リ が F1 に ステ ッ プ アッ プ で き な か 
っ た こと で 、 ジ ュ ニ アフ ォ ー ミ ュ ラ 界 に 激震 が 
走っ た 。19 年 に フォ オー ミ ュ ラ ・ ル ノー・ ユ ー 
ロカ ッ プ 、20 年 に FIA F3 選 手 権 、21 年 に FIA 

F2 選 手 権 を 制す る ほど の 実力 の 持ち 主 な ら 、 
昌 章 い な く F1 に ステ ッ プ アッ プ す る と 思わ れ 
て いた か ら だ 。 


ピア スト リ の 身 に 起き た こと は 、 ジ ュ ニ アカ 
テ ゴ リ ー に 参加 する 誰 も が 持っ て いる ひと つの 
信念 を 揺るが し た 。 “前 に 進む た め に は 、 と に 
か く タ イト ル 獲 得 が 最 優先 と いう も の だ 。 だ 
が 、 ピ アス トリ の 境遇 を 受け て 、 多 く の ラ イ バ 
ル た ち も 疑 問 を 抱 ぐ よう に な っ た 。 

この よう な 展開 は 、 誰 の 励み に も な ら な い 。“ ジ 
ュ ニ アカ テ ゴ リ ー" に 参戦 する すべ て の 若手 に 
大 き な 衝 撃 を 与え 、 も は や F1 は 理解 の 範 を 
超え た 存在 に な っ て し まっ た か の よう だ 。 特定 

の 誰か の せい で 、 ア ルピー ヌ の リザ ー ブ ド ライ 
バー と いう 役割 に ビ ピア スト リ は 満足 せ ざ る を 得 
な く な っ た わけ で は な い の だ が 、 考 えさ せら れ 
る 状況 に ある こと に 変わ り は な い 。 

ひと つ 間 題 と し て 挙げ られ る の は 、 た っ た 
20 台 と 、F1 の シー ト が 圧倒 的 に 少な いこ と だ 。 
これ で は 歴代 王者 や いわ ゆる ペイ ドラ イ バ ー、 
そし て ピア スト リ の よう に ステ ッ プ アッ プ し て 
くる 若手 を 受け 入れ る こと は 難し い 。 ま た 、 四 
輸 デ ビュ ー を 果たす 年 齢 が 下がっ て いる 一 方 で 、 


E 


F1 界 で は これ まで 以上 に 長く キャ リア を 積み 
重ね られ る よう に な っ て いる 。 こ れ は 近年 発達 
し た フィ ジ カ ル ト レー ニン グ の お か げ だ ろう 。 
その 結果 、 な か な か 世代 交代 が 進ま ず 、 シ ステ 
ム が オー バー フロ ー 気 味 に な っ て いる の だ 。 
最大 の リス ク は 、 こ の まま で は 若者 た ちの 信 
頼 を 失い か ね な い 、 と いう こと だ 。 モ ー タ ー ス 
ポー ツ 界 に と っ て 、 こ れ は 決し て 許さ れ な いこ 
と で 、 そ の 責任 は 大 きい 。 い ま も 昔 も 変わ ら な 
いこ と だ が 、 誰 も が 確実 に F に 1 まで た どり つけ 
る わけ で は な い 。 そ れ で も 、 最 近 で は シャ ルル 
・ ル クレ ー ル や ジョ ー ジ ・ ラ ッ セ ル の よう に 、 
下位 カテ ゴリ ー で 優れ た 力 を 発揮 し た 者 は 
に ステ ッ プ アッ プ を 果たし て きた 。 ピ アス 間 
は 彼ら より 劣っ て いる わけ で は な い の に 、 今 年 
は 傍観 者 と し て F1 に 帯同 する こと に な る 。F1 
界 は 何ら か の 対策 を と り 、 ピ アス トリ に 23 年 
の シー ト を 保証 すべ きだ 。 さ も な けれ ば 、 若 手 
ドラ イ バ ー の 育成 シス テム その も の が まっ た く 
意味 の な いも の に な っ て し まい か ね な い 。 


2021 年 の F2 最 終戦 アブ ダビ で 、 ル ー キ ー な が ら タ イト ル を 獲得 し た ピア スト リ 。 レ ー ス 後 も 現場 に 茎 り 、F1 の オフ シー ズン テス ト に 
アル ピー ヌ か ら 参 加 し た 。 今年 は 同 チ ー ム に リザ ー ブ ド ライ バー と し て 帯同 する こと が 決定 し て いる 。 
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大 串 信 


Makoto Ogushi 


みん な で 考え る 明日 の モー ロー スポ ボー ツウ 


SF か ら 単 命 を ! 


1 月 31 日 に 日 本 レー スプ ロモ ー シ ョ 
ン (JRP) が 開い た 記者 発表 会 は 、 

これ まで 参加 し て きた さま ざま な 記者 発表 
会 の な か で も 、 記 憶 に ある 限り いろ いろ な 
意味 で も っ と も 楽し か っ た 。 

この 記者 発表 会 は 昨年 10 月 に 行なわ れ 
た 記者 発表 会 を 受け た “第 2 弾 ” と 位置 づ 
80 今 李 の スー パ 族 ウ 
ラ 開催 概要 お よび 今後 50 年 間 に わ た る 運 
営 計画 いわ ゆる NEXT50 に つい て 詳細 説 
明 が 行なわ れ た 。 具体 的 な 内 容 に つい て は 
みな が Sb ウェ アグ な で 目 作 く いる こと 
だ ろう 。 僕 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の オミ 
クロ ン 株 が まん 延 し て いる 状況 で も ある し 、 
神奈 川 の 田 樹 町 か ら 東 京 へ 足 を 運ぶ の を 遠 
慮 し て リモ ー ト 参加 し た 。 お そら く 同 じ 映 
像 を リア ル タ イ ム で 眺め て いた ファ ン の 皆 
さん も 少な か ら ず いら っ し ゃ っ た だ ろう 。 

まず 感じ た の は 、JRP の 新 社長 、 上 野 禄 
久 氏 の 歯切れ の 良い 語り 口 だ っ た 。 き ちん 
と 周囲 に 視線 を 配り な が ら 確 信 を 感じ させ 
る 表情 で 説明 を 進め る 上 野 氏 の 言葉 に は 非 
常に 説得 カ が あっ て 引き 込ま れ た 。 サ ー キ 
ッ ト イ ベン ト 運 営 の 現場 生え 抜き の 上 野 氏 
に 対し て は 、 海 干 山 キキ の ベテラン レー ス 関 
係 者 も 大 き な 期 待 を 抱い て いる こと は 、 こ 
れ ま で 取材 先 各所 で 感じ られ た 。 商売 柄 、 
基本 的 に 物事 を 斜め か ら 眺 め て あれ これ 余 
計 な 口 を 出し が ちな この 僕 も 、 上 野 社長 の 
手腕 に は 素直 に 期待 し て いる 。 

NEXT50 プロ ジェ クト の な か で 僕 が も 
っ と も 注目 し て いる の が 、 新 た に 構築 され 
る デジ タル プラ ッ ト フ ォ ー ム で ある 。 基本 
的 に は ファ ン の 手元 に ある スマ ー ト フォ ン 
に 、 競 技 車 両 ご と の オン ボー ド 映 像 や 各種 
デー タ を 配信 する と いう も の で 、 現 時 点 で 
は 話 必 用 ラ ンプ リ で すら 実用 化 さ れ て いな 
い サ ービス と な る 。 

今回 発表 され た 開発 の 進捗 状況 に よれ ば 、 
本 格 的 運用 は 23 年 度 か ら に な る よう だ が 、 
これ が 実用 化 さ れ た ら ス ー パ ー フ 
ラ の 観戦 環境 は 劇 的 に 変化 する だ ろう 。 い 


ミ 
さら 


ミ 
ーー で まだ 


や 、 観 戦 環境 だ け で は な い 。 我々 の よう な 
取材 者 も 仕事 の 進め 方 を 根本 的 に 変え る 必 
要 に 人 迫 ら れる だ ろう し 、 何 より ドラ イ バ ー 
や チー ム も 従来 て は まっ た く 異 な る 戦い 方 
を PU ば なら な が なく が る だ ろう 。 な し 
ろ ラ イ バ ル の 車速 や エン ジン 回 転 数 、 能 角 
な どの ほか 、 燃 料 残 量 、4 輸 それ ぞ れ の タ 
イヤ 温度 な どの デー タ を リア ル タ イ ム で の 
ぞ き 見 る こと が で きる の だ 。 サ ー キ ッ ト の 
上 に 歴史 的 な 革命 が 起き る と 言っ て も 過言 
で ぐ は め 9 ま V8 

今回 、 昨 年 10 月 に 初め て 発表 され た と 
きよ り も 具体 的 な イメ ー ジ が 明らか に な っ 


て 、 期 待 は さら に 膨らん だ 。 し か し 一 方 で 、 


果たし て 僕 は “新しい 時 代 の モー ター スポ 
人 UXGA5S0 の の クウ が SN て に 
仕事 を 為す た め に は 何 を し な けれ ば いけ な 


Oza2oi の 5 の 00 も 生じ た 放さ きれ ほ の 、 


0 の 2 ら 直 きる こと | に ウ ウ の ウ ク ト ドキ ド 
Pa クル: 

で も それ だ け な ら 今回 の 記者 発表 会 に つ 
いて 、 こ こ で わざ わき さ 話 題 に する ほど 楽 
障 の 95 電 還 は 言 d26872 つ っ たま じつは きき 僕 
に と っ て 楽し か っ た の は 記者 発表 会 の 第 2 
部 と し て 行なわ れ た トー クセ ッ シ ョ ン だ っ 
e0 の 0 28 ス ド と し Ga レデ ンー イク トウ コ 
バー の 野尻 智紀 選手 、 関 口 雄飛 選手 、 平 川 


亮 選手 に 加え 、 シ リー ズ パ ー ト ナー と し て 
コン サル タン ト の 三木 要 氏 、 大 学 特 任 准 教 
授 の 光吉 俊二 氏 が 登壇 し た の だ が 、 こ の 人 
選 を し た JRP の 担当 者 は タダ 者 で は な い 。 

三木 氏 は コン サル タン ト の 立場 か ら 
NEXT50 プロ ジェ クト に つい て 語り 、 あ 
ら た め て NEXT50 プロ ジェ クト を 見 つめ 
直す た め の い くつ か の 視点 を 提供 し て くれ 
た 。 興味 深かっ た の は タン クト ッ プ 姿 で 現 
れ た 光吉 氏 の 話 で 、 好 奇 心 を 久 し ぶ 全 に か 
き 立 て られ た 。 な に し ろ | 乗り 物 の "気持 
ち ” を 数 値 化 し て 見 せる | と 語り 出し た め 
だ 。 そ の 後続 いた 詳細 説明 は 、 い か に も 研 
究 者 らし い の め り 込 み 方 、 ぶ っ と び 方 で 、 
僕 に は 理解 で きず 若干 困惑 は し た の だ が 、 
それ を 聞い て いた 平川 選手 が 正直 に 「 ち ょ 
っ と 何 言っ て る か 分 か ん な い | と 、( ま 笑 
コシ ン ピ の ) サン ド 中 呈 謗 本 マ ン の よう な 
決め ゼリフ を 繰り 出 還 オチ が つい た 。 

ご の トー クセ ッ シ ョ ン の 様子 は 、 た ぶん 
収録 映像 が アー カイ ブ さ れ て いる の で 、 リ 
アル タイ ム で 視聴 し て いな か っ た ファ ン に 
は 放 5 の 6 スス メ し て お く 。 な か 
な か 、 オ チ が つく 記者 発表 会 な ど あ る も の 
で は な い が 、 開 会 か ら 閉 会 まで 飽き ず に 意 
識 を 集中 で きる 記者 発表 会 も 珍し い 。 見 ご 
と な 構成 だ と 思っ た 。 
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F1 速 報 オ リ ジ ナ ル 「 ほ ぼぼ 日 手帳 ] weeks 

が 今年 も 登場 ! 表紙 は カラ フル な マシ ン 
で 彩 ら れ 光 沢 感 の ある 素材 が イラ スト を 
引き 立た せ て いま す 。 も ちろ ん お まけ ペ 
ー ジ に は F1 情報 が も り だ くさ ん 。 赤旗 、 
黄 旗 を 思わ せる 2 色 の 葉 も ポイ ント で す 。 


大 きめ の A2 変 形 サ イズ の カレ ンダ ー。 ポ スタ ー 感 覚 で マシ ン の 迫力 を いっ ぱい に 体感 で きま す 。 
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F1 全盛期 の 1992 年 を フィ ー チ ャ ー し た アー カイ ブ カ レ ン ダー 
ュ に 3 さ ニー KN い 8 
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@2017 年 、 英 国 シ ル バ ー ス トン へ 82 ペー ジ に お 礼 と ご 挨拶 を 書か せ て 
取材 に 行っ た と きのこ と 。 そ の 週末 いた だ きま し た 。「 月 刊 オ ー ト スポ ー 
の メイ ン レ ー ス は WEC 開 幕 戦 だ っ ツ ] の 特集 予定 (3 ペー ジ ) が どれ 
た 。 前 年 限り で アウ ディ が 撤退 し て も 魅力 的 で 、 い ま か ら 楽し み で 仕方 
いた た めか 、 集 客 は いま ひと つ で は あり ませ ん 。 (田中 ) 
あっ た けれ ど 、 そ れ で も トヨ タ と ポ 

ル シ ェ の 戦い を 見 よう と 熱心 な ファ 欠 僕 が 雑誌 を 読み 始め ころ に よく 読 
ン が 詰め か け て いた 。 い まだ 鮮 明 に 。 ん で いた も の の ひと つ に F1 速 報 が あ 
記憶 に 残っ て いる の は 、 そ の サポ ー っ た の で す が 、 当 時 の 編集 長 が 田中 
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Interview 山本 黄 史 PROMISF MAIN 


有 言 実行 オト コ の 次 な る 野望 

[ 永久 保存 版 ] 2 あ 
マニ アッ ク ・ サ ー キ ッ ト ガ イド 
国内 主要 サー キッ ト の 特性 を 

スー パーGT の デー タ を も と に あら ゆる 角度 か ら 分 析 


Dakar Rally 2022 lechlcal Highllghi T 
AUDI RS 0 e-tron “究極 の 昌 


WRC 2022 Rally1 Car lechmlcal Checl 


iR Yaris RallV1l 
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トレ ー ス で ある 欧州 F3 が 行なわ れ て 
いた と きのこ と 。 ス タン ド や コー ス 
サイ ド に お も むく と 、 悔 し いけ れ ど 
国内 の それ と は 比べ も の に な ら な い 
くら い 多 く の 観 客 の 姿 が あっ た 。 し 
か も 、 若 者 か ら 家 族 連 れ 、 そ し て 老 
夫婦 まで 腰 を 抜か す ほ ど 多 様 性 に 富 
ん で いた 。 そ ん な 彼ら の 視線 の 先 に 
あっ た の は 、 お そら く ド ライ バー そ 
の も の だ っ た と 思う 。 恥ず か し な が 
ら 、 ご の スポ ー ツ の 魅力 で あり 特徴 
が 「 ク ル マ と ヒト | の 両輪 で ある こ 
と を 、 そ の と き あ ら た め て 教え られ 
た 。 歴史 の 長 さ や 文化 の 違い と 言っ 
て し まえ ば それ まで だ が 、 日 本 で も 
いま より も っ と 老若 男女 に 幅広 く 愛 
され る スポ ー ツ と な る 日 が や っ て く 

ラ ぢ 


を も っ て 私 は 本 誌 か ら 卒業 し ます 。 


さん で し た 。 田中 さん は 2010 年 代 
半ば に 編集 長 と し て as 本 誌 に 異動 に 
な っ て いる ん で す が 、 そ の タイ ミン 
グ で な ぜ か 僕 は F1 速 報 を 読ま な く な 
り (エフ ソ ク 編 集 部 の みな さん スミ 
マセ ン 汗 ) 、as 本 誌 を 読む よう に な 
り ま し た 。 当 時 は 奥付 に 目 は 通し て 
いな か っ た の で 、 こ れ に 気づい た の 
は この 編集 部 に 入っ て か ら で し た 。 
人 田中 さん の 作る コン テン ツ 

こ は 、 僕 を 基 き つけ る 何 か が ある ん 
う ね 。 田中 さん は 本 誌 を 離れ 
て も いろ ん な モノ を 作る よう で す 。 そ 
れ が 元 部 下 と し て で は な く 読 者 と し 
て いま か ら 非 常に 楽し み で す 。 み な 
さん も ぜひ ご 期待 くだ さい 。 田 中 さ 
ん 、 長 いあ い だ 、 あ り が と う ご ざ い 
まし た 。 今後 と も よろ し く お 願 いい 
だ も ます 。 (きゃ りー) 
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サー キッ ト の 特性 は 、 レー ス の リザ ルト を 左右 する 大 き な 要 素 の ひと つ 
ドラ イ バ ー や マン ン 、 タイ ヤ と の 相性 は 絶対 に 無視 で き な い 
そこ で 、 国 内 主要 6 コー ス の 特性 を さま ざま な 視点 か ら 分 析 し て みた 


Mg///// 


SPORTSLAND SUGO 


一 中 
EE 


TWIN RING AMOTEGI 


FUJI SPEEDWAY 


SUZUKA CIRCUIT 


ーー と を っ 
の ーー ニン ン 


ンタ シテ ー ン ン 


AUTOPOLIS 


Text : 角田 五 十 四 (Isoshi Sumida ノ 本 誌 ) : 
Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 吉見 幸夫 (Yukio Yoshimi) 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) 
草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 石原 康 (Yasushi Ishihara) 


吉田 成 信 (Shigenobu Yoshida) 北川 正明 (Masaaki Kitagawa) / 田 村 将 (Sho Tamura) * 


遠藤 樹 弥 (Tatsuya Endo) 小笠 原 貴 士 (Takashi Ogasawara) デ 
川 ustration : 倉持 正志 (Masashi Kuramochi プ METMANIA) 


5J 


4 人 W/2 に 7/2/| 


ドラ イ バ ー 目 線 で 効 / ンジ 


立川 舌 路 


NRN ライ バー は 、 サ ー キ ッ ト に よっ て 好き 嫌い も あれ ば 、 得 意 不 得意 も ある 。 
コー ナー の 形状 や 大 き さ 、 さ ら に は 凍 陸 Di の ら ら わな いで 
1000 分 の 1 秒 の 違い が 生ま れる の だ 。 得意 な つも り は な いけ れ ど 、 な ぜ か 
成績 が 良かっ た り も する 。 ス ー パ ー GT 開催 サー キッ ト す べ て (セパ ン 、 ブ 
リラ ム 含 む ) で PP を 獲得 し て いる の は 、 立 川 祐 路 た だ ひと り 。 全 コー ス 最 
速 の 立川 に 、 走 りな が ら 受 ける 各 コ ー ス の 印象 と 特性 を 聞い た 。 


共 易 度 が 高い 


| の -@- の :-②-@- ぐ る 


国内 外 の ドラ イ バ ー か ら 高 評価 を 得 て い と いう ギリ ギリ の コン トロ ー ル が 必要 。 

る 鈴鹿 が 、 一 番 難 し いわ け で は な い 点 が 難し さ の 質 が 違う 。 コ ー ナ ー が 連続 し て 
意外 。 | 鈴鹿 は 楽し いけ ど 、 ラ イン は 人 いる と か 、 旋 回 ブレ ー キ を 使う コー ス は 

に よっ て あま り 変 わら ず 1 本 で 、 ど こ な 基本 的 に 難し いと 言え ます ね 」。 

ん だ ろう と 探る こと が な い 。 で も オー ト 

ポリ ス (AP) は 違う し 、 バ パ バン ピー だ っ 

た り 緑 石 の 使い 方 も 難し い 。 富 士 は 、 ク ー ジ で 、 休 0 が な い 。 ま た 、 ひ と つ 購 れ た ら 炎 に 和 く 
と vspー タ ウン フォ ー ス Mc+ao Pe2022022 い PC 
で 、 動 き が シビ ア で 、 行 き 過 ぎ て は ダメ か つ 似 た よう な コー ナー が 多く 難易 度 は 低い 。 ご 


身体 へ の 負担 が 大 きい 


〇 の: の 〇 -@:@-@>: 


ー が 連続 し 、 し か も それ が 中 高速 ワー も 必要 に な る 。「 も て ぎ は 足 と 腰 が 
お と に か く 疲 れる 。 ブ レー キ が スチ ー ル の 
ず 、 首 を 中 心 に 肉体 へ の 負担 は 大 きく な 時代 は (現在 は 共通 部 品 の カー ボン 製 )、 
る 。 も て ぎの 場合 は ブレ ー キ ング 時 の 縦 レー ス 後 は 腰 が 動か な か っ た 。 あ と 、 も 
G が と くに きつ く 、 踏 力 を 発生 させ る パ て ぎ は な ぜ か 署 い ( 笑 )。 も て ぎ に 限 っ 

て 車内 の クー リン グ が うま くい か な い の 
2 NUM か て 0 人 28bRSDA 
う 上 聴か ある 。 そ うな れ ば b も 上がり が ち で 、 身 体温 よ り も 体感 度 は 高い 。 暑い し 、 嗜 ん 
だ け で な く メ ンタ ル 的 に も 負担 が 大 きい コー ス だ 。 張る し で … (苦笑 )」。 


S,/g7707g 


ンション が 上 が る 


*⑤: の -⑨-@-⑤ 


「 大 型 連休 の 時 期 に 開催 され る こと が ほ 
PGI GDI の る ルウ 8040 で 2 


っ ぱり お 客 さ ん の 声援 や 旗 振 り で す よ ね 。 


その 数 が 他 の サー キッ ト と は 違う 。 お 客 
さん の 姿 は 、 ス タン ド だ け で な く 、 コ ー 
ス サ イ ド 、 そ れ も 全 域 で 目 に 入る 。 あ れ 
SBK 

ド 語 当 人 還 生 20 720 2 カン うら 
ジー ピー 


の 姿 は 、 ド ライ バー の 同 争 本 能 を さら に 
後押し する の だ 。SUGO の よう に 観客 
の 姿 が 限定 的 だ っ た り 、 も て ぎの よう に 
距離 が 遠かっ つた りす る と 、 テ ンション は 
記 の 0U0SUNNIO/ 


富士 と 鈴鹿 は 、 多 いと き は 7 一 9 万 人 に お よぶ 観客 が 押 
し 寄せ る 。 こ の 2 コース は 格別 だ 。 動体 視力 が 優れ た ド 
4 人 が 語 /B2C レ ョ ンク 2 に Na 


ー ス サイ ド の 応援 は 常に 視野 で 捉え て いる 。 


54 


oO 


9 の 


292// 


岡山 の 
モス S 


立川 いわ く 、「 モ ス S は 全開 で 
行け ちゃ うけ ど 、 川 が で きる 
し 、 コ ー ス の 脇 が すぐ 壁 だ か 
5 還 2 語 220 シン 
ス な 個所 と し て モス S を 松 げ 
る 。 写真 は 、2019 年 開幕 戦 
で 起き た 多重 クラ ッシュ の 模 
様 。 計 4 台 が 絡む こと に 。 


| コー ス 別 に 言え ば 、 オ ー ト ポリ ス > 岡 山 > 鈴鹿 > SUGO> 富 士 
> も て ぎの 順 。 オ ー ト ポリ ス は スピ ー ド が 乗っ た まま ずっ と コー ナ 
リン グ し て いる か ら 。 鈴鹿 は デグナー あたり が 危険 。 富士 は グラ ベ 
ル が 広い の で 安心 感 が ある 。 区間 だ け な ら 岡山 の モス S は や ば い ]」。 


意外 な こと に 、 難 易 度 が も っ と も 低い コー ス の も て ぎの な か に 、 国 
内 最 難 関 思 寺 孝二 が ある どい 2 | ピク トド トリ 三陸 才 厨 は ほ て こ ま 
で いい 感じ で 来 て いて 、“ 置 きき に いく と すご く < 遅く な る 。 か と い 
っ て 行き すぎ て ミス し た ら ダ メ だ し 。 気持 ちの 入れ 具合 、 攻 め 具 合 
が 難し い 。 鈴鹿 の 日 立 Astemo シ ケイ ン も 似 た よう な 感じ で す ]。 


Mg//2// 


抜き つら い 


⑤:@-④- 〇 -@ 〇 > 


[も て ぎ は スト ッ プ & ゴー の レイ アウ ト で 、 進 入 で 近づい て も 立ち 上 
が り 加 速 で どう し て も 離れ て し まう 。SUGO は 、 ス トッ プ & ゴー で 
は な いけ れ ど 、 コ ー ス 幅 が 狭い | と 語る 立川 。、 も て ぎ は レイ アウ ト 、 
SUGO は コー ス の サイ ズ と 、 そ れ ぞ れ 理 由 は 違う も の の 、 や は りこ 
の ふた つが 国内 抜き づら さ の トッ プ 2 と な る の だ ろう 。 そ の ぶん 、 他 
クラ ス の マン シン を 利用 する 技術 や 、 ピ ッ ト 戦 略 で 前 に 出る な ど 、 別 の 
見 どこ ろ も 増え る が 。 そ し て ピッ ト 戦 略 と な れ は 給油 時 間 も 関 係 し 、 
エン ジン の 燃費 性 能 も 重要 に な っ て くる 。 も て ぎ は も っ と も 燃費 が き 
つく (57 ペ ー ジ 参照 )、2021 年 は ホン ダ が その 点 は 優れ て いた 。 


走っ つて いて 楽し い 


〇 の: の:②: の: の:③ 


や は り 鈴 鹿 と オー ト ポ リ ス は 、 ド ライ バー に と っ て 攻め が い の あ る コ 
ニス の よう 了 の ぶた つ は チャ レン ン ン ググ で 所 合 も ある 程度 必要 
だ し 、 そ うい う コ ー ス は 気持 ちがい い 。 高い 速度 を 保ち な が ら 、 連 続 
し て どん どん コー ナー を クリ ア し て いく の が 楽し いで すね 。 そ の 対極 
は も て ぎの スト ッ プ & ゴ ー で 、 富 士 も わり と それ に 近い 。 富士 の 鈴鹿 
っ ぱ ぽい 部 分 は コカ ・ コ ー ラ コー ナー と トヨ ペッ ト 100R く らい で 、 セ 
ク ク 二 00O の GU のり HO 9 さく 0 ね の 
走る 感じ ]。SUGO も 嫌い と 語る ドラ イ バ ー は 少な く 、 鈴 鹿 が 好き な 
ら SUGO も 好き な 場合 が 多い 。 こ の よう に ドラ イ バ ー が 楽し いと 感 
じ る サー キッ ト は 、 速 い コ ー ナ ー が あり 、 ス リル を 味わえ る こと か が 必 
須 の よう だ 。 常人 と は 違い 、 や は り ス ピー ド が 好物 と いう こと 。 


KMgs/08 


ビク トリ ー コ ー ナ ー は 、 決 
勝 中 で も オー バー ラン する 
マシ ン が 多く 見 られ る 個所 。 
| 予選 で 、 手 前 まで に 失敗 し 
て 、 最 後に 一 か 八 か で 行っ 
た ら パ バッ チリ 決ま っ て PP 
を 獲 っ た こと も あっ た | と 
川間 国連 ll 
ー ナ ー 滞 在 時 間 " が 長い の 雇 
で 、 失 敗 が 大 きく 響く の だ 。 


写真 は 2019 年 第 2 戦 富士 
』 の と き の も の だ が 、 こ の と 
き の 観 客数 は の べ 9 万 人 以 
上 に お よん だ 。 だ が 近年 の 
コロ ナ 褐 で の 表彰 台 で は 、 
「 誰 に 向かっ て 手 を 振れ ば 
いい の か ee ら まる で ロー 
カル レー ス の よう だ っ た 」 
と 立川 。 


富士 、 印 鹿 は 格別 


[富士 か 鈴鹿 、 か な 。 位置 が 高い し 、 下 に は チー ム の みん な を は じ 
め 関 係 者 が いて 、 目 の 前 は スタ ンド の お 客 さ ん 。SUGO は 目線 が 
低く て 少し 寂し い 。 オ ー ト ポリ ス は 目 の 前 に スタ ンド が な い の で 。 
コロ ナ 補 の 表彰 台 で よく 分 か っ た ん だ けど 、 お 客 さ ん が いな いと こ 
ろ で 表彰 台 に 立っ て も 、 何 も うれ し く な いと 言う か (苦笑 )」。 


エン ジン に は ピー ク パ ワー や 低速 トル ク 、 ア ンチ ラグ を 併用 する レス ポン ス 、 / ア ン 
さら に は 燃費 と いっ た さま ざま な 性 能 が 求め られ る 。 各 サ ー キ ッ ト の 特性 が 。 ワー クス 目線 で 


変化 する と 、 こ れ ら の 各 要 素 は タイ ム に どう 影響 する の だ ろう か 。 ス ー パ ー ぐる ぐい 
GT で 最初 に プレ チャ ン バ ー 技 術 を 投入 し た ホン ダ の 佐伯 旧 浩 氏 に 伺っ た 。 エン ジン 編 ホン 


な お 、 各 デー タ は 基本 的 に は 2021 年 度 を も と に 算出 し て いる が 、 季 節 な ど 
の 条件 を 揃え た シミ ュ レ ーション で は な いこ と を お 断り し て お く 。 


ビー ク パ ワー が 効く ピー ク パ ワー の タイ ム 寄 与 度 


直線 が 長い 富士 か と 思い き や 、 鈴 鹿 、 も て 離 を 同じ に し た ら 、 も う 少 し 変わ る と 思い 
ぎ が それ を 上 回 っ た 。 | 鈴鹿 、 も て ぎ に 関 ます | と 佐伯 氏 。 佐 伯 氏 自身 も 、 こ の 結果 
し て は 、 全 開 占 度 も 高い の で 。 オ ー ト ポリ 久司 SN 詳 還 時 違 暫 作 人 が る が と 予想 し 
ス は 全開 頻度 は 低い も の の 、 ス トレ ー ト も て いた そう 。 右 の グラ フ は 、 各 コー ス ご と 
そこ そこ 長い し 、 ボ トム スピ ー ド も あま り の タイ ム へ の 影響 度 を 表し た イメ ー ジ 図 。 


に な っ て いる と 考え られ ます 。 コ ー ス の 嘘 _ れ は コー ス 距 離 も 関係 し て いる か も 。 


女 2 


下がら な い コ ー ナ ー が 多い の で 、 こ の 位置 オー ト ポ ボリ ス と 岡山 と の 差 が 大 きい が 、 こ 0 
還 慰 人 3 鹿 っ っ 


S)057/98 


ェ ン ジニ ア 目 線 で 9 の 東條 力 ' 


東條 カエ ンジ ニア は 、 レ ー ス エン ジニ ア と し て は 古く か ら 第 一 線 で 活躍 し て SA パ っ 


きた レジ ェ ン ド 級 の 存在 。 マ シン の セッ ト ア ッ プ は 常に 高く 安定 し て お り 、 
タイ トル 争い の 常連 。 ま た レー ス 中 は 臨機 応変 の 戦略 が 沈 え 渡り 、 混 乱 し た 
レー ス を 得意 と する 。 昨 年 は トム ス の 2 台 の 後方 支援 を 担当 し 、au トム ス 
GR スー プラ の タイ トル 獲得 に 貢献 し た 。 今 和 李 は ルー キー レー シン グ に 移籍 。 
そん な 名 エン ジニ ア の 視点 か ら 、 各 サー キッ ト の 特性 を 斬る 。 


772 
b] 


セッ ト ア ッ プ 難易 度 が 高い 


ファ クト リー か ら マ ン ン を 送り 出す と き に 仕込 
む 仕様 を 持ち 込み セッ ト と 呼ぶ が 、 こ れ を 外す 
と レー スウ イー ク 中 は 大 幅 な 修正 作業 に 追わ れ 
る こと に な り 、 勝 利 か ら 遠 さか る 。 そ の た め 


「 レース は 持ち 込み が 8 割 ] と も 言わ れる 。 だ が 、 


コー ス に よっ て 外す 確率 は 変わ っ て くる 。「| 鈴 


の -@・⑤-④・@- の 


鹿 、 オ ー ト ポリ ス は セッ ト を 外す と タイ ム の 沙 
ち が 大 きい で す 。 も て ぎ は や や 特殊 で す ] と 東 
條 氏 。 SUGO は 長く 続く 最終 コー ナー が クセ 
モノ で 、 ず っ と 能 を 入れ な が ら 登 っ て いか な け 
UESGOC 記 二 2 の OP2 ク シン (コン (42 の.5 
Ws 
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74 


ら , yo 2 


に 


ドラ イ バ ー ご と の ブレ 


燃費 が 厳し い 


右 は コー ス 別 の 燃費 を イメ ー ジ し た グラ フ だ が 、 
よく 分 か る 。 そ の た め ラ イ バ ル は 
ホン ダ は それ が 可能 だ っ た 中 ン ン ン パワ ウー を スピ ー ド に 全 
レー ミュ 2 ラン ルー (2 の 0 


も て き ぎ が 極端 に 悪い こ 


リス は 燃費 が いい 。 無 給油 の スー パー フ 
番長 く 走 る こと が で きる コー ス で す 」。 


スト ッ プ & ゴー の も て 
ぎ は 、 全 開 率 が 高く 、 車 
速 を せっ か く 高 い 位置 
上 ま 宏 上 げ で て も 、 中 に ブ 
レー キ で 落と し な が ら 
走る 。 後半 ス ティ ント 
分 の ガソリン は 満 タ ン 
必須 と な り 、 走 りき れ 
な い 場 合 は 、 前 半 を 引 
っ 張る し か な い 。 


路面 の 読み が 難し い 


の > の ら :@⑥ 


エン ジニ ア は 、 路 面 に ラバ ー が 載っ て グリ ッ プ が 上 が る こと を 先 読 

し て セッ ト す る 。「 も て ぎ は 砂 が 出 た りす る の で 、 グ リッ プ は ある の 
に 所 に よっ て 滑る の で 読み に くい 。 オ ー ト ポリ ス は レー スウ イー ク の 
走り 始め の 路面 状況 が 悪い の で 、 そ こ か ら の 上 が り し ろ が 大 きく か つ 
一 方 通行 (途中 で 停滞 する こと な く 常 に タイ ム が 向上 ) で 、 鈴 鹿 も 路 
面 の 目 が 粗い の で 似 た 傾向 。 ま た 、 鈴 鹿 は 路面 が 黒い の で 温度 変化 は 

大 きい で す 」|。 な お 、 オ ー ト ポリ ス で は 過去 に 噴火 の 影響 で 火山 灰 が 
コー ス 上 に 尊い 、 一 向 に コン ディ ショ ン が 良く な な ら な い 例 も あっ た 。 


トコ 


に 1 

|。 

ず セッ 1 
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ーー 
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3 議 記 号 真 は 鈴鹿 の 路面 を 拡 

且 大 し た も の だ が 、 サ ー 
昌 キッ ト は 一 般 道 より も 
粗い こと が 分 か る ( 定 
規 は 15cm) 。 その 隙間 
に ラバ ー が 食い 込み 、 
暫 凌 識 タ イヤ の グリ ッ プ が 向 
回 還 記 N 上 する 。 路面 が 良く な 
本 a』 れ ば 、 マ シン は アン ダ 
夫人 一 傾向 に な る の で 、 そ 
れ を 先読み し て 軽く オ 
本 5 本 組 一 バー 方 向 に 修正 し て 
人 本 いく の が セオ リー。 
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の :@⑤:②-@:- の - の 


= 月 還 | 回 ll RA SS この が の G さ き う 
* 換 され た も の が 、 
再び 高い 車速 に 持っ て いく コー ス 
は や は り 燃 費 が 悪い で すね 。 だ か ら ビ ッ グ ブレ ー キ の 少な い 鈴 鹿 や オー ト ポ 
2 ぐ 2 シー トド 2RU と 8 


エン ジン 全開 率 が 高い 


コー ナー 区 間 が 充分 に 長い は ず の 鈴鹿 が 、 


全開 率 ト ッ プ と いう 意外 な 結 


果 に 。 そし て ドラ イ バ ー ご と の 差 も コー ス に よっ て ば ら つ き が ある 。 | 差 


の KO の 
ます 。 ペ ダル の 踏み 加減 で 全開 率 の デー タ を 取っ て いる が 、 タ 
生生 A0 の パク の 0 0 に (の の ンド 
て 差 が 生ま れ ま す 」。 人 過 給 エン ジン の 場合 は 、 全 開 率 は コー ス 特 性 と 


直線 区 間 で は な く 、 じ つ は S 字 区 間 な どの コー ナー に な 
トド ( 齋 錠 
ング 等 踏み 方 に よっ 


り 


い 


う よ り は 、 ド ライ バー の 乗り 方 で 変わ る 方 が 大 きい よう だ 。 た だ し 、 | 平 


均 値 を 取っ て いる の で 、 傾 向 自体 は そん な に 変わ ら な い | と の こと 。 


コー ス 別 燃費 


| 


過渡 特性 が 効く 


の > の ②⑨: ら :⑥ -⑤ 


過渡 特性 の 要素 と し て は 、 低 速 ト ネル ク と レス ポン ス が 挙げ られ る が 、 こ の 評 
価 は や や 難し いよ うだ 。| トル ク は 、 過 給 エ ンジ ン な の で ブー スト が 立ち 上 
が れ ば 下 か ら パ ワー は 稼げ る し 、 レ スポ ンス は 、 ア ンチ ラグ を うま く 使 いこ 
な B 則 が で の な る こい うり 部 分 は あり ます これ は ほ は アン ラク 問 じ く の 
ドラ イ バ ー か ら の 要求 度合 い が 多 か っ た 順に 並ん を で いま すね 」。 な お 、 も て 
ぎ と 富士 は 、 エ ンジ ン 性 能 が 上 も 下 も 問わ れる コー ス で 、 そ こ で ホン ダ は 


2020 年 に 6 戦中 4 戦勝 利 。 


いか に 優れ た エン ジン を 積ん で いた か が 分 か る 。 


ハイ ダウ ン フ ォ ー ス 仕様 


の:@- 〇 -④-⑤-② 


マシ ン が 本 来 持 っ て いる (生み 出せ る ) ダウ ン フ ォ ー ス を 、 あ れ ば ある 
だ け 使 っ て 走り た いか どう か 。 車 高 を で きる だ け 下 げ 、 ハ イレ ー キ に し 、 
ウイ ング も 限界 まで 立て た うえ で 前 後 パ ラン ス を 探る イメ ー ジ だ 。「 富 
士 は ダウ ン フ ォ ー ス 欲し いけ れ ど 、 相 手 が ス ピー ド と タイ ム の パラ ンス 
SR 限界 まで 欲し いか と いう と 少し 意味 


合い が 違う 。 も て ぎ は ピッ チイ ナー シャ が 大 きめ で や や 特殊 」。 
和 を ノミ 二 Y 
天気 の 読み が 難し い 


の ⑤ の あら:③ 


レー ス 後 半 に 雨 が 降り 出す な ら 、 前 半 ス ティ ント を 引っ 張っ て 、 ウ エッ 
ト タ イ ヤ へ の 交換 を 合わ せ た い 。 ま た その 逆 も し か り 。 ス ター ト 時 の セ 
ッ ト も 悩む 。 た だ 、 雨 雲 レ ー ダ ー 上 で は 雲 が 存在 し て いて も 雨 が 降る と 
は 限ら な い 。 | オー ト ポ リ ス は 天候 の 急変 が あめ っ た り 、 ガ ス っ た り 六 天 
に な っ た り で 、 読 みにくい 。 富士 は サー キッ ト だ け 雨 が 降る と か も ある 。 
鈴鹿 と も て ぎ は 雨 が 多い の と 、 夏 の 夕方 は 夕立 や 落雷 が 多い で すね 」。 


ら ,/g7707g 


「 
2 


57 ペー ジ の 「 ハ イダ ウン フォ ー ス 仕様 に する コー ス | で は 鈴鹿 が ト 
ッ プ 。 2021 年 GT-R は 3 車 中 も っ と も ダウ ン フ ォ ー ス 量 が 多い と され 、 
そし て 同年 第 4 戦 鈴 鹿 で 表彰 台 を 独占 。 こ の 結果 か ら は 、 ダ ウン フォ 
ー ス の 絶対 量 は 鈴鹿 が も っ と も きく と 予想 され た が 、 意 外 な こと に 
SUGO と オー ト ポ リ ス が 上 回 っ た 。 富士 は 削る 方 向 で は ある も の の 、 
セク ター2 は 高速 旋回 領域 な の で 無視 する こと は で き な い 。 


ビッ トロ スタ イム が 長い 


』 合い 2 
催 へ < ーー  ) 雌 
各 E > コ か コ 一 借 還 > 
記 ー ご の 。 


自 ッ y ド 自家 タイ 太 は は ノーバ パ 財 Gm< は コー ス 別 ビッ トロ スタ イム ( 秒 ) 
あま り 話 題 に な ら な い 。 そ れ は 、 ア ウト 
ラッ プ の タイ ム が 条件 に よっ て 大 きく 変 
わる か ら だ 。 トラ フィ ッ ク に 引っ 掛か っ 
2 の 24 人 0 の 00 つ 0 細 2 上 ENES 1 

て その 温まり も 変化 する の で 、 外 か ら の 
判断 は 難し い 。 と は いえ 、 チ ー ム 側 は そ 
れ ら を 把握 し た うえ で 、 ラ イ バ ル の 前 に 
出 ら れる か 否 か を 計算 し て いる 。 も て ぎ 
hg ラー が) さま 0UDal 二 だ の り 還 2 ド 
ロー ド が 短い の で 冷え な いつ ら さ も 。 


GT-R は スチ ー ル の 時 代 に 大 径 ディ スク を 投入 する な ど 、 
ブレ ー キ 性 能 を 重視 し て きた 。 最近 は その 優位 性 は 少な 
く な っ て で は いる も の の 。 い まだ に 健在 。 も て ぎ は た し か 
に 摩耗 は 激しい が 、 上 心配 する ほど で は な い 。 革 


還 。 プレ ー キ の 摩耗 が 激しい 


ワー クス 目線 で 償 /< の 


mm ニス モ 


56ー57 ペ ー ジ で 解説 し た な か で 、SUGO は エン ジン 性 能 の 影響 が も っ と も 
少な い コ ー ス と いう こと が 分 か っ て いた だ けた と 思う (「[SUGO で 速い と 、 
エン ジン 屋 と し て は 寂し い 限 り ] と ホン タダ 佐伯 氏 は 苦笑 する ) 。 で は 車体 性 
能 の さま ざま な 要素 は 、 各 サー キッ ト の ラッ プ タ イ ム に どの よう に 影響 する 
の だ ろう か 。 車体 と エン ジン の 開発 を 担う 立場 で あり な が ら 、 チ ー ム と し て 
も 走ら せ て いる ニス モ に デー タ を 公開 し て いた だ いた 。 


ドラ ッ グ の 少な さ が 影 響 す る 


印 鹿 > - oo B 
上 リ 本 レー _ 肖 
Ko ーー 人 。 ” 
で 2 ペラ 


GT-R は ドラ ッ ギ ー な マシ ン と 言わ れ 、 そ れ が 最高 速 の 伸び を 落と す 
要因 の ひと つと され て いた 。 以前 の GT-R は 空力 L/D が 絶妙 で 、 富 士 
で は 無類 の 強 さ を 誇っ て いた が 、 近 年 は 大 苦戦 。 そ の 事実 か ら も この 
結果 は 納得 が いく 。 だ が 、 富 士 の 次 に 鈴鹿 が き て いる と ころ が 面白 い 
点 だ 。 鈴鹿 は ドラ ッ グ の 少な さ が 必 要 だ が 、 そ れ を 上 回 る ダウ ン フ ォ 
ー ス が あれ ば 補う こと が 可能 と いう こと な の だ ろう 。 


の 2 3 


メカ ニカ ル グ リ ッ プ と は 、 空 力 に 頼ら ず に タイ ヤ の 接地 面 を 確保 し 、 
か つ 適 正 な 面 圧 を 確保 する こと だ 。 低速 コー ナー は この 要素 が 必要 で 、 
基本 的 に は 低速 テク ニカ ル な コー ス で 間 わ れる 要素 。 昨 年 は 岡山 で 予 
選 、 決 勝 と も スー プラ が 上 位 を 独占 し た が 、 同 じ く 富士 で も 圧勝 し た 
こと か ら 、 ト ヨタ 勢 の メカ ニカ ル グ リ ッ プ の 高 さ が 想像 で きる 。 ま っ 
た く 特 性 違い に 思え る 富士 と SUGO が 同列 な の が 面白 い 。 


ーー テー 
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も て ぎの ブレ ー キ 摩耗 は 言う まで も な い 、 と いっ た と ころ だ ろう 。 以 
前 は 最終 戦 の 涼し い 時 期 に 、 し か も 250km と 短い レー ス 距 離 で の 戦 
い だ っ た ぶん 、 間 題 視 され て いな か っ た 。 だ が 、 近 年 は 暖か い 季節 で 
も 開催 され 、 し か も 300km レー ス 。 途 端 に 「 摩 耗 は 大 丈夫 か |] と い 
う 心 配 の 声 が 挙がる よう に な っ た 。 ニ ッ サ ン 車 は 古く か ら ブ レー キ 性 
能 に 優れ 、 そ れ は カー ボン と な っ た 現在 で も 引き 継が れ て いる 。 


Mg////) 


ピッ クア ッ プ 発生 率 が 高い 


ー タ で は な く 、 印 象 論 


を 持つ 。 当然 、 各 ロ ーー ス の 特 時 に 
明 点 も 多い ] と ブリ ヂ ス トン 山本 貴彦 氏 は 語る 。 そ の た め 


タイ ヤ 線 で 爺 / ウ 
ブリヂストン 


タイ ヤメ ー カ ー は 、 サ ー キ ッ ト に よっ て 得意 不得 意 が あり 、 
は 性 能 を 発揮 する 上 で 無視 は で き な い よう だ 。 


誇る ブリ ヂ ス トン は 、 ど の コー ス で も 速 さ を 発揮 する オー ル マ イ ティ な 特性 
合わ せ た 開 発 を 行なっ て いる は ず だ が 、 


タイ ヤ へ の 入力 が 高い 


スー パーGT に 


や は り そ の 特性 
お いて 最強 を 


不 
は っ きり と し た デ 


に 近い か た ち で 回 答 し て いた だ いた 。 


その 他 の 
ます 


すべ て の タイ ヤメ ー カ ー が 頭 を 悩ま せ て いる の が ピッ クア ッ プ 。 そ の 
発生 率 は 、 オ ー ト ポリ ス が も っ と も 高い よう だ 。 た だ 、「 コ ー ス や 季 
節 だ け で は 説明 が つか な いこ と も 多い の で 、 あく まで も 傾向 と し て ] 

と の こと 。 マシ ン で 言え ば 、 ミ ッ ド シッ プ 時 代 の NSX の 発生 率 が 高く 、 
LC500 が ほぼ ば この間 題 が な か っ た イメ ー ジ だ 。 | ピッ クア ッ プ は する 
も の で あっ て 、 取 れる か どう か が ポイ ント | と いう 関係 者 の 声 も 。 


〇 :@:- 〇 :- 〇 る の 


高速 コー ナー が 多い ほど 入力 が 高く な る よう な 印象 。 た だ し 、 タ イヤ 
へ の 入力 は 横 方 向 だ け と は 限ら ず 、 単 純 に 考え る こと は で き な い 。 ド 
ライ バー の 運転 の 仕方 で も 、 タ イヤ へ の 入力 が 高い 者 と そう で は な い 
者 に 分 か れ た り し て 、 そ うな れ ば 選択 する スペ ッ ク も 変わ る 。 SUGO 
は 全体 的 に コー ナリ ング 時 間 が 短い が 、 最 終 コ ー ナ ー だ け は 長く 、 し 
か も アン ダー 対策 の た め に フロ ント の ダウ ン フ ォ ー ス が 必要 に 。 


その 他 の 
目線 で 


ウ 


サク セス ウエ イト が 効く 


の の -② る -②:②⑤ 


サク セス ウエ イト (SW) 感度 


タイ ム ノ 10kg 


搭載 ウエ イト 量 が タイ ム に どの 程度 響く か は 

コー ス 特 性 に よる 。 昨年 、GT500 の 3 社 か ら 
の 各 感 度 を 取材 し た うえ で 、 本 誌 が その 平均 あ 
た り を 算出 し た の が 右 の 表 に な る 。 た と えば 鈴 
PP と の 
タイ ム 差 が 0.5 秒 な らち ば 、 チ ー ム は 大 喜び と い 
うこ と に な る 。 岡山 は ノー ウエ イト の レー ス な 


鹿 で 30kg を 積め ば 0.6 秒 遅く な る が 、 


の で デー タ な し 。 


SUGO は 、 コ ー ス レイ アウ ト と は 無関係 の アク 
シ デ ン ト も な ぜ か 多い 印象 。 や は り 魔 物 が 毎 戦 
観戦 に 訪れ て いる の か も し れ な い 。 走ら せ て い 
る 側 は 、 神 経 が すり 減っ て し ょ う が な い だ ろ う 。 


予選 が 重要 


の > の -②:⑨ の ⑥6: あ 


右 の 表 は 、2014 年 か の ら の GT500 の ポー ル ・ ト ウゥ ・ ウ イン の 例 を ま 
と め た も の 。 抜き に くい も て ぎ は 、 や は り PP を 獲得 し た 時 点 で 優勝 
の 可能 性 が 50% 以 上 と な る 。 ラ イン が 限定 的 な 鈴鹿 も 同様 の こと が 
言え る 。 今季 の よう に 鈴鹿 が 富士 と 同じ 開催 数 な ら ば 、 数 値 は も っ と 
高く な る 可能 性 が 高い 。 オ ー ト ポリ ス や SUGO は 、 ア クシ デン ト 発 
生 率 が 高い こと か ら 、 優 勝 の 可能 性 が 低く な っ て いる と 考え られ る 。 


燃 リ ス が 効く 


魔物 の 気まぐれ 


〇 -@- 〇 -@-②-③ 


スー パーGT は ドラ マ が 多い レー ス で は ある が 、 そ の な か で も SUGO は 
印象 に 茎 る アク シ デ ン ト が 多く 「 魔 物 が 棲む ] と 言わ れる 。 で は SC お 
よび FCY 介 入 率 を サー キッ ト ご と に 出し て みた ら ど うな の か 。2014 年 
以降 の レー ス で は 、 意 外 な こと に オー ト ポ リ ス が 一 番 多 か っ た 。 1 レー 
ZS 1.5 回 の SC/FCY の 介入 が あっ た こと に な る 。 富士 や も て ぎ 
が 少な いこ と か ら 、 ラ ン オ フエ リア の 広 さ も 関係 し て いる よう だ 。 


ボ ポール ・ ト ウ ・ ウ イン (2014-2021 GT500) 


開催 数 


: PP-Win 数 iPP-W 率 (%) 


の -⑤-⑤- の の 


GT500 は SW (サク セス ウエ イト ) が 50kg 超 
える と 燃料 流量 リス トリ クタ ー が 絞ら れる 。 そ 
2 NUKI 人 5 
け 影 響 す る か を 、 本 誌 が まとめ た も の 。 SW 同様 、 
鈴鹿 が も っ と も 感度 が 高い 。 
ー ト ポリ ス で 、SW と 比べ て 燃 リ ス 感 度 が 低い 
コー ス で ある こと が 分 か る 。 岡山 は 全車 燃 リ ス 
ダウ ン は な し な の で デー タ な し 。 


SW と 違う の は オ 


ソス 店 謀 


AP | 029 


価 SC 介 入 率 (2014-2021) 


| Circuit | 


鈴 上 ビ 


開催 数 


j SC/FCY 数 ! SC/FCY 率 


魔物 が 常 及 する 全 方 位 要 警 戒 モ ー ド 


スポ ー ツ ラン ド SUGO 


っ 4 " 四 コー ナー | 


SP ア ウト コー ナー 


ユア 
SS 


ゃ > 
は 
ょ ぉ 庄 


と ">Sg 
ELEM 


バッ クス トレ ッ チ 


全長 : 3.586km 
@@ 所 在 地 : 〒989-1301 宮城 県 柴田 郡 村 田町 菅生 6-1 コー ス 幅 : 10 て 12.5m 


@TEL : 0224.83-3111 ーーーー 
@HP : hitps://www.sporfslqnd-sugo.co.jp/ | 高低 差 :69.83m | ・ 69.83m 


※「 標 高 ] は コン トロ ー ル ライ ン 上 を 想定 (編集 部 調べ ) 。 


コー ス 内 勾配 グラ フ 


SUGO と 言え ば 、 い つ し か | 魔物 が 棲む | と 
同じ 6 20 ae 四 且 ドア 2 が 和信 れ 
る 。 コー ス 全 長 が 短い ぶん 、 周 回 遅れ に 遭遇 する 
頻度 が 高く 、 そ れ で いて コー ス 幅 が 狭い た め 抜き 
づら い 。 後ろ の ドラ イ バ ー は 抜け な く て イラ イラ 


し て 精神 的 に ナー バス に な る 。 ま た 、 山 間 部 に あ に LE コ 

5 
る と いう こと で 、 天気 も 不安 定 。 こ の よう に 何 か Pas 、 
し ら の アク シ デ ン ト を 誘発 し そう な 要素 が あ ち こ x 


ち に 存在 し て お り 、 走 ら せ る 側 も 常に 神経 を 張り 


詰め て お く 必 要 が ある 。 コ ー ス レイ アウ ト 自 体 は 、 
最終 コー ナー の アウ ト 側 は 、 レ ー ス 中 盤 以降 


気持 ちい い コ ー ナ ー が 多く 、 ド ライ バー の 人 気 は は タイ ヤ カ ス が た まる 。 そ こ に マシ ン を 乗せ 

的 高い 難し い コ ー ナ ー だ が る と 一 気 に グ リッ プ を 失い 、 ア ウト に は らん 
比較 的 高い 。 SP は 難し い の 語 人 だ の は み 出 寺 に まお は 生ま 
そう な マン シン を 絶妙 に コン トロ ー ル する 様 が 見 ら と な っ た デン ジャ ラス ゾー ン だ 。 


れる と いう 意味 で は 、 お すす め の 観 戦 ボ イン ト 。 


7 0 の "6ZO 


塚越 広大 KEIHIN NSX-GT 
人 @ 2019.9.2 1 @ 第 7 戦 @ 予選 Q2 @ 曇り ・ ド ライ 


7 6"834 2 デン ン ン クン ンー 

) スタ の に っ PP 
山内 英輝 /SUBARU BRZ R&D SPORT 人 0 
邊 2019.9.2 1 但 第 7 戦 邊 予選 Q2 得 曇り ・ ド ライ つ る oi0 1 * 


ら , 人 sg/ 


60 


マシ ン 、 ド ライ バー と も に 制動 力 が カギ を 握る 


ツイ ン リ ンク も て ぎ 


※3 月 1 日 か ら 「 モ ビリ ティ リゾ ー ト も て ぎ 」 に 改名 予定 。 


S2 ン 生 記 


まま 本 


、 ki が / ダ 


| 第 1 コー ナー 較 


ダウ ン ヒ ルス トレ ー ト 


ピク トリ ー コ ーー 


lk 全長 : 4.801km 
@ 所 在 地 : 〒321-3597 栃木 県 芳賀 郡 茂木 町 検 山 120-1 コー ス 幅 : 12 て 15m 
@TEL : 0285-64-0001 二 8 
@HP : https://www.twinring.jp/ 高低 差 : 30.4m 
| 標高 : 152m 


コー ス 内 勾配 グラ フ 


スト ッ プ & ゴー の レイ アウ ト で 、 多 く の コ ー ナ 
ー が 低速 の ヘア ピン 状 で 攻め が い が な いた め 、 残 
念 な が ら ド ライ バー の あい だ で は あま り | 好き 」 
ゆい の 志 央 聞 記 れれ 000 の 生計 06 何 避 U( 
いる 者 は 多い 。 他 の コー ス と 比べ て 予選 タイ ム の 
差 が 開か ず 、 レ ー ス 展開 も 数 珠 つ な ぎ に な る 傾向 
だ 。 高速 コー ナー が ほとん ど な い た め 、 タ イヤ の 
デ ク グラ テー ショ ン も 進み うつ らい よう で スティン 
ト 後半 の タイ ヤ の グリ ッ プ 差 が 出 に くい と ころ も 、 
その 理由 の ひと つと 言え る か も し れ な い 。 観戦 ポ 


イン ト と し て は 、 や は り 最 大 の オー バー テイ ク ポ 写真 は 昨年 第 4 戦 の も の 。 マ シン の スピ ー ド 
Ci IKU の CS まま cot は 明らか に ウェ ッ ズ の ほう が 速く 、 終 始 テー 
イン ト で ある 90 ヨー ナー。 プ レー キン ョ ラッ ウド ル ・ ト ゥ ・ ノ ー ズ の 状態 だ っ た が 、 それで も 


を 装着 し て いな か っ た 当時 は 、 ロ ー タ ー が 真っ 赤 抜け な か っ た 。 そ れ だ け ト ラッ ク ポ ジ シ ョ ン 
が 重要 な コー ス と いう こと が 言え る 。 


選 発 6 し 人 自 廊 鉛 点 だ ③78 


7 35" う 50 


野尻 因 紀 ARTA NSX-GT 
人 @ 2018.11.10 第 8 戦 @ 予選 Q2 @ 曇り ・ ド ライ 


7 25" の 54 


名 取 鉄平 ZUPGARAGE NSX GT3 
生 2021.11.6 邊 第 7 戦 邊 予選 Q2 邊 晴れ ・ ド ライ 


大 の 72//2//2 


追い 抜き し や すい ぶん 、 バ トル 多発 コー ス 


冨士 スピ ビー ドウ ェ イ 


" S1 (第 1 コー ナー) 


ーー ーー ーーーーー ペ バ ー 。 ゴーーーーーーー ーー ーー ーー ーーー ーー ーー ーー ニニ ーーーーーー ニ ーー ニーーーー ニ ーーーーーー ニ ーー 。 。 レレ レレ レ し ーー 


mm で 
譜 GR Supra コー ナー (通称 : ヘ アピ ン ) 


(第 2 コー ナー) 


本 コ 
ss 
っ 
は 4 
PT 


ジグ ] 
' 
* (通称 :A コ ー ナ ー) 
トヨ ペッ ト 100H コ ー ナ ー 


(通称 :B コ ー ナ ー) 


全長 : 4.563km 
コー ス 幅 : 15 て 25m | 
念 所 在 地 : 〒 エ 410-1307 静岡 県 駿東 郡 小 山 町 中 日 向 694 - 計 
@TEL : 0550-78-1234 高低 差 : 40m 
@HP : https://www.fswiv/ 標高 : 581m | 


コー ス 内 勾配 グラ フ 


1.4km の 超 ロ ング スト レー ト を 備え た 、 世 界 屈 
指 の ハイ スピ ー ド コー ス 。 そ の た め マ シン の セッ 
ト ア ッ プ と し て は 国内 の どの コー ス よ り も 特殊 で 、 
過去 の GT500 で は 、 富 士 仕 様 の カウ ル を 用 意 す 
る の が 当たり 前 だ っ た (現在 は 規則 上 同一 )。 当 
然 ビ ピッグ ブレ ー キ を 行なう TGR コー ナー は 一 番 
の パッ シン グ ポ イン ト だ が 、 ラ ン オ フエ リア が 舗 
袋 の た め 和 失敗 し て も 復帰 が 可能 な こと と 、 グ ラン 
ドス タン ド の 大 観衆 が 目 に 入る こと で ドラ イ バ ー 
の テン ショ ン も 上 が り 、 い つも 以上 に 熱い バト ル 


が 繰り 広げ られ る 。 ま た 、 ダ ン ロ ッ プ 、GR ス ー スト レー ト で は GT300 は 270、GT500 は 
つま ニー ドニ さ 300km/h を 超え る 。 エン ジン パワ ー も 大 事 だ 
フラ コー ナー も 比較 的 ドラ マ が 起き や すい 。 セ ク が 、 同 時 に マシ ン の ドラ ッ グ の 影響 も 大 きい 。。 
ター 分 けが 、 | 直線] | 高速 ] | 低速 |] と 分 か りや その た め 、 直 線 で は リヤ 下がり の 姿勢 (ウイ 
内 ング 角 が 寝る の) に な る よう に セッ ト す る 。 
すく 、 マ ン シ ン ン の 特性 把握 も し や すい 。 oo 語 


と の 7 の の あー - 
ーー へ 


還 EL * 


7'25" ノ 64 


山下 健太 ENEOS X PRIME GR Supra 
人 @ 2021.11.27 介 第 8 戦 人 予選 Q2 介 晴れ ・ ド ライ 


7 234 "3 の 5 


山内 英輝 SUBARU BRZ R&D SPORT ニニ ーー ーー ご こ 2 - am 
生 2021.11.27 邊 第 8 戦 邊 予選 Q2 邊 晴れ ・ ド ライ ーー トード で 


7.09452Wg/2 


62 


運転 も セッ ト ア ッ プ も 攻略 し が い の あ る 世界 レベ ル の 難所 


欠 鹿 サー キッ ト 


@ 所 在 地 : 〒 エ 510-0295 三重 県 鈴鹿 市 稲生 町 7992 
@TEL : 059-378-1111 


も @HP : https://www.suzukacircuit.jp/ 
| スプ ー ン カー ブ | 
NISSIN プ レー キ ヘ ア ピン 


(通称 : ヘ へ ア ピン ) 


| 最終 コー ナー | 
日 立 Astemo シ ケイ ン 


(通称 : シ ケイ ン ) ai 


SJ 


| 200R | 
(通称 : 松 っ ちゃ ん コー ナー) 


ダン ロッ プ コ ー ナ ー 壮 議 


ド SI 


| デグナー カー ブ 


(通称 : デ グ 1、 デ グ 2) 


コー ス 幅 : 10 て 16m 
F1 ドラ イ バ ー の あい だ で も 「 チ ャ | 標高:38m 

レラ シン シク で 天 灯 さ 言わ が る 8 
の 中 高速 テク ニカ ルコ ー ス で 、 国 内 ド 
ライ バー で も | 嫌い | と 語る 者 は ほ と コー ス 内 勾配 グラ フ 
ん どい な いい 。 融 外 だ が 高低 北 ほ 
52m も あり 、 そ れ は オー ト ボ リス と 
同じ で 、SUGO の 次 に 差 が 大 きい 。 
コー ス 全 長 が 長い こと も あり 、 サ クセ 
スウ エイ ト と 燃 リ ス の 影響 は 国内 随 一 。 
2 の 502 二 の ク ンク 050 シー ラン ( こ ご 
に 鈴鹿 で 上 位 に 入る こと が あれ ば 、 そ 
れ は マシ ン の 「 素 | の 状態 が バカ ッ 速 
GAN の 205602 の の ん ドッ (ハバ 
ー が 速い こと も 考え られ る 。 比較 的 抜 
き に くい コー ス で は ある が 、 目 立 


ダウ ン フ ォ ー ス 量 が 多い GT500 


Astemo シ ケイ ン は 唯一 ビッ グ ブ レー の マシ ン で は 、 現 在 は 130R は 全 
NE 開 で 走れ て し まう 。 そ の た め シ ケ 
キ を か ける 個所 で 、 一 番 の パッ シン グ イン まで は も は や [直線] に 。 た 
普 玉 RS 太 だ し 、 マ シン は ロー ル す る た め 、 フ 
& 観戦 ボイン ト と な る 。 リク ショ ン ブ ロ ッ ク が 路面 に 当 た 弄 ここ ここ 
っ て 火花 が 激しく 散る ポイ ント 。 一 さや 


: 到 


7 24" 37 の 


野尻 因 紀 ARTA NSX-GT 
@ 2018.5.19 @ 第 3 戦 @ 予選 Q2 @ 晴れ ・ ドラ イ 


に た に だ 7 


中 山 雄 王 ン K-tunes RC F GT3 
箇 2018.5.19 邊 第 3 戦 邊 予選 Q2 牧 晴れ ・ ド ライ 


7.09252W272 


和 還 


国内 随 一 の “ 砂 か ぶり サー キッ トト "は 耳 栓 必須 


岡山 国際 サー キッ ト 


全長 : 3.703km 
人称: 良 の ヘア ピン 2 | コー ス 幅 : 12 っ 15m | 
高低 差 : 29m 


EE 。 
の 

2。。 

な 


リボ ル バ ー コ ー ナ ー 


(通称 :2 コ ー ナ ー) 


ド マイ クナイ トヨ コーナ ニ 


SJ 
(通称 : 便 所 裏 ) 
ーー 1 


念 所 在 地 : 〒 エ 701-2612 岡山 県 美作 市 滝宮 1210 
@TEL : 0868-74-3311 


@HP : http://www.okgyama-international-circuit.jp/ 


コー ス 内 勾配 グラ フ 


コー ス 全 長 は SUGO と ほぼ 同じ (その 差 わ ず 
か 117m で 岡山 の 方 が 長い ) で 、 中 低速 テク ニカ 
ル の 特性 を 持つ 。 ス ー パ ー GT で は 、2011 年 以 
降 は 開幕 戦 と し て 定着 し て お り 、 桜 の 開花 時 期 と 
重なる こと も 多く 、 サ ー キ ッ ト の 敷地 内 の 桜 が 満 
開 と な る こと も 。 た だ し 、 季節 的 に 不安 定 に な り 
や すく 、 開 催 が 前 年 と 1 週間 違う だ け で 気温 が 大 
きく 変わ る の で 、 タ イヤ 選択 が 難し い 。 同 コー ス 
の 特徴 は 、 観 客席 と マシ ン と の 距離 が 近い こと に 
ある 。 と くに ホッ ブス コー ナー の 立ち 上 が り は ー 間 
10m に も 満た な いそ こ を 、 爆 音 を 搬 き 散ら し な 時 の 
が ら 立 ち 上 が っ て いく 。 マ シン の 細か い 動 きも 見 ここ も マシ ン と の 距離 が 近い 。 へ アピ ン は 岡 


| M 山 で の 最大 の パッ シン グ ポ イン ト で 、 か つる そ | 
られ て 、 そ の ど 迫 力 は 他 コ ー ス で は 味わえ な い 。 の 先 の リボ ル バ ー も アク シ デ ン ト 多 発 地帯 。 


他 の コー ナー も 総じて 近く 、 耳 杜 は 必須 。 


776"O02 


R. ク イン タレ ッ リ ン MOTUL AUTECH GT-R 
@ 2019.4.13 @ 第 1 戦 @ 予 選 Q2 @ 曇り ・ ド ライ 


7 228@@ の 


福住 仁鶴 プ ARTA NSX GTS 
生 2019.4.13 邊 第 1 戦 人 予選 Q2 食 曇り ・ ド ライ 
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じつは 魔物 度 が 高く 、 チ ェ ッ カー まで 席 は 立て な い 


オー ト ボ リス 


念 所 在 地 : 〒877-0312 大 分 県 日 田 市 上 津江 町 上 野田 1112-8 
価 TEL : 0973-55-1111 
@HP : https://www.autopolis.jp/ 


85R S1 
am デン Lo es 
ーーーーーー (通称 : 1 コー ナー) 
(通称 : 第 2 ヘア ピン ) : 
ee 


さよ りん フリ ンジ 陸 / 拓 還 還 陸 ei へ 


50R 


ー ュ ュ ャ ミ 


馬 ディ = 全長 : 4.674km 
ー ー 
| 90R | (通称 : 第 1 ヘア ピン ) コー ス 幅 : 12 て 15m 
高低 差 : 52m 
| 標高 : 819m 


コー ス 内 勾配 グラ フ 


魔物 と 言え ば SUGO が 有名 だ が オー ト ポ ボリス 
も 魔物 度数 は 高く 、 ア クシ デン ト や バト ル が コー 
ス 上 の 至る と ころ で 発生 する 。 も っ と も ドラ マ が 
発生 する の は 第 2 ヘア ピン で 、 こ こ は 進 入 時 は 登 
基 馬 20E 記 0 ラク ンド 二 (6 記 上 2 点 且 
り に 転ずる 。 ドラ イ バ ー は 空 し か 見 えな い 状 態 で 
ブレ ー キ ング し 、CP も 車体 の 除 と な っ て 見 えな い 。 
パッ シン グ ポ イン ト で あり な が ら 視 界 が 限定 的 で 
ある た め 、 わ ず か な 誤差 が 生じ れ ば 何 か が 起き る 。 
タイ ヤ へ の 攻撃 性 や ピッ クア ッ プ の 発生 率 な ども 
高く 、 マ シン ご と の スピ ー ド 差 も 生ま れ や すい 。 ひと つの コー ナー を 立ち 上 が っ た と 思っ た ら 
レイ アウ ト 自 体 は 攻め が い が あ り 、 鈴 鹿 と 並び ド の EPS ET 


ライ バー か ら は 評価 が 高い 。 燃 リス の 感度 は 高く 5 の た め 、 完 全 に は 抜き 切ら ず 、 常 に サイ ド ・ 
バイ ・ サ イド の 状態 に な る こと が 多い 。 


は な い が 、 サ クセ スウ エイ ト の 影響 は 大 きい 。 


7 37「 づ 6 の 


大 湯 都 史 樹 プ Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT 
@ 2021.10.23 介 第 6 戦 @ 予選 Q 1 人 @ 晴れ ・ ド ライ 


7 22"03 の 


農 峨 宏紀 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT 
科 2021.10.23 人 第 6 戦 短 予選 Q2 筐 晴れ ・ ド ライ 


4 の 477/ 


B 


MNNNW 


| 


・ つ い 心 K リ 日 ヘ て 


NN 


Rall Z07/ 


中 中 会 の て ロロ 会 や ン まや む 公 岩 記 も で 刀 ヒ ー き 
W ? ! 1 ヾ で 四 の づ ヴ の も W 
ト IhU ト し 怠 理 Yo で 刀 京 ボー ミ ペー つの 4G_I ト や 小 、 
- アー この O と | | て IhN さ や で 公 a 
QOQNQU" ロー マト ドーz// TIN 9 
っ レス / レン に ジン こう = ジ パ 
喘 由 前 人 過 記 K て 中 つや に 祥 G 克 話せ 還 wwS っ に N ド ポール へ KK 
者 里 喘 中 縄 人心 虹 補 に 
I ト KK た ー ハ 会 つづ ロー ペー ベ K モ ドー 座 時 つつ し <G 証 mL 
リト ヾ 人 
^ ハ ホー くっ) 団 く じ に 足 准 話 " 由 家 て NR EN TUI 「 
5 へ * 寺 ゝ ロー ス NH/ー ミ ・ ぐ で ふい で ベー 」 
RIhTT ユ ー 尽 G く て か 公有 同 恒 ) た 1 / 
uc ' 現 @ 匂 4m の 過半 較 ロミ ロ K・ ネ に 
EAIIIIENSNiu そ こま / 之 ら 洋 BE 財 
べべ さかい ミー ド RK・ や さ K 時 人 る ご 居 
ヲ ゴ に 時 志 yo0SKihh ト ペー・ ぐ I ト I 心 ハ 
】 上 衝 。 や さい NH トー ミ ・ か ー 届 へ 私 日 豆 
74 ン の ーー トト 
6 。 用 7 pgS し 人 R 押 つ 崇 つ っ 坦 や G 両 表 p 
は ] プ ) 
MM 朋 個 つも や 丸 ル 
中 を : 打 放 さ G 州 坦 穫 て の 〇 ( ト 由 ユー・ 
こう KW で 『 // ボー? ペー 
人 が < と ミト さ 日 相 へ A 玉 へ ) せ 間 販 
SS 型 8 ルル 前 2 
ミ 押 人 に 3 。 時 洋 ロ 選 記 HH ミキ ャ ー 較 問 NHSIh / 
" r く 計 (⑨ デ と 9 g ん 
RS 翌 和 9 6 りす 和 「W ド ー ミ ・h ロ 内 0 
1 如 統 % ミ の NN やつ? ト JS。 恒 全く こ ー ふ 型 / 放 
+ ベ / 7/ 900) 語 = と 1 の 4 
に ィ て 間 NN N 二 す 」 静 で で yeHY ミ ヤー ドー ミ 4 と 
回 ン ノコ 
ETQ も KS きく | を G 皿 拓 内 や we 間 po 層 下 し 
粒 3N G 。 ミ = 2 少 す 2 者 
文人 へ へ s8 mm 了 N つ し の 時 P% と 4 良 拘 岬 AM 「 
中 ロ 6 | /\ SS の し > リ 由 
に 人 さ b ド ツー リ S く WN ロ て wYh ざ tyerJ っ Js 量 生 し 
SI > 如 「 
し G 攻  - ェ ッ っ NO WWG 喘 忌 G ト いふ へ 上 べつ し ママ 
] ュー 〇 3 
SE と 時 組 振 85 oo 一 < 和 Sbh0- に 8 箇 軟 合 ( 
NF RS の 〇 ツル エー で 公 て 


- 6/ 


や 


汗 半 野寺 さ 出 TS SS 回 所 恒 
下地 こい ヘン S 沼 ミー 届か 臣 


へ NINJAS 洒 愉 テー 革 NHS 敵 詩 


FN」 へ 層 テ ロ S) 


2 間 噂 相 部 臣 
SN ざー ゴ 評 計 潜 さき 8 融 瑞 


ー ァ ヒ 
9 


ノ 


で 1 


罰 > 
El 


ママ テー で メータ る 負 咽 


一 


ょ 計 き Ok 光 般 OS 乾 小 ゆ ご 画 qmcN 朋 


。 な ご 靖 圧 元 こ 三山 ヘン の の 


の 里 還 SMiN 半 コー 中 


ウデ クン ンク 2 


。 個 弄 農 基 よ の strr 咽 二村 こい 


y 翌 衝 ば 立 で ご 壮 衣 t | 


S 避 吾 箇 十 敵 違 区 計 玉 へ ご びす 人 AN 


NL 
ご 


o こ ゴー OO 〇 の |] テ Sli 問 醒 計 革 Sm 
N き コス ミー せ 一 中 日 口 中 下さ 


UN 


8 


(ry 身 溝 。ASkA こ ・ーー 計 き 隊 避 


。QFfrr つ の よ の ー ヽ ミー ざこ テ 陸 


(BuuHl) [ 商 計 ] き AMIN 営 部 S 呈 舞 


ひび 餅 政 


と 
く 


小 ③ り は ーママ ざ の コン と へ ぐ 


9 の 
ルアン 


= っ em 一 = 


Car Class Overall Ranking 


の _ ューー 
ご と へ に ーー 2 


こい FT 


9 な 


て を EL ここ St ss 
フー の お 8 宇 - ) 


了 
レコ 
En 
デュ Ss っ 
人 
ョ 』 攻 "キー 
人 。 
チ 
ーー 
こ て 
ss 
| 
ア 「 
二 ま 


SS 


1 。 201 N.AL-ATTIYAH / M.BAUMEL TOYOTA GAZ00 Racing TOYOTA GR DKR Hilux 999 09 
2 。 211 S.LOEB / F.LURQUIN BAHRAIN RAID XTREME PRODRIVE Hunter +27'46" 
3 205 Y.AL RAJHI / M.0RR OVERDRIVE TOYOTA TOYOTA Hilux Overdrive UI に 3 
4 221 0.TERRANOVA/D.OLIVERAS CARRERAS BAHRAIN RAID XTREME PRODRIVE Hunter ドア グン 人 
5 207 G.DEVILLIERS / D.MURPHY TOYOTA GAZ00 Racing TOYOTA GR DKR Hilux +1:41'48" 
6 203 J.PRZY6G0NSKI / T.G0TTSCHALK X-RAID MINI JCW TEAM MIN| John Cooper Works Buggy +1:53'06" 
7 212 M.SERRADORI / L.MINAUDIER SRT RACING CENTURY CR6 NZ92 US 
8 223 5S.HALPERN / B.GRAUE X-RAID MINI JCW TEAM MINI John Cooper Works Buggy +2:38'26" 
10 208 V.VASILYEV / 0.UPERENKO VRT TEAM BMW X5 daUM | 


上 に 今年 の ダカール ラリ ー に お ける 四 輪 部 門 の 総合 10 位 に アウ ディ 勢 を 加え た も の を まとめ た 。 総合 優勝 は トヨ タ の ナッ サー・ ア ル - アテ 


ィ ヤ マシ ュー・ ボ ー メ ル 組 。 ト ヨタ 、 ア ル - アテ ィ ヤ と も に 3 年 ぶり の ダカール 制覇 と な っ た 。 フ 


アウ ディ イ 勢 最上 倍 ほ 9 位 に 入っ た エタ ヌス 


トロ ー ム ベル ク ク ヴ ィ ス ト 組 で 、 ス テー ジ 8 で 優勝 を 飾っ て いる 。 また 、 ス テー ジ 3 と ステ ー ジ 11 で は サイ ン ツ ンク ルス 組 が 、 ス テー ジ 
10 で は ペ テ ラ ン セ ルプ ブー ラン ジェ 組 が それ ぞ れ ステ ー ジ 優勝 を 飾っ て いる 。 


く ー ペ ー 人 由恵 周 電 jp 人 5 ン っ 2 
3 色 / 環 届 柚 環 下 つ し ゃ / 尽 @ ヒ デー・ 
つ 司 つじ 唱 斉 3@ で 上 に 心 條 で 


中 Ne-9HNA べ し 相 環 還 編 つ 六 咽 mm6 
さや 他 っ HI ミキ 一 青 任 避 癌 虹 sne? 
揚 に 革 きせ 日 へ A へ 倒 症 責 軒 つ し うぶ 6 


の づ 〇 ①- こと で と 6 形 引 呈 人 S 下 型 弄 


ENEtSeti 


で よし ゃ お S マ ? 密 世 が JRNO 生 へ 
ャ KK 負 遺 置 洋 @ 電 皿 菜 男 公 下馬 刀 似 ? 


マ 


Key へ 財 く 必 1 の 福 皿 。 6 が 
NSCA 6 や NN ペ ーー せい ぶ ロ 2 さか 葉 MK 地 SS つ 揚 さ 革 つ " 細 ろ 言 鳳 玖 咽 
ww 握る 1 玉 ら 1 , 避 > 受 シ ンタ ヶ ン ン 中 グ クノ ン し " < る 2 に 
まま Bt ペー か せく うう で 44 時 S 下 う ゃ ne 所 店 8” 呈 紅 司 で 午 me3 豚 
且 ji 。 眉 ) で も っ 且 。 革 上 の o o 2 ー 

る ロビ じ 提 で こ じ 愉 民 へ 3 赤 応 妥 じ 細 朋 選 幸 路 環 "て て 訪 INATARー 慰 > っ n6 

と 4Q 宮 つつ 収 mm 選 呈 つつ 据 AG の のり 。 5 2 ン 
人 G 色 還 は 8 ボー 共和 を か INー SNG 皿 局 は 8rJG 旨 訳 甘 H 中 代 て 6 弄 令 
〇 ① o 民 y ぷ ぞ 。 oO = バー の 。 3 

や セー 個 JO | 40 し モモ うっ ニ と た 々 ー レン ンマ 2 

の 画 へ さ べ や へ 公 べ ひし セ 34r 簿 閉所 @ 和 まで ロロ へ 選 攻 うっ や く 代 岳 層 衝 y 直 人 つ じ 鹿 締 N6Q 理 ぐー 
人 


リュー た 1 の 


ロ 
b I 


で 
P O コ 
に 和 
り ) , 
3 
コ 3 ・ 


回 つ ? 崩 中 G ハ ーー ゼロ ヒ 受 を コ 
テロ 居 けら ざさ ボ ポー 江守 @ ハ ロミ 6 
S 公 3 剛 公 で NO? 6 妹 恐 四 抽 jSSSJ 
ウレ つき つ 装 各 で R 珠 朋 記 Ne NR ロト 
3 て トー を 前 放 へ 心 史 忠 前 
pne 々 ン 遇 秋 宝 抽 班 學 糧 yS 刀 面 和 
避 胡 GRー 和 へ うく 1H 玉 計 曽 全 ト ミ 77 
だ 台 や ハタ の こ を さ 選 因 肌 尽 N6? 
下柳 6 護 四 和 を 回 線 頑 セ Ne 同居 写 


ふ ペー へ 日 層 ペ ーー ペー 人 了 て ( 受 〇 
つ ) 倒 握 構 に ふい K ミ 英 唱 央 遇 や で し じ う っ 
KN" [ 受 の つつ) 臣 8 で GO 陣 忘 甘 G 
HH ジテ) 是 机 置 く 幸 けけ 面 課 @ 麗 hG 
hn ドーz/7 THIN 山 公 人 QG 放 じ ” 四 記 R 
% 陣 訪 庄 人 る <Q 是 Q 藤 ー6 無 遇 科 エコ) 提 
員 s 赴 叶 款 則 ( コ の ロ ) 選民 つ 選 彰 電 手 
民 則 所 半 家 6 回 過 雪 更 宮 層 計 NG 
や ハ ペ ー ト トト h 握 班 二 生 選 ゃ 征 く て 


f 組 く で 出 則 せ 8? つや を AKG 所 中 中 講 手 公 
へ ハ ユーK く と か さか 6 取 漏 マー 下さ や ハ ぶ ペー 方 紐 東 思い 2 
いい ーー ペー ハル ハハ し SN0 刀 名 閑 吉 所 有吉 G て ミ ふ 還 S 選 人 S じ 蛋 時 6 皿 


4 


SN 了 SR 遇 |5 G 拒 宮 尊 抽 o 近 編 や で 戴 喘 S 。 弄 3 仔 ン / 隊 衣 ら 4 や レイ ー ふ さ 
さ 8 8 5S N き M 2 2 こ G ざ MK 六 ヒ 上 ロレ の 一 相 秀一 式 日 へ へ SAKI ト く 皇 尽 Qooo 愛 ( 還 の の QA 
人 に NNN A 補 INK AI SR| ag hiYE ま ECGSYPIPEY3eWSX こ WINZ^ 較 90E1hE2 ト Ge ここ ES まこ IPI ニ こ 
ESIRE |g|Y KK RIRS KSINA ドキ 、 キ FRI pn3to 員 且 半 % 隙 記 fruo" 机 玉 。 Q モ じ っ uo? 
S 隊 寺 3 = ミ 9 さ KN 13 思 K 2 も IN て 1 8 3 翼 貢 甘 表 弁 柚 公 で 県民 と 碗 喘 G ホーKTN ユ ー ャ や 理性 咽 征 G 世 
き も T 欠 8 ぎ | 者 | 人 8 さも よさ 四 さ 5 電 。 当 さ は 衣 邊 に ドミ トド 量 人 SQ で ^ 蛋 量 幕 G\ ハ ミー ふ 必 咽 SN\@ ン マン 陣 央 宮 時! て 0 M 韻 楓 中 て 
H NHRR 入 | 叶 | 記 還 本 に EE SS 咽 EN E 二 1 夫 | 本 に 固 碧 G 幅 写 商 HMRSQStG 寺 時 誰 ミ い >JG く INNK 避 Ne つら 3 補記 2 
2 0 ン ン 2 7 昌和 A へ て さい 選 幅 玉 ロ 疑 潮 Ke 由 咽 扶 * 李 所 肌 貞 と ロ 因 軸 杜 \e く ン 
ら 人 衣 り 3 組 SGHK ミ キー ロ K 公 間 Se  。 足 の に らく て や つう 科 臣 くき 中 
了 公司 尼 6@ 澄 区 骨 唱 菩 つつ し 得 レ し っ ユー ゼ 周 性? 李 咽 の ONG 問 族 ぶ 
9 8 尽 ] く | N 日 穴 ミ 一 回 補 つ じ 陣 誠 力 衝 NeH 。 へ ふせ 著 能 日 へ 込 へ G 的 っ 宮 画 遇 ? 
| お 4 人 H 2 08 3 を さ 守 一 回 HJ 店 配 EGHAA や 冊 雪 G 忠 思 柚 員 38 共 店 選 6 コビー 周 
ムロ 還 ペ 錠 員 軸 遇 トト - | ト 9 1 雪 雷 唱 豆 で 妹 環 回 帳 寺 緒 裳 じ 羽 居民 やつ QOG 〇 ら ざ ぎ 寺 ) 選 人 SG 
< 生 苦 小 2 の 2 ル 北 邊 枯 二 時 上 ト テ =|1A1H] 2 | < | 生 | ぐ | や 4 ゃ 征 昌 由記 時 イー さき し 。 っ no? 


4 


に 
て CCYGNeo 
が ANYAN 


も 
5 


DNS 


9 


人 更 


KO 
テマ マ 
け 選 

> 


デ 
下 
。 
テ 


2 あつ 4 て 623 
局 S76877 。』 リッ 2 ンマ 


所 し 


一 】 


熱 交 換 機 が 装備 され て いる 。 フロ ント 
輪 の 後方 に 設け られ た ダク ト か ら 排 
て いる 。 リ ヤ は ルー フ か ら 吸 気 し 、 車 両 後部 の 大 き な 開 口 部 か ら 排 


上 が アウ ディ が 公開 し た RS Q e-tron の 空 カ シス テム の 概念 図 。 フ 


@ 
で 甘 ぶ し 
和 し 公 で G 
OSNSS 
SS 屋 1) 
る 回 ん 
DJ 2Q や 心 
エキ エト 
NH 選 SSSSE 
3 う 弐 。 さ 
ー 也 NO 
へ 局 っ セ 
ロ h し 収 


も 


心 ucli 尺 〇 @-tron 


4 


こ 車 両 中 央 部 に 捨 載 
こ 寄与 。 ま 
挟ま れる よう に 積ま れ て いる 。 


と 燃料 タン ク は 、 カ ー ボ ング ザイ ロ 


リー、 タ ンク と も 


テ 


バッ 


ー は 乗員 の 真下 に 配置 し 、 低 重心 化 ( 


タン ク は 乗員 と エン ジン ( 


高圧 バッ テリ ー 
ン フ ファイバー コン ポジ ッ ト な ど を 用 いた シェ ル で 前 後 左右 上 下 の 全 


され て お り 、 バ ッ テ リ 


RS_Q e-tron の 
だ 、 


方 向 か ら 保護 され る 。 


4 


司 音 ぐ 計 セ ば 4H 過 (の 〇 の 言 X 旬 中 
Co の ご ど 言 X< 劇 一 の lo の 周 " で で 
記 代 うっ 4 串 革 隊 島 二 王 理 答 SN62 
憧 弄 央 会務 っ 人 苦 表 つ ) て さや を 交 
慌 レ ロー ミ 羽 由 ぐ 棚 恨 幸 丈 地 責 和 や ph@ 
泡 駆 会 玖 N@G38AO で 技 2 ・ つ OE や 
p 全 嘱 他 うう? AU 選 AJJp つ 36 つ 36 義 
先 択 守 203 り 環 謀 づつ | 77 トー 思 羽 よう) 
sp3S 0 89 

5 SE 寅 層 昌 せ 遇 吉 シ ミーh エ 6 
村 % 半 入 ふ や そ し 款 屋 丈 環 ン H ロ か へ で 
INAH ふ ーー へ ヘ テ ハ ペー 一 ーー HH 
2 多く ハード 上 トト さ 和 へ 心 206〒 
ミ い ヘー 届 一 "HKT へ 加 へ 中 へ お っ J 
3 忘 中 油田 くそ か れつ 穫 和 に ト さく 
を の 押 G 且 の つ 四 6@ 軸 再 穫 寅 回 正 東 老 
Q? 貞 培 甘 貴 時 Q⑯ 〇 ペロ 忠 OrJ で 
Q て GSE 生 層 志 し せ 閑 計り ロー 尺 
3)! 皿 っ ので he 回 喉 境 生生 堪 会 志 果 
3 で” h ロ ハハ て トー と に GSIhAH ペー 
NESTSO 


師 季 嘆 葵 め 還 WStO 


F の の 〇 の - エ こと oO と iRh そ かつ 
8G ふ ドー ミユ ささ 汎 H ヘ て し Se を 
ININN や ミュ) お 〒 そ へ か 2 7JG る 刀 さ う 
ューK ヽ へ ユー レレ 加 き っ 映 沿 東 電 Q07 
悪 郊 I い N そ スー 型 殺 つ 日 K 了 て 
ロー 公言 で hG 8e で ” 稚 導 ホー 
ヴー ペ ホー ベー ハト 下野 玖 希 KOK 
か H へ ・ ふ ハゼ ” 公 O 〇 し 日 摘 想 語 
局 ロ ー ホ ペー ベー ム ハ 旭 下 KK 案 三 且 の 
nG 民 苑 代 NG 選 p 四 Q で ※ - 
マー ロホ ホー ス 約 民 っ し 益 英 まじ 
ドー ミ ゅ 沸 間 准 互 妃 碗 遇 地 CO 部 
リン ペー ホース ュ っ) じゃ 叩い て 本 明 
し 8 ひい? 


ia)//67//22777 


ル に サポ ー ト トラ ウッ 多 を 訪 馬 モー ター ホー ム も 巡 
ト を お よそ 30 個 、 人 員 を 80 名 投入 する な どか な り の 力 を 入れ て き 


た 。 来 年 以降 も この リソー ス は 維持 され る の か も 注目 すべ き 点 だ ろう 。 


アウ ディ は 今回 の ダ カ ー 
OO 


ピー 
口 


NG | 選 じ し 益 結 6 貴 舞 隙 の 宗 で 
司 居 せ に 中 に と そ と の 忠 二 忠 
貼 口 し 也 選 ト K て SS 上 ES の や 6 
6′ 爺 庄 せ 4 ト 回 全 尽 S し レジ” ホー ス 悦 
8 ル ハ へ 倒 柚 光 庫 下り SN@rJ3JS 細 訪 
つ 忍 全 く て さ 公 〇 必 紀 天 失 押 公表 
6 の 8Q 所 を iRIDNN や させ 装 ユキ 
K 避 里 つ し % 尊 員 " も て そ ハ 公 お や 77 
く ロ ー ベ レー 虹 証 ぷ 十 関 で " っ % 尋 
ローK く る や 会 林 己 町 っ 公 の 宮 了 つ し 
つむ CS85 さ 所 上 や お や て 和 へ 公記 8 セ 
て くく で て か ユン 司 忌 @ の の て N 記 
坦 へ [ロー ペー や ゼ 選 経て ” 鬼 弄 や つた 
っ 6GK 出 会 蛋 を っ | の 幅 扇 ト 
yhG 詞 トリ ロー ミネ つ で 会 を Ii ト hh 
へ や させ の は 込 そ 和 へ 必 舞 型 前 NR ロ 
ハー て 臣 で 村 つ し 工 ら KS NT 窟 
3 半 革 8 お Ke で お けっ 全う | 7 
NG 巡る 相 選 i ト ー ふ 6 轄 濾 和 お セー て 
け 吉 つ " oO ロ リ お そ へ へ かぐ ユキ お に 色 
隔て 丸 衣 け 8 悦 らく ミー 私 選 款 つじ し 器 
ポ つ 7 巡 壮 疾 は くさ "ロード KG 尊 喘 


TPPI 
| す 


Y あー こ m- は 


1 
IE ご 
由 p 

ト 

me 

いい 
いい 
有 


【 
| 


YC 
で 
だ 
祥 
1J 
つっ 上 上 
串 | 
N | 
2\ | 
ー_B 
6 
寺 
慰 | 


1 
1 A 


ドコ 
ー 


oi 


年 出 た 。 


3 琴 


シー 
 / 


陣 会 NG 会 じ ト 必 て 匠 せ 号 由 交 
芽室 日 いく < ロース” 
8 を I ト IN や さ 全 の の | 遇 明 坂 球 刻 
嘩 5 調 G2 還 中 お そそ 私 倒 回 想 
GS の の て NRN 編 で の 8 軒 央 凡 
AH 入り け 和 サーミ つ * 

巡 壮 疾 G 神 柚 け せ 二 所 線 全 KK 回 
KSESE こ PE いで いう) いく で 4 8 IEL 
で は J ュ JP 還 人 SS で っ 全く て と か つう 
2 の AAK ト くり 下 で KeK 字 S に 貴 n 公 語 
直っ 公表 J や 可 公 ? 克 話 G ぼ 
揚 38K 公 0 束 再 四 に NTIISNAT 
SG や お て 和 へ か 8 「[ ト JGR ドー ミ 和 咽 つ 
レ し や ハート SN 本 辻 抑 本 Ne ょ JJ 
全 じ | の 掲 陣 " を IihIh へ や さっ) 
JP! [ 村 財 ロ 忌 む し を ke て JJ) 倒 妹 
ン や ぐ SN6" 『J で 会 Q 所 つう っ 1 結 は た 
=Wn8| っ ) 庫 つ "本 し けり 球 回 KK じ 
G 絢 定 史 咽 陽 je レ っ 7 

昼 畿 唱 享 じい @ 公 2 人 心 公 DS し 玖 NG 
^ っ トト で 6 叶 選 幸人 G や うり) 〇 せ 骨 詞 
還 扇 S 五 R 革 震 け で ” WS 思 玩 て 
さい ヽ 羽 疫 麗 は Ne て さ 昼 で SS つ し 
ゃ thJaJ38? 届 玖 章 民子 所 会 世 う っ 
計 由 揃 jS2J 咽 症 GHAA へ 虹 祝 
け 表 つじ し 民 記 し SNeG 臣 Q 公 7 咽 
症 司 -JG 詩 紐 訪 絆 で で "へ K 由 くく 英 
4 尺 が 悼 嘱 で い @ 倒 。 臨 和 某 し 電 大 
し ぷ 求 人 SQ で し レ っ S2 っ 3? PF 結 G 央 
4Q 公 っ 剖 壮 守 GH ス ト K 皮 宰 章 9 次 
EEJ 汐 ESYAQEY や sslilE と こい. 有 


| 人 R KK 誠信 苗 則 員 り 談 和 SO 人 


嘱 軸 個 咽 や ヒー 十 つ OO の ゆめ? 
ES いや YKOliisao【eJlrk こ と =etin で ここ 
や ツン (ビー 二 G く て 心 や いふ K ぜ の すさ の 
き )~ こい ーー ペー へ や 了 NQS 公 7 
こく ヘ ト ユ コー を AKI トス G お YK 会? 


M の 7 の 


岬 結 QOO 曲 押 個 ら う り 昭 で て 6 
6 隊 訪 幸 紐 お し マン 司 療 和 を ふ て 
モリ 垢 人 VK そ さく うつ し @ 潤 琴 や 
Ne3 和 9” 芝 G 財 瑞 玉 く て ユン 衣 
作 護 較 ぐ 芽生 隊 会 黄 恨 補 6 画 押 旬 喉 レ 
Ne 人 3) 心 公 環 役 品 ロ お や 込 に 性 ト 
ぐー 距 8" 時 Q 全 上 置く 雇 褒 *pMES で 刀 
孔 G 中 口 RT ロ HK で や 会 で 堪 つ ン ^ 惑 


っ 衝 で けつ し や の づ の - と この と 
3 つづ 中 ー ふ ホー ドーハ G 座 4rR ゼ 想 選 
6 国家 需 本 GS 倒 じ て NSK 4 
回 二 只 て 必 h ミ 殆 箕 表 つ し M 抽 簡 丈 相 
喉 村 で で” 回 閉じ 折衝 つり 結 で 


NeG や 幼 購 っ SS っ AOO ツ 


( 演 


グ 部 門 総 合 2 妥 

位 で 完走 し て いる 。 
^ と な っ た 1991 年 大 
"ap 会 以来 、31 年 連続 で 


日 野 と じ て は 初出 場 
っ っ 555o 赴 を 果 た : じ て いる 


日 野 チ ー ム スガ ワラ 

。 は 今年 も ダカール !( 
参戦 。 ハ イブ リッ ド 
ラッ 


が デ 
。 寺 = デ リー ズ で 参戦 し 、、 ト 


2 ェ 証 


の が 
〇 
〇 
〇 
〇 
人 
エ 
G 
下 
出 
ご 


ら そ れ を 探る 


込み か 


@ し | 


と Check 


xt & Ph @ [ () 


PhOtoO 


ず は 、 開 幕 戦 モ ン テ カ ル ロ に 現れ た 3 台 の 
の 具体 的 な 落と し 


WRC の 勢力 関係 は : プ レー トリ セッ ト され る の か 


は 


Technicdqal 


コキ seGKSP -oor 計 間 を っ 8 
Brnjarmin ぴ 王 ! 'G-。 
ーー iPPSEe 


ーー 


こさ ミエ OG 臣 思 wuHXS 堀 で 0 お 三 S 
ドー や” QOQー 財 ap で GSE 宣 
wssa5 と て へ 昌 孤 巨 品 っ 36 
コーー" 咽 KG 也 きく て トン ロ 
1 バイ 6 近 編 代 全 で 応 6 映 < べ ロ 


Qn っ し や さ 年 和 昌 ー へ ルイ へ や 表 季 界 


ro 


人 


ES 。 。 ば 。 
イエ で で me 
9) 


WT まで NR や 」・ 


LIL ま 1」 」 


ロ 
| 


ャ アマン 


加 h さ 上 NenrJGysSS っ 中 キハ 還 議 
K” し 台 品 」hK て G 誤 本 公 Q yi 講 簡 販 
HN ト 中 キ 必 3J ロ 豆 Kvohhn 軸 旨 時 
ー 収 中 mW し っ 志和 公 7 FM 


1 画 
ま 中 


中 へ 引 玉 ミロ し で 全 セ くし SQ で 1 六 菩 


SO 


く マ か か て て ゼン て マ GT 量 


へ こく こい ふ て ふ マウ 2/ い K 妃 け 40 | 下 球 
S? 尽 客 つっ OhJ ュ JH で 387 日 
^ イ て 四 替 て IhTm さ お 玉 括 品 る SS 人 0 


Jet6” て 和 町 ふし 沸 田 則 公 


INTN さ 志 鉛 ymOG つ こっ)S 


Q レ し つ 6 CrJ38 公 トー 

く G の oO べ ロ 藤 つ し ゃ 間 品 

マン” の エエ さ K・Ih ユ ーー 

レル へ KS や 0 っ Jp 他人 展 つ し っ 7 
く マ か つか て 日 て 8” 受 の づつ" 


+3 
きく ト 


こ て 代 I ト ユー” そく ーー お 2J 公 ボー 


へ 守ら G へ ロミ し とこ 稚 へ ので し 8 で 7 
っ で 3TINS 必 穫 KK 球 准 ? ホー ベ 


人 
款 氏 も で 丸 各 昌和 て ロロ 革 人 EK 下 ささ 思 
いっ じ 喘 務 編 号 aM ビ きっ ^ ヘー 
HK し 赴 訪 T ヘ て ロー ミ セ NGTJ ス ) つ 
倒し きっ? 乱 伝 NTJBFJN AU 時 
箇 G ト ロー 中 @ 玩 っ 公 咽 じ ) で 丸 " 
公 祥 つ G 則 剛昌 CYS@ こく で か ユ トン 
HH 中 か て ゼー NRN ロロ AN て ヘー て 6G セ シ 束 


NQ 肌 全 で to? 避 族 ぶ へ へ ふ 8NGAQ? 


ーー、 Oo 湯 ! 
tecASINO 1 


「JGSS。 拓 半 W 人 b 遼 置き ざ 捉 で 且 


ドー! ポ て he っ )” 50G い ミル や 和 時 閑 
NQMK 光 DS で し っ neren 和 87 8 


ea 


JJ テ K ネ ー ハ ・ い ドー と ・ ト ー ド ・ 


IN ヘーー ゼ ” きき 刀 6 いる KN ロー 中 


JJ 29 ヘ キ こ ハー リロ くそ かつ 公 和 と 


6 公 GCN4HOOG で シン 革 で Ne トト 


ロー 貞 や の ) い G 公 日 へ 選 エ ー 包 選 


キ GK と シー ドロ 蛋 嘱 公 上 寺 つ 忍 『JJK/ 
K ぐ ト ふ マモ や うむ 8 し 308 国内 詞 
で 送 軸 史紀 し *0 や SD レ っ ie 
ン ロ Q 選 遂 玖 G 嘩 せ 全 さら 6 落球 細 
っ QAN0FJJ け SS で ^ 血 1J ュ J!J 昌 小 
伝 中 人 Q で 県? 

ユキ くい 中 区 G 屯 映 記 唱 貞 公 
で I@ く て か つか と て 更 雪 頒 王 
$E 鶴 Ne 刀 人 S の エエ に K・Ih ユ ーー 


( 下 ) 


アウ ター 
ヤリ ス Rally1 の 室内 。 従来 の ボディ シェ ル よ り 、 乗 員 


ー 


IBOOST」 と 書か れ 
(as) 


ろ に 「HYB] と いう ボタ ン 、 そ の 下 (3 
(中 ) スペ ー ス フレ ー ム ( 
ボディ を 被せ る か た ち (写真 は i20 N Rally1)。 
こ 強化 され た 。 


くる と こ 
つ 並 ん だ ダイ ヤル の 一 番 右 ) ( 


いこ 


(上 ) PUMA Rally1 の ステ アリ ング 。 右手 の 親指 あ た 


た ダイ ヤル が ある 。 
の 安全 確保 は さら ( 


リ 【 


中 人 代 区 皿 G 堪 4EINAH ペ ーー 


II ー テ 


ユキ 蛋 ホ ャ と GKwsHKY ヘ トー へ 識 


公 2Q 人 いて レ さか へ TH トー 愉 %07 
部 MKw 机 訪 い トト へ し 記 季 棋 ンジ っ 心 へ 
K ト くさ 5 CNIG 本 OS 購 っ せき トー 
レ ・I 必 ペーー 全 へ へ 心 さ い トト 和 ハ し SNO 
ト J ュ J!J 到 つ ^ の エエ に K・Ih ユ ーー ゼ や 
ふさ し SNe@hJ ュ J” 交 咽 呈 提 で SB" 

の エエ さく K・ 心 ーーG 心 色 去 忘 肛 
走 R ゼ On8 全 で は B で っ しゃ 人 ト 
回 G や で 〇 唱 居 咽 全 還っ In ユー し ゼン " 
地 全 <Q 隙 会 むし 6 地上 居 豆 て く ヘ て し 
SNe 遇 中 人 N 全 相 mW レン ie や 宙 7 李 
氏 " 4 ト 回 G 中 へ 上 ト ドミ ロレ しゃ の エエ ユ 
く ・ 必 ペーー ゼ ば く て か 全て ロ HI 條 て 
GS て IN ささ 公 や で や る SS マン 礎 生 G 
SN93E 寅 議 証 公 過 つつ 忍 嘱 に 60N7 


SKK 


In ユーー? IN 人 AH ペー で の 人 E 策 トト 
へ 公式 ロ 隙 つ し 8 ぐ で 生 2J ト JJD 
叫 着 豆 ぐ SS 全日 ト て エ 和 トー いふ | 
ヘマ とか マハー 必 堪 ロ 議 お で レ 
っ ht9 公 ” 査 口 誠人 全 信 さそ や うっ" NG 
求 て く 中 世 は せき 昌 ト ぶ て 公 昌 
っ レス っ tG@ 公 INAH ペ ページ 咽 打 玉 ぐ 御 " 
や や ン ュ Jp RTK リ 8 で っ キト 日 
へ ペー セ 宮 短 RG 介 功 け は ” 状 間 選 半 つ 
し る 妨 〇 出 映 つ し っ い Q@G 公 や つつ で きっ 
公 ” 眉 人 ロ 想 OO で 寺 則 ツ っ SN6 如 名 7 
NG 唄 4m8 培 ト Jp や さっ) っ ココ 因 や 直 
で NO 

ト JIJ し 還っ 者 つ し っ 8 や 選 う 6 ゼ " 
JJG ふ ミル Gi 中 マト ホー 全 く ミ キー ズ 
ぐい ふさ K 中 て へ ・ ロ ドー し SN@ りら 
OhJ3J” 全 い レン K く こさ 公 Q 受 く モ ー ム 


Cie_c-k 
_ 


Rallyle 謙 


OS 副 寺 こさ Si ト 中 そそ へ ES で し 
8? 日 へ 私 へ ミ ー さ 6 筐 寅 唱 臣 つ し ゃ / 
層 G 据 で wiA TIN と し 下北 つ 
麗 富 トト へ 選 ミ さ 虹 つ 丸富 赴 3E 重 民 
恒 更衣 くし 組 時 "所 丸 ” 甘 つ 旭 立 MK 
G 電 で 選 心 へ い ド ーK っ ) つ し 民家 由 
革 セ Nei ト 払 そい 思 近 GOG い ミレ ルレ ゼン 
mmQ で し うっ" 

ロ ユ ドー ゼ 臣 紀 有三 < セー か ・h ド 
ー ン を 史 販 筑 代り 昌 へ 選 て ロ 給 苦 つ " 
し り 半 さじ っ IN ユーー6 詳 計 
固 品 唱 画 剛 つり っ 7 で や 准 い し 
い ヽ ミ ドル G 選 和 や キキ ご” 共 貼 
ロ よ ホー へ へ 旨 層 喧 つ QG せ 中 ハト 
ミロ 可 槍 Ge も 唱 個 握 補 で 刀 Yo で 
No” ollHN ト NN 下 エーGS 公 し 
3 会 SS で に 政 4HS 朱 詳し 尽 括 唱 義 で 
3J ト JJ や 了 ヂ 出さ っ? 

幅 く て か つか を 6 人生 寅 唱 臣 村 い 7 
ロ ヘ ドーGI ト 中 そそ へ で 3 垂 喧 全 っ ン “ 
2JIJ 選 男 や で し レ っ ne し SQ 心 幅 祝 ト 
ト へ けり 6 で 0 に 工 や で で 妃 坂 せ 。 畠 則 
っ よむ Thー 純 ATHIh か て リロ 玖 全 で" 

こ へ こく ー 昼 ホホ ャ で SHK ト て ユ 
テ 公 甘 五 や で KO” 8 会 GQ 局 - 抽 っ " 
レー 会 や へ ペー リロ SNGTJ ュ JpD「 ト J 
G 画 軸 * 避 組 は つ し っ he" スエ く こ ハ と 
ー リ 3” 坦 喉 如 ロ 維人 っ 田 束 郊 Ne 査 口 


Techniceal 


価 作 

と っ 

っ ュ 
ま 


江 公 の OO 壮 く 5 や ロー ハ 幸 明 東 団 
局 。 豆 に ロ お 畠 人 SS B と と ム メ ググ っ ーー 
K ろ 庄 弄 」% じ コ レ っ te@G し せっ 公 和 Jp 間宮 し ono? 
く | 基 請 用 NN 、 い 5 Se 
YE5 埋 SuDSt ピス っ 公 け や ロス セー つっ 7 MKG 志 明 
本 0 DD や 9 凍 [1O 
1 NN 絆 に 叶 和 
他所 きる を SS 肌 電 に 
AN で き SN ゆい ご 議 G 地 を 人 如 和 97 AH と し 中 4H 出 屋 Q で 
| @ 了 虹 て 表 李 けさ 
SN TST8S * 玉 和 屋 AKI ト させ " 頭 民 ロ 避 介 の 
NII うい っ っ | い に 」 
ト 装 hG5 ゃ 県 晶 こ レ k N ミ G 臣 国 JS い ひし 8G や 中 李 ? 人 


74 


72/2 


中 川上 川 


【 


デア mY 
L 
| 
ョ フラ 
A 
1 
\ 


。 Hybrid System 


Cooling Layout 
両 サ イド か ら 外気 導入 
ツイ ン の 電動 ファ ン ヘ 


ハイ ブリ ッ ド ユニ ッ ト を 液 冷 する ラジ エ 


ター と 電動 ファ ン は リヤ バン パー( 


され 、 


。 SuSsDenSsilon & Brake 


配置 


リヤ サイ ドウ イン ドウ 下部 の ぽ っ 
こり と し た エア イシ デー ツタ か ら ダ クト で 


いこ 


つ 又 アッ プラ イト で ダン パー を 垂直 に 


ダン パー は 前 後 と も 垂直 に 近い 角度 。 そ れ を 実現 する た め 、 


ー 装 彰 位 置 を 変え る こと が 可能 な 、 


ラジ エタ ー の 両 脇 に は 
ー 内 の ダン パー の 熱 を 逃 が 


気 を 導入 する 。 
す た め の エア アウ トレ ッ ト が ある 。 


ズ 


ジエン タダ 


外 


ダン パ 


ー 


前 後ろ カ所 ( 
採用 し た 。 


特殊 な 形状 の アッ プラ イト を デザ イン 。 ダ ン 


パー は 2017 年 か み ら 使 っ て きた BOS か ら レ イガ ー に 変わ り 、 ブ レー キ は キャ リ パ 
ー が アケボノ 、 ロ ー タ ー は エン ドレ ス と 日 本 製 パ ー ツ を 新た に 


人 KAO9g 


<Rear Wing 
" 柚 端 板 "部 分 は メイ 


ーー 


ンプ レー ン の “延長 " 


ー テ ィ 


規則 で ステ ー は 2 つ 


形状 。 4 枚 の バ 
まで と され て いる た め 、 中 央 の 2 枚 は リヤ ウイ ンド ウ か ら 浮 いて いる 。 サ イド の 


リス WRC と も 大 きく 異な る 
こ 見 える が 、 


固定 され て いる よう !【 


相当 する 部 分 と メイ ンプ レー ン 下 部 と の あい だ に は 隙間 が ある 。 


ー 


イ バ ル 車 と も 去年 まで の ヤ 
カル フィ ン で リヤ ハッ チ !( 


フ 
端 板 ( 


回 中 和 トド ミロ し リス ふく て 


TAN つ や を KK ト ロイ て INT ミ 倒 届 沖 つ 


SGS や p や つ 全 つ 代 生 洋 G 褒 斬 ロ 
3 お p 臣 国会 人称 G 公 や つ で SS っ? 親 G 
ロ ユ スドー ロ 誤 避 写り HAN て G 
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XpK 性 つ し っ で? 
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3 ポン 6 隊 赴 衣 お S" 表 ーー ミ ベイ て 
ロー い G 赴 器 jpNGS や JC? 旨 に 6 届 
ユーQA (Hrrto) ルレ A へ へ て ぐさ 尼 有 足 
嘱 も で 妃 JJ ふ ぶ ヘ ミ ーGK て ロー 
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^TNINh マ て (むれ 稚 ふさ ) 選 地 で る 古 で 
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局 中 へ TN て 一 KG ご A モ キハ ペー” し 
0N6 叶 ご さこ ーー ロー 心 則 中 シン) 
Ne 8 で J ン JNN ロ ハ て 尽く ー ゼ 
司 茶 つじ し 因 軸 Ne ホー ド 会 刷 人 で で 
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世 寺 NTnNG 足 倒せ ン で” KK 
ぐ 一 Kh ユ ー ベ 奨 環 人 で ひ 丸 JJ に" 
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嗣 倫 こ を て や p 蝶 | ロ 
いい 各 の て 生ま ふ 責 上 ?Qー ヘ 7 る my と 、 っ 、/ ム ムー、 ン o 
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ー ル ド の ダク ト で フレ ッ シ 
シェラ NE 還 暫 


又 け られ て い 


リル 上 部 か 
る 。 リ ヤ フ ェ ンダ ー は ダウ ン フ ォ ー ス 獲得 を 重視 し た 形状 だ 。 
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り は 先代 フィ エス タ と 同 
じ 方 向 性 。 2 基 の 大 型 冷却 
ファ シン が それ を 避け る よう 
に 配置 され アウ ト 側 に 風 
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リヤ ウイ ング は 先代 の WR カ ー、 フ ィ エ スタ WRC と 似 た デザ イン 。 た だ 、 
新規 定 に 合わ せる た め 、 メ イン プレ ー ン は 直線 的 に な っ た 。 サ イド ウイ 
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く な っ て いる 。 リ ヤ フ ェ ンダ ー の 前 側 は サイ ドス 


ブレ ー キ シス テム は 引き 続き ブレ ン ボ を 採用 し て いる 。 
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リヤ は 垂直 に 近い ダン パー 配置 、 フ ロン ト は 後 傾 し て いる 。 こ の 前 後 関係 は 先代 の フィ 
ダン パー 自体 の スト ロ 


寝かせ る メリ ッ ト は 見 い だ し に くい が …… 
カー ト の 下部 か ら 風 が 流れ る よう な 造り 。 
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サス ペン ショ ン は 、 
エス タ WRC と 同様 だ が 、 
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っ て や pG 公 仙 ご で” W で ロ 6 で し ふく 
ーー^TNG 地 もせ 公 で 蛋 路 Yo で hQ 
選 さ で の 8 で 代 会 の エモ さく うつ) っ 
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Ne~ 2 ペイ ーー6 詳 誠 寺 30” 加古 


NN 


し dE 。 


を 


に さ 


| [PT 
1A he.C kN 
の 


tl 


の 


js し 


志井 い 


人 丘 、- 


に 
一 胡 ] 


ジ エ タ ー は どこ ( 


電動 ファ ン と 
ー 


リ 


この 
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当たら な い 。 カ ー ボ ン パ ー ツ で 覆 わ れ 
ビル トイ ン 


気 が 黄色 い 
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ほか の 2 台 と 大 きく 異な る の が 、 ハ イ 
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JHA 入 で で つて 和 ふく ミー や て 加 
っ レス he NN ロ AN て っ J つ ト 人 STI て 


て だ SG ン レ 6S で SS っ うっ 心 宮 軒 
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会 日 いむ K ト ユ ト 
避 編 ? JO 


InN ユ ーー 避 人 し 8" ボド ホ ーー。 ロロ 
て hhH 和 AN 誰 ーGHKN ト か て さて 
へ モ く ハ ミー 巡 基 で ミー ベー” ユキ トト 
ャ NH 一 中 一 つっ で 。 受 還 一 忠 紀 
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1 1 画 | 


Jp NG 束 昧 下 僅 レ SN@" 中 邊 
ミロ Gt 璧 リ 民 由 尿 思 と 謡 概 じ one 
ー ド ルド ハ ふ 必 ユー し ゼ 民 良し レ じ "トト へ 私 一 
KI ト ト 表 涯 や SN038AO で 全て 
ミ I ト ヘー ュ っ)S さ で る や 由記 人 和 やつ で SS うっ" 
XN と て と さ し 32J い つ し や 司 耶 東 志 シン つ 
や で で SQ 息 に くそ さ ー ヤ 6 衣 昧 せ 
撮 H6Ne 公 <Q7 rjJ で けい っ し "て 町 
キー レト で ・ 届 てく ホー ベジ 
展 せ 「K ヘ ー 改 ユ ー 和 を 必 心 くさ 心 ユ ー 


小型 


ー ル 対策 だ ろう か ? 


レン 


り も 小さ い 。i20 WRC の 特徴 だ っ た 、 バー ティ カル フィ ン 状 の スワ ン ネ ッ ク は 姿 を 消 


リヤ ウイ ング は プー マ と 同じ 方 向 性 の デザ イン 。 サ イド ウイ ング の 要 端 板 は プー マ よ 
し た 。 サ イド ウイ ンド ウ 部 に 設け られ た ハイ ブリ ッ ド 用 クー リン グ ダ ク ト に は 、 
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功 ぶ も し 財 吉 で や で 0 せ 選 = コ 
< M n し っ ie? ト J で せ 隊 家 2 トー に 
| きき ーG 送 胴 政 噂 倒 恨 人 SQ で し っ 6 名 


NGKI ト ー ゼ 公 尋 で 中 ンー かそ へ 心 
JS で し 8 で " 細 吉 幸 蝶 民 い 0 じ っ 
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回 Honda トリ プル ロゴ 
オフ ィ シ ャ ルト ー ト バッ グ 1 名 様 


ホン ダ 、 レ ッ ド ブル 、 ア ルフ ァ タ ウリ の ロゴ が 両面 
に 入り 、A4 サ イズ の オー トス ポー ツ 本 誌 が ラク ラク 
入る 大 き さ 。 マ チ が つい て いる の で 容量 も 充分 ! 


提供 : 本 田 技研 工業 株 式 会 社 
URL : www.honda.cOo.jp 


佐藤 球 訂 直筆 サイ ン 入 り キ ャ ッ プ 1 名 様 
2020 年 に 自身 二 度 目 の INDY500 制 芋 を 成し遂げ た 
球磨 選手 。 同 年 に 発売 され て いた “INDY500 仕 欄 
2020 キ ャ ッ プ "に 直筆 サイ ン が 入っ た 超 貴 重 な 逸 品 ! 


提供 : takumasato.com 
URL : www.takumasato.com 


ノレ ブ 1/43 CITROEN WRC 2017 
1 名 様 


フラ ンス の 名 門 お も ちゃ メー カー「NOREV (ノレ 
ブ )」 製 ダ イキ ャ スト カー。WR カ ー 規 定 車 両 で シト 
ロエン が ワー クス 活動 を 再開 し た 2017 年 モデ ル 。 


提供 : クラ ブウ ィ ナ ー ズ 
URL : www.clubwinnerS.jDp 


回 2021 スク ー デ リア ・ ア ルフ ァ タ ウリ ・ ホ ンダ 
オフ ィ シ ャ ル ・ シ ング ル ・ ボ ー ル ペン 1 名 様 

メタ ル 素 材 の 高級 感 漂 う ス タイ リッ シュ な ノッ ク 式 
ボー ル ペ ン 。 イ ンク 色 は チー ムカ ラー を 思わ せる ブ 
ルー で 、 ロ ゴ 入 り の 収納 ケー ス に 入れ て お 届け する 。 


提供 : スク ー デ リア ・ ア ルフ ァ タ ウリ 
URL : alphatauri.com 


応募 方 法 


ハガキ に 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 


明記 し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ 


た 記事 と その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理 
由 、④ 好 き な カ テ ゴ リ ー、⑨⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ 
ー ツ へ の 要望 を お 書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


2022 年 2 月 25 日 ( 金 ) 時 名 交 


〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 


新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 


(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 | 1570 号 プレ ゼン ト 」 係 


AS| 


スー パーGT の 100 号 車 の エン トラ ント 、 チ ー ム クニ 
2 の メイ ンス ボン ニ で め あめ るみ の ン レニ 電気 貞 り 、 チ 
ー ム クニ ミツ バー ジョ ン に カラ ー リ ング され た ポー タ 
ブル 空気 除 菌 脱臭 機 が 300 台 限定 で 登場 ! 持ち 運び 
に 最適 な サイ ズ で あり な が ら パ ワ フ ル さ も 兼ね 備え る 
この 空気 除 菌 脱臭 機 は 、 自 動車 車内 ・ リ ビン グ ・ 玄 関 
・ 子 ども 部 屋 な ど で 大 活躍 。 脱臭 と と も に 除 菌 を 同時 
に 行なえ る 優れ も の だ 。 

側面 に は チー ムク ニ ミ ツ の 戦歴 と 、 300 台 限定 商品 


【 特 徴 】 


・ チ タン 系 光触媒 と 365nm 近 紫外 LED の 組合 せ で 
粒子 放出 タイ プ よ り 高 い 脱臭 力 を 実現 


・ 細 菌 や ウイ ルス な どの 除 菌 に 高い 有効 性 を 持つ 
265nm 深 紫外 LED と HEPA フ ィ ル ター で 除 菌 


・UV 光 漏れ が な く 、 フィ ルター 交換 時 に は 電源 が 切れ る 安全 機能 搭載 


・ 電 源 は シガー ソケット アダ プター(DC12V) 及 び 
AC ア ダ プ ター(100-240V) の いずれ も 使用 可能 


【 仕 様 】 
定格 電圧 :DC12V、 AC100-240V(50/60Hz) 


消費 電力 : 脱 臭 モ ー ド 10.5W 


強風 除 菌 モー ドン 11.0W 除 菌 モー ド バ 12.4W 


本 体 寸法 : 幅 134x 奥 行 85x 高 さ 230 (mm) 
本 体質 量 : 約 1.0kg 
コー ド 長 さ : 約 1.5m( 専 用 AC ア ダ プ ター) 


【 価 格 】3 万 2780 円 3 万 8280 円 (税込 ) 


ォ ン ラ イン 応募 弧 切 : の 022 年 2 月 24 日 ( 木 ) 


PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る か た は 、 弊 社 が 運営 する 「 三 栄 ID] か ら お 願い い 
た し ます 。 掲載 の QR コー ド も し く は 下記 URL より アク セス いた だ け ま す 。 登録 後 は サイ 
ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 事項 を ご 記入 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ 


きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


※ 応 募 ハ ガキ 、 オ ン ラ イン 応募 に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は 、 今 後 の 誌 面 作り へ の 
活用 、 プ レ ゼ ント 発送 、 弊 社 刊行 物 の ご 案内 発送 以外 の 目的 に は 使用 いた し ませ ん 。 


https://id.San-eI-COrD.CO.jD/top/ 


INFORMATION | 


で ある こと を 示す ナン バリ ング が 施さ れ て お り 、 プ レ 
ミア 感 た っ ぷり の デザ イン に な っ て いる 。 さ ら に 100 
台 限 定 の オプ ショ ン と し て 、 車 内 で 使用 する 際 に 便利 
な 「 車 載 取 付 ホ ル ダ ー」| も ご 用 意 。 こ の ホル ダー も ス 
タン レー 特別 デザ イン を 隠さ な いよ う 窓 が 空い た 、 チ 
ー ム クニ ミツ モデ ル 仕 様 の 特注 品 と な っ て いる 。 
コロ ナ 感 染 症 対策 が 続く これ か ら の 生活 に 一 台 あ る 
と 安心 な 空気 除 菌 脱臭 機 。 し か も スー パーGT フ ァ ン に 
うれ し い 限 定 特 別 モ デル な の で ご 検討 は お 早め に ! 


回 計 


ご 購入 は コチ ラ 


気 に な る 情報 を 速攻 チェ ッ ク 


モー ター スポ ー ツ 用 の パー ツ 輸 入 や 開発 
市 寺 が 呈 ス ニー パラ GE や スー バニ 


三 き 2 39| 国 内 な ドニ ド 968 


株 式 会 社 ア ネ ブ ル が 即 戦力 と な る 社員 を 募 
集中 だ 。 

現在 400 名 ほど が 在籍 し 、 モ ー タ ー ス ポ 
ー ツ の みな ら ず 、 自 動車 用 エン ジン の 評価 
・ 試 験 、 自 動車 部 品 の 設計 ・ 開 発 、 コ ン サ 
ル テ ィ ン グセ ー ル ス な ど を 行なっ て お り 、 幅 


【 募 集 職種 】 


enable 


訟 式 倉 # ア ネ ブ MU 


広い 技術 と 知識 で 日 本 の 車 づ くり に 貢献 し 
て いる 。 社員 の キャ リア アッ プ を 最 優先 に 
考え 、 自 社 テ クニ カル セン ター 内 に 独自 の 
研修 セン ター を 設置 し 、 実 際 の 現場 に 近い 
環境 で 研 鏡 を 積む こと が で きる 。 福利 厚生 
が 充実 し て いる の も 特色 の ひと つ で 、 モ ー 
ター スポ ー ツ 観戦 補助 と いっ た ユニ ー ク な 
制度 が 備え られ て いる ほか が 残業 代 も 支給 さ 
れる 。 詳細 や 応募 は 公式 HP に て 。 


メカ ニッ ク : ダ ン パ ー、 エア ジャ ッ キ 、 給油 装置 な どの 組み 立て & メ ン テ ナ ンス 
設計 : ダ ン パ ー な どの 開発 、 設計 検討 か ら 図面 作成 な ど 

営業 : レー スチ ー ム 、 チュ ー ニ ング ショ ッ プ 、 海外 取引 先 等 へ の 営業 

※35 歳 位 ま で 。 レー ス メ カ ニッ ク 、 ダン パー 等 の 経験 者 優遇 


【 勤 務 地 】 神 奈川 県 小田 原市 


【 福 利 厚生 】 

・ 社 内 制度 昇給 : 年 1 回 

・ 賞 与 : 年 2 回 (採用 初 年 度 は 1 回 ) 

・ 各 種 社会 保険 完備 (健康 保険 、 労災 保険 
雇用 保険 、 厚生 年 金 ) 

・ 交 通 費 支給 

・ 退 職 金 制度 ほか 


【 公 式 HP】 https://www.enable-os.co.jp/recruit/ 


22232223 


嘱 漁 過信 6 球 人 Q 選 


ンー いや p「 ド ボー て に K 家 一 生 』 1J 鶏 馬 こ つね ね 7 
こつ 軍 DS ユ 色 J/O1J 人 0 っ ep? 
曜 漁 内 @ 田 革 骨 | | し 
0 し" 課 1J) り し 爾 志 し じゃ "DD や で C に 攻 給 
信忠 性 " 躍 只 柳 補 村 NO1J)) け で ふさ 6 つつ お 7 
の 
- 亜里 G 辿 16 や ぐし 6 選 表 の 心 つ レ 
SSHBEEN 
1JG6 心 6 マー 公選 詳 0 や し っ 避 3 人 06 つ お ? 
ー の の 〇 Q 革 ロリー ペー ト トト へ 亡 里 つじ 賜 腸 所 
芽 お ーー の で ぐ 英 崩 過量 K ペ ネー て 尺 で お 将 
坊 や ^ 仙人 到 人 0 し 範 選 公 人 Q 大 軸 身 公明 0 つつ? 
尽 虫 過 けり で CGQO こ ぐす 世 し ち 公 0 人 
弓 公 の 世 町 " っ 6 掃 癌 @ 遺 革 共 貴人 色 人 Q 問 で NO6 葉 
つ 10 憎 つじ っ he | 羽 " 周 羽 ロ 6 で 0 し 拭 公 で で" 
遇 周忌 公 人 Q 二 0 で KI ト T 和 へ て 選 涯 也 陽 さ 拘 
4Q で 1)) ぐ 6 也 画 の 宙 癌 人 G 居 静 Q 代 喘 電 つ じ っ 
6p? 


ーー 


1JG 還 | 軒 画 画 て て へ テ 公夫 ひし に し 
で 」 3)Q 電 人 公 や っ つ せ っ 1J 公 羽立 介さ 6 つや 


公 ~ 1J1J ね お 6 員 つ O66C 所 仙 つ お [J 


8 6 


9 人 8 つ 6 や で ぐ ? 明 や も 2⑯G は ホー 半 
人 


SN 


や p ゼ や や 「 虹 光 抑 ]」 し 愉 N6 宮 は" 「 つ りさ へ 
ー ベ K 取 季 ] し ゃ p 失 Ne で むし ち 公 Q っ 6 は 0 
昭 4G や ヤ で だ うり) し じゃ 纏 過 じ 冊 や Q 義 曽 ね で 6 
うり 限っ 6” やつ レレ" 忠 只 し 礼 つね 鞭 和 0 を 稔 訪 
3 の の HP 
ャ パー” RXIh セ レス] トマ ホー” ロビ ca” 国 地 
勿 ・ 呈 坦 各 や つじ 上 臣 湿 司 叫 つり や 性 論 半 
亡くし 6 つ 玉 7 

Q 囚 還 け | 押 軸 串 HHR/ ツ つじ 0 せい や p ユ 
レ し 8 ユ 16 公 ” 団 人 Q や 人 色 で 台形 区 箇 て 暴 
Q 質 むだ 填 つ 公夫 さ 6 おく " 所 忌 り っ で し 
Jp 忠則 で へ ヘ ふ ペー ネイ ィ テ 公 州 己 6 聞 本 " 衝 心 つ 刀 
過 舞 や 本 で Q 入 素足 其 じ 愉 N6 〈( 下 編 ) 1J 陣 
っ せっ し 選 志 好 G 癌 10466 つつ G 尼 公 人 Q 徐 
帝 @ 居 屯 人 し じ っ C っ し じゃ“ 


_ 


Jp naJJp^ の 叫べ 史 記帳 3 補選 英 人 な NO 
で むし で ⑯V 「 ロ リー ペー に K 家 一 和民 遇 豆 り つ J 
へ A ト へ か NG 辿 人 016 け 宙 咽 選 相 Ne」 つっ 心 
〈 乗 刀 677 ス ハル) 人 束 才 つじ っ V1J り や 
16 つむ ? 

nf6 さ ^ で 「 ド ーー に ーー スム 』 性 雇っ 心 
公 QDAQ で で VN68 下 し 賑 色 是 も 


4 つい ゃ p 衣 只 仙 り 地 映 稔 唱 栓 る 々 で 


い JS さ " 忌 HNS0OB さ "所 6 で 8 ざ 玩 人 
光 中 6N6 要 中 し SC も つ セ 6 公 品 つ で 6 や も ぐ ? 
羽 培 衣 の っ 心 和 団 ぬ 1) ヤ ル V ユ 6 選 公 「 わ つり 
レ p 選 VG ズ ロロ ー ふ ペー ベベ 芯 一 6 送 つ 0 窒 咽 
下 N6」 3) つ 心 召 け 忌 /Q 合 で さる V” 祥 @GKI 
ャ ハエ テレ ゃ 表 咽 つ ト ー セ レレ ちゃ @G し "1J) で 6 し リロ 
訪 季 G 聞 106 公 7Q 蛋 棚 つ お 嘱 名 G や つっ 子 咽 61J 租 
咽 委 所 は 0 や し つっ 刀 00 〇 )。 ⑭⑯6 選 や 狼 財 つじ 
っ 所 っ 限っ 6 選 “ 


T 


1J 也 つう) 窟 選 撃 澤 昧 や 坦 人 り つじ 所 つ っ 天 
誠 J ユ 選 色 - Q 公 人 06 し 個 県 性 編 玉 搬 
品 了 由 じ 苦味 慌 汐 選 つ お 叩 で 1^H6 せ 6 介 選 、 
6 し 団 さ 6 つ 刀 ? 1J) だ で p 世 と し 7 レツ 
IRIS 
っ 8 っ 1J の けけ 失 408 る 8 し 野 定 世 つ 二 6“ 

I 民 JR 軸 四 萌 や 藤 編 @ 態 多 し つ 刀 6 
し レ ^ の 忠 公 人 06 公 〇 いじ 中 拉 け りさ 6 誰 押 り つ 
し 光 選 加 選 G 虹 ID つつ 刀 っ つう 隊 っ 所 ? 己 壮 昧 明 


選 咽 け 振 直 で MK 表し レ マ 一 導 玉 V で NOTJ4J 間 7 


つ 〇 Qt!)0 さい 巡 つ 介 け p つ し っ ep? 
NE 


ー ス 」 上 曲 っ ね 20OO 4⑩ 避 Jp1J 陣 妥 G 
H6) PP 


ドー ィ K 和 一 和 上 江上 
田 革 骨 | 


は 3 月 29 日 ( 犬 ) 発 売 で す 


号 本 誌 


$ 
レン 


62 


PRINTED IN JAPAN 大 日 本 印刷 


SAN-EI CORPORATION 


00627 


4910296620324 


ぶ 966 グ 


ピロ 


外 


秩 


auto sport 2022 年 3/10 号 (隔週 金曜 日 発売 ) 2022 年 2 月 10 日 発売 第 59 巻 第 4 号 通巻 1570 号 


se ロ 発行 人 : 伊藤 秀 伸 編集 人 : 田 中 康 ニ 
Ia auUtO SDOFt オー トス ボー ンジ 2022 3/10 玉生 寺 : 株 式 会 社 三栄 〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6.27-30 新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 定価 690 貴 本 体 627 円 


販売 部 : TEL 03-6897-4611 


